
（1）報告事項（昨年度の会議以降） 
 
■つながるひろがる子育てプロジェクト事業 R7 年度実績 
 
〇新生児へのおむつと防災グッズの配布 
市窓口及び子育て支援センターでおむつと防災グッズを配布し、子育て中の各種相談や支
援制度の周知につなげるとともに、育児の経済的な負担軽減と防災意識の向上を図る。 

1 回目配布 市窓口 出生届出時、転入時 紙おむつ S サイズ・0 歳児
用防災グッズ 

117 人 

2 回目配布 にらちび ベイビー倶楽部開催時 紙おむつ L サイズ・1 歳児
用防災グッズ 

28 人 

 
〇地域こどもの居場所づくり 
既存の福祉・教育施設等を活用して、子どもが安全安心に気軽に立ち寄ることができる「居
場所」を設けることで健やかな成長、豊かな人間性・社会性を身につけることの一助とする。 

実施団体数 実施回数 参加人数（延べ数） 事業費 
12 団体 28 回 821 人 413,220 円 

 
 
■韮崎市子どもの権利に関する条例の一部改正 
 
関連スケジュール 
R7.4.1 子どもの権利に関する条例 施行 
R8.3.27 子どもの権利に関する条例 一部改正（権利擁護・救済委員の設置） 
R8.6.1 施行期日を定める規則 施行 
R8.8.6 子どもの権利に関する条例施行規則 法令審査 
 
権利擁護・救済委員の設置等を規定した、改正後の条例は別紙のとおり。 
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○韮崎市子どもの権利に関する条例 

令和７年３月28日条例第10号 

改正 令和８年３月27日条例第13号 

韮崎市子どもの権利に関する条例 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 子どもの権利の保障（第３条―第７条） 

第３章 子どもの居場所づくり（第８条） 

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進（第９条―第14条） 

第５章 子どもの権利の普及（第15条・第16条） 

第６章 子どもの権利の侵害からの救済（第17条―第24条） 

第７章 施策の推進（第25条） 

第８章 雑則（第26条） 

附則 

子どもは、今を生きる一人の人間として、かけがえのない大切な存在です。そして、可能性に満

ちた未来への希望です。 

全ての子どもは、生まれながらにして幸せに生きる権利を持っています。個別の人格と尊厳を持

ち、人種、性別又は障がいの有無などによって差別されることなく、貧困、病気その他のどのよう

な困難な状況にあっても、命が守られ、幸せに育ち、生きることが保障されます。 

子どもは、社会の一員として一人ひとりの違いを「自分らしさ」として尊重され、自分の考えや

感じたことを自由に表すことができ、また、様々な活動の場に参加することができます。 

子どもの権利を保障するためには、平和で豊かな環境と大人の深い愛情や理解が必要です。子ど

もの意見を聴き、それを尊重することは、子どもの成長と自己肯定感の促進につながります。子ど

もには独自の視点や創造力があり、新しい発見やアイディアを提案することもあります。 

大人は、常に子どもの心情や意見を尊重し、成長や発達に応じて子どもにとって今最も良いこと

は何かを考えながら子どもの育ちを支えます。 

私たち韮崎市民は、子どもにやさしいまちづくりを推進し、子どもの権利条約の精神にのっとり、

子どもたちが豊かな自然に恵まれた環境の中で、人々の深い愛情に包まれ、夢と希望を抱き、次代

を担う大人へと成長していけるよう、まち全体で子どもの育ちを支え、子どもの権利を大切にする

- 2 -



2/8 

ことを宣言し、この条例を制定します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、日本国憲法、児童の権利に関する条約（平成６年条約第２号）及びこども基

本法（令和４年法律第77号）の精神にのっとり、全ての子どもが命を守られ、自分らしく生き、

成長し、及び発達していくことができるよう、子どもの権利を保障するとともに、子どもにやさ

しいまちづくりを推進することを目的とします。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによります。 

(１) 子ども 市内に居住し、在学し、又は在勤する等市内において生活し、活動する18歳未満

の者及びこれらの者と等しく権利を認めることが適当と認める者をいいます。 

(２) 保護者 子どもの親及び里親その他子どもの親に代わり養育する者をいいます。 

(３) 育ち学ぶ施設 次に掲げる施設をいいます。 

ア 児童福祉法（昭和22年法律第164号）に定める児童福祉施設 

イ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成18年法律

第77号）に規定する認定こども園 

ウ 学校教育法（昭和22年法律第26号）に定める学校 

エ アからウまでに掲げるもののほか、子どもが育ち、及び学ぶことを目的として在学し、通

所し、又は入所する施設 

(４) 市民等 次に掲げるものをいいます。 

ア 市内に居住し、在学し、又は在勤する者 

イ 市内に事務所を有する法人その他の団体 

(５) 施設関係者 育ち学ぶ施設の設置者、管理者及び職員をいいます。 

第２章 子どもの権利の保障 

（家庭における権利の保障） 

第３条 保護者は、子どもの権利を理解し、子どもの成長及び発達について第一に責任があること

を認識し、子どもの最善の利益を考えて、その権利を保障しなければなりません。 

２ 保護者は、子どもの意見等に耳を傾け、子どもの年齢、成長及び発達に応じて、子どもの意見

等を尊重するよう努めるものとします。 

３ 保護者は、子どもと共にいる時間を大切にするよう努めるものとします。 
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４ 保護者は、子どもの発達に有害なものから子どもを保護するとともに、子どもがそれを自ら避

けることができるよう、必要な情報を伝えるよう努めるものとします。 

５ 保護者は、子どもの養育に当たり、市その他関係機関に必要な支援を求めることができます。 

（育ち学ぶ施設における権利の保障） 

第４条 施設関係者は、育ち学ぶ施設が子どもの健やかな成長及び発達にとって重要な役割を果た

すことを認識し、子どもの最善の利益を考えて、子どもの権利を保障しなければなりません。 

２ 施設関係者は、子どもの意見等に耳を傾け、子どもの年齢、成長及び発達に応じて、子どもの

意見等を尊重するものとします。 

３ 施設関係者は、育ち学ぶ施設に属し、又は育ち学ぶ施設にいる子どもの教育及び養育に当たり、

市その他関係機関に支援を求めることができます。 

（地域における権利の保障） 

第５条 市民等は、地域の様々な人、自然、文化及び歴史との関わりの中で、地域が子どもにとっ

て大切な場であることを認識し、子どもの最善の利益を考えて、子どもの権利を保障しなければ

なりません。 

２ 市民等は、地域社会を構成する大切な一員である子どもにとって安全で安心な地域の環境をつ

くり、その環境を守るよう努めるものとします。 

３ 市民等は、子どもの意見等に耳を傾け、子どもの年齢、成長及び発達に応じて、子どもの意見

等を尊重するよう努めるものとします。 

４ 市民等は、子どもの権利の保障に関する活動を行うことについて、いつでも市に提案すること

ができます。 

５ 市民等は、子どもに関わることについて市その他関係機関に必要な支援を求めることができま

す。 

（市による権利の保障） 

第６条 市は、子どもの権利を保障するため、子どもの最善の利益を考えて、保護者、施設関係者

及び市民等と協働して、子どもに関する施策を推進しなければなりません。 

２ 市は、子どもの権利を保障し、子どもを支援するため、保護者、施設関係者及び市民等がそれ

ぞれの役割を果たすことができるよう、保健、福祉、医療、教育その他のあらゆる分野において、

必要な支援及び総合調整を図らなければなりません。 

３ 市は、子どもの権利の保障について、国、県その他子どもに関わる関係機関と相互に連携し、

協働しなければなりません。 
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（他者の権利の尊重） 

第７条 子どもは、自分の権利が他者から尊重されることと同じように、他者の権利を尊重するも

のとします。 

第３章 子どもの居場所づくり 

（居場所づくり） 

第８条 市、保護者、施設関係者及び市民等は、子どもが安心して過ごすことができるよう、遊び、

学び、休息等のための居場所づくりに努めるものとします。 

２ 市、保護者、施設関係者及び市民等は、前項に規定する居場所づくりに関し、子どもが参加し、

又は子どもの意見等を聴く機会を設けるとともに、子どもの意見等を尊重するよう努めるものと

します。 

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進 

（子どもの意見等の表明及び参加） 

第９条 市は、子どもに関わる施策又は取組等について、子どもの意見等を反映させるために、子

どもが意見等を表明し、又は参加する機会を設けるものとします。 

２ 市、保護者、施設関係者及び市民等は、子どもが主体的に活動できるよう支援に努めるものと

します。 

（虐待及び体罰の防止） 

第10条 市、保護者、施設関係者及び市民等は、虐待及び体罰だけでなく、子どもの品位を傷つけ

るような言動を行ってはいけません。 

２ 市、保護者、施設関係者及び市民等は、子どもに対する虐待及び体罰の防止並びにそれらの早

期発見に努めなければなりません。 

３ 市及び施設関係者は、虐待及び体罰を受けた子どもを迅速かつ適切に救済するため、関係機関

と連携し、子どもの権利の回復に努めなければなりません。 

４ 市は、虐待を防止するため、保護者がその子どもの養育が困難な状況にある場合は、その状況

について特に配慮した支援を行うものとします。 

（差別、いじめその他の権利の侵害の防止） 

第11条 市、保護者、施設関係者及び市民等は、子どもが人種、性別、障がいその他の子ども若し

くはその家庭の状況を理由としたあらゆる差別及び不利益又はいじめその他の権利の侵害（以下

これらを総称して「いじめその他の権利の侵害」といいます。）を受けることがないようにしな

ければなりません。 
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２ 市、保護者、施設関係者及び市民等は、子どもに対するいじめその他の権利の侵害の防止及び

早期発見に努めなければなりません。 

３ 市、施設関係者及び市民等は、いじめその他の権利の侵害を受けた子どもを迅速かつ適切に救

済するため、関係機関と連携し、子どもの権利の回復に努めなければなりません。 

（貧困の防止） 

第12条 市は、保護者、施設関係者及び市民等と連携して、子どもが安心して健やかに成長し、及

び発達するために、子どもの貧困の防止に取り組むものとします。 

（有害・危険な環境からの保護） 

第13条 市、施設関係者及び市民等は、子どもが家庭や地域社会の中で尊重され、安心して健康的

に生きるため、違法な薬物等の有害又は危険な環境や情報から子どもを守るよう取り組むものと

します。 

２ 市は、前項に規定する取組に関し、子ども、保護者、施設関係者及び市民等に必要な情報を提

供するものとします。 

（子どもの視点に立った情報発信） 

第14条 市は、市政への子どもの意見表明及び参加の促進を図るため、子どもに関わる施策又は取

組等について、子どもが理解を深め、自らの意見等を表明することができるよう、子どもの視点

に立った分かりやすい情報発信に努めるものとします。 

第５章 子どもの権利の普及 

（子どもの権利の普及） 

第15条 市は、子どもの権利並びにこの条例の意義及び内容について周知し、その普及を行うもの

とします。 

（子どもの権利の学習等への支援） 

第16条 市は、子どもが子どもの権利を学ぶ機会を保障し、互いの権利を尊重し合うことができる

よう、必要な支援を行うものとします。 

２ 市は、保護者、施設関係者及び市民等が子どもの権利について学び、理解を深めることができ

るよう、必要な支援を行うものとします。 

第６章 子どもの権利の侵害からの救済 

（相談窓口の設置） 

第17条 市は、子どもの権利に関する相談窓口を設置するとともに、相談、調査、調整その他の活

動に関する相談員を置きます。 
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（韮崎市子どもの権利擁護委員の設置） 

第18条 市は、子どもの権利の侵害に迅速かつ適切に対応し、その権利の回復を支援するため、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、市長及び教育委員会の附属

機関として韮崎市子どもの権利擁護委員（以下「権利擁護委員」といいます。）を置きます。 

２ 権利擁護委員の定数は、３人以内とします。 

３ 権利擁護委員は、次条に規定する権利擁護委員の職務の遂行について利害関係がなく、子ども

の権利に理解が深く、豊かな経験を有する者のうちから、市長及び教育委員会が委嘱します。 

４ 権利擁護委員は、任期を２年とします。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とし

ます。 

５ 権利擁護委員は、再任されることができます。 

（権利擁護委員の職務） 

第19条 権利擁護委員の職務は、次のとおりとします。 

⑴ 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必要な助言及び支援を行うこと。 

⑵ 子どもの権利の侵害に関する救済の申立て又は自己の発意に基づき、事実の調査又は調整を行

うこと。 

⑶ 前号に規定する調査又は調整の結果、権利擁護委員が必要であると認めるときは、市長又は教

育委員会に対し、関係する市の機関以外の者に是正等の措置を講ずるよう要請すること（以下「是

正要請」といいます。）を提言すること。 

⑷ 第２号に規定する調査又は調整の結果、権利擁護委員が必要であると認めるときは、市長及び

教育委員会に対し、関係する市の機関に是正等の措置を講ずることを提言し、又は関係する市の

機関における子どもに関する制度の改善を求めるための意見表明を行うこと。 

（救済の申立て） 

第20条 何人も、次に掲げる子どもの権利の侵害に関する事項について、権利擁護委員に対し救済

の申立てを行うことができます。 

⑴ 市内に居住する子どもに関するもの 

⑵ その他の子どもに関するもの（救済の申立ての原因となった事実が市内で生じたものに限りま

す。） 

（権利擁護委員の役割等） 

第21条 権利擁護委員は、子どもの権利の擁護者として、子どもの意見等を聴き、子どもの最善の

利益を図るよう努めるものとします。 
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２ 権利擁護委員は、子どもの最善の利益を図るために、関係機関等と相互に協力し、及び連携す

るよう努めるものとします。 

（権利擁護委員に対する協力） 

第22条 市及び施設関係者は、権利擁護委員の独立性を尊重し、その活動に協力しなければなりま

せん。 

２ 保護者及び市民等は、権利擁護委員の活動に協力するよう努めるものとします。 

（是正要請等の尊重） 

第23条 市長又は教育委員会は、権利擁護委員から第19条第３号の規定による提言があった場合は、

関係する市の機関以外の者に対する是正要請をするものとします。 

２ 前項に規定する是正要請を受けた者は、これを尊重し、必要な措置を講ずるよう努めるものと

します。 

３ 市長又は教育委員会は、第１項に規定する是正要請を受けた者に対しその是正のために講じた

措置について、報告を求めるものとします。この場合において、市長又は教育委員会は、その内

容について権利擁護委員に報告するものとします。 

４ 市長及び教育委員会は、権利擁護委員から第19条第４号に規定する提言又は意見表明があった

場合は、これらを尊重し、必要な措置を講ずるものとします。 

５ 市長及び教育委員会は、前項の措置について、権利擁護委員に報告するものとします。 

（活動状況の報告） 

第24条 権利擁護委員は、毎年の活動状況等を市長及び教育委員会に報告し、市長は、それらを公

表するものとします。 

第７章 施策の推進 

（推進計画） 

第25条 市は、第６条第１項に規定する子どもに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

推進計画（こども基本法第10条に規定する市町村こども計画のことをいいます。以下この条にお

いて同じ。）を策定します。 

２ 市は、推進計画を策定し、又は変更しようとする場合は、韮崎市子ども・子育て会議条例（平

成25年６月韮崎市条例第33号）に規定する韮崎市子ども・子育て会議（第４項において「子ども・

子育て会議」といいます。）の意見を聴きます。 

３ 市は、推進計画を策定するに当たり、子ども、保護者及び市民等の意見等を反映させるための

措置を講ずるものとします。 

- 8 -



8/8 

４ 市長は、推進計画の実施状況について検証するため、子ども・子育て会議に諮るものとします。 

第８章 雑則 

（委任） 

第26条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定めます。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行します。 

（韮崎市子ども・子育て会議条例の一部改正） 

２ 韮崎市子ども・子育て会議条例（平成25年６月韮崎市条例第33号）の一部を次のように改正し

ます。 

（次のよう略） 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において規則で定める日から施行し

ます。 

（韮崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 韮崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和32年４月韮崎市条

例第11号）の一部を次のように改正する。 

別表第１中 
「 

 

鳥獣被害対策実施隊員 年額 １，０００円 

 

  

」 

を 

「 
 

鳥獣被害対策実施隊員 年額 １，０００円 

子どもの権利擁護委員 日額 １２，０００円 

 

  

 

」 

に改める。 
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（2）韮崎市子どもの権利擁護委員 救済・相談体制について

相談体制
（名称未定） こども子育て課内

R8.10月

課内2担当による こども相談担当、子育て支援担当

電話 平日 8：30-17：15 フリーダイヤル 0120-●●

面談 平日 8：30-17：15
こども子育て課内ほか希望により地域や学校等で面接相談
を実施

オンライン 随時 ZOOM等ミーティング

メール 24H 常時受付 専用アドレス

相談フォーム 24H 常時受付 HP上に専用フォーム（ロゴフォーム）

氏名 所属等 任期

花輪 仁士

弁護士
花輪法律事務所

令和8年8月10日（委嘱式）〜令和10年8月9日

田中 健史朗

臨床心理士
山梨大学教育学部やまなし小学校
教育講座 准教授 令和8年8月10日（委嘱式）〜令和10年8月9日

掛川 亜季

弁護士
元・国立市総合オンブズマン（一
般オンブズマン・子どもの人権オ
ンブズマン）

令和8年8月10日（委嘱式）〜令和10年8月9日

R8.5.1政策会議により『相談窓口及び相談員の必要性は共通認識であるものの、まずは現体制でスタートしてみること』と方向
付けされており、従前の職員配置による対応、既決済み予算による事業の運用を行う。

名称／設置場所

設置日

相談員

権利擁護委員

職員体制

子どもの権利擁護委員
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■韮崎市子どもの権利擁護委員の概要 
 

韮崎市では、令和 7 年４月に、日本国憲法、児童の権利に関する条約及びこども基本法の精神にのっとり、
全ての子どもが命を守られ、自分らしく生き、成長し、及び発達していくことができるよう、子どもの権利を
保障するとともに、子どもにやさしいまちづくりを推進することを目的とし、「韮崎市子どもの権利に関する
条例」を制定しました。 
 この条例では、子どもの権利が侵害されている場合、あるいは侵害されたと見なされている場合の相談・救
済に関して規定しており、子どもをいじめや暴力等の権利の侵害から守るため、行政からの独立性が確保され
た新たな機関として「韮崎市子どもの権利擁護委員」の設置を規定しています。  
 権利擁護委員は、公平・中立的な立場で、家庭・学校・地域社会などさまざまな場面において、いじめや暴
力などの子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、子どもの権利の侵害を救済するとともに、子どもが自らの
力で次のステップを踏めるよう、関係者と協力して子どもに対して支援するよう取り組みます。 
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■既存の相談体制について 

 
韮崎市こども計画に基づき、子どもに関する次のような主な施策を実施しています。 
 

基本目標 1 子どもの権利を守り、健やかな育ちを支える 

・児童虐待防止ネットワーク及び相談体制の強化・充実 
・スクールカウンセラーの活用 
・学校や児童相談所等との連携 
・教育支援センター（かがやき教室）による教育相談 
・家庭児童相談員の配置 
 

基本目標 3 子どもを安心して産み、育てられる環境を整備する 

・乳児家庭全戸訪問 
・にこにこ子育て相談 
・乳幼児健診時相談、個別保健指導 
・利用者支援事業（子育て支援センター・保健福祉センター） 
・こども家庭センターの設置 
・身近な地域子育て相談機関の整備 
・母子栄養相談、食育指導 
・歯科相談 
・地域子育て支援拠点事業（にら☆ちびの管理運営） 
・妊婦等包括相談支援事業 
 

基本目標 4 支援が必要な子ども・若者や家庭に寄り添いサポートする 

・相談時における生活状況の把握 
・生活困窮者自立相談支援事業 
・ひとり親家庭等の自立支援の推進 
・発達相談、言語相談、心理相談 
・保育所等巡回相談、公認心理士巡回 
 
 このような既存の相談体制に、子どもにとって身近な機関として、子どもの立場に寄り添った相談体制の推
進と、子ども自身の権利の侵害を救済する子どもの権利擁護委員を加えることにより、安心して相談できる体
制の充実に努めていきます。 
 さらに、子どもが安心して相談できようにするため、子どもへの周知・啓発活動や、子どもの相談しやすい
時間帯の検討など環境整備を図り、子どもが安心して相談できる体制の整備に努めています。 
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■子どもの権利擁護委員の主な活動内容 

 
「韮崎市子どもの権利に関する条例」第 18 条第 1 項において、子どもの権利の侵害に迅速かつ適切に対応

し、その権利の回復を支援するため、地方自治法の規定に基づき、市長及び教育委員会の附属機関として韮崎
市子どもの権利擁護委員を置くとしています。 

また、第 19 条第１項各号により、子どもの権利侵害についての相談や救済の申立てを受けた場合、または
必要に応じて自らの判断で、子どもの権利の救済及び回復に向け、次のことを行います。 
 
⑴ 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必要な助言及び支援を行うこと。 
⑵ 子どもの権利の侵害に関する救済の申立て又は自己の発意に基づき、事実の調査又は調整を行うこと。 
⑶ 調査又は調整の結果、必要であると認めるときは、市長又は教育委員会に対し、関係する市の機関以外の
者に是正等の措置を講ずるよう要請することを提言すること。 
⑷ 調査又は調整の結果、必要であると認めるときは、市長及び教育委員会に対し、関係する市の機関に是正
等の措置を講ずることを提言し、又は関係する市の機関における子どもに関する制度の改善を求めるための意
見表明を行うこと。 
 
 また、条例第 21 条各項においても、子どもの権利の擁護者として、子どもの意見等を聴き、子どもの最善
の利益を図るよう努め、最善の利益を図るために関係機関等と相互に協力し、連携するよう努めるものとされ
ています。 
 

救済機関の活動内容（組織イメージ）は次ページのとおりです。 
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■相談者・申立者 

 
子ども本人や、子どもに関わりのある方（保護者、親族、教職員、施設職員、地域の方等）から、市内に居住
する子どもに関するもの、その他の子どもに関しするもの（救済の申立ての事実が市内で生じたものに限りま
す。）の相談又は申立てを受け付けます。 
 

■相談・申立ての方法 

 
相談の手段は、電話、面談、オンライン、メール、相談フォーム等によるものとします。 
救済を必要とする申立ての方法は、申立書の提出又は上記手段による口頭等とします。 
 

■相談先及び相談体制 

 
相談はこども子育て課内、子どもの権利相談室（名称未定）で行います。 
ミアキスや子ども食堂等、既に子どもたちの相談を受けている機関と連携し、子どもたちの声を聴く体制を作
っていきます。 
以下の相談方法により対応し、受け付けた相談は権利擁護委員への共有（送達）を行います。 
相談は記録用紙に記録します。 
申立ては、別紙「申立てフロー」のとおり対応します。 
 
・相談時間：平日の午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分 
・相談場所：韮崎市役所 1 階 こども子育て課内、子どもの権利相談室（名称決定）  
・相談方法：フリーダイヤル（予定）、面談（対面・オンライン）、メール・相談フォーム 
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相談（申立て以外）から回答までの流れ

相談 

➀ 受付 ② 内容精査 ➂ 相談実施 ➀ 受付 ② 内容精査 ➂ 相談実施

電話 〇 〇 〇 〇 〇

面談
（対面・zoom等）

〇 〇 〇 〇 〇

メール・
相談フォーム

〇 〇 〇 〇

権利擁護委員

⑤ 相談案件への回答の作成

※送付された相談に対しては、⑤ 回答の作成 ⑥ 各相談に対する返信を
権利擁護委員がそれぞれ行う。
※権利擁護委員間の相談は任意。

子育て支援担当
（事務）

こども相談担当
（保健師・社会福祉士・家庭児童相談員）

⑦
回
答
を
相
談
者
へ

相
談
員

（
庁
内
）

※④ 受け付けた相談は全て擁護
委員への送達を行う。

⑥ 個別
返信

④ 一斉
送達

⑦
回
答
を
相
談
者

連携・共有当事者
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【当事者からの申立て】 申立て受理後、担当権利擁護委員を決定する権利擁護委員会議開
催し、 ケースに応じて対応方針答を決定する。

申立てから調査終了までの流れ

相談員 相手方当事者 権利擁護委員

申立て 申立ての受付
・調整

必要に応じて面談

状況の把握状況報告

書面又は口頭

・立ち入り調査
・説明若しくは文書の提出を要求

調査に関する
指示調査の実施

調査

調査終了
権利擁護委員会議の開催

調整、要請等
方針の決定調査の報告

通知作成指示

是正報告書の
作成

内容確認・
今後の指示

見守り

通知の作成

調査を行わない
旨の通知書

調査中止通知書

申立書 申立記録書

調査実施通知書

調査中止通知書

調査結果通知書 調査結果通知書

要請書
（市の機関以外）

発意

必要に応じて面談
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（3）今年度の主な取組について 
 
◆権利擁護委員 委嘱式 
8/10(月)  
 
◆子どもの権利相談室の名称について小中学校の児童生徒にアンケート依頼 
8/26(水) 
校長会を通じて 
 
◆子どもの権利に関する条例施行規則の制定 
9 月 
主に申立てや調査に関する書式を規定するもの 
 
◆出前講座 
9/8(火) 6 年生対象 
甘利小学校 昨年度は韮崎小学校で実施 
 
◆ワークショップ（トップファンやまなし） 
9/16(水) 5・6 年生対象 
9/30(水) 3・4 年生対象 
甘利児童センター  
 
◆青少年教育研修会（教育委員会主催） 
11/29(日)  
ニコリ 
講師：田中 健史朗権利擁護委員 
 
◆つながるひろがる子育てプロジェクト 
おむつ・防災グッズの配布、地域子どもの居場所づくり 
昨年度に引き続き実施 
 
◆市内幼稚園等のミドルリーダーを対象とした保育の質向上研修 
講師：石山 ゐづ美先生 
 
◆子ども・子育てショート動画コンテスト 
 
◆事業の PR 
広報、SNS 等を通じて実施 
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等

の
フ

ォ
ロ

ー
訪

問

全
出

生
児

・
産

婦
へ

の
家

庭
訪

問
と

継
続

支
援

の
必

要
性

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
フ

ォ
ロ

ー
訪

問
を

実
施

し
ま

す
。
育

児
不

安
や

負
担

感
の

軽
減

を
行

い
、
継

続
的

な
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

つ
い

て
は

、
こ

ど
も

子
育

て
課

と
連

携
し

な
が

ら
児

童
虐

待
の

予
防

を
図

り
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

乳
幼

児
全

戸
訪

問
：
1
1
2

件
（
新

生
児

：
1
9

件
、
未

熟
児

1
件

、
乳

児
9

2
件

）
フ

ォ
ロ

ー
訪

問
：
4

5
件

全
て

の
出

生
児

に
訪

問
を

実
施

で
き

て
い

る
。
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

な
児

に
つ

い
て

は
、
相

談
内

容
に

よ
り

助
産

師
ま

た
は

保
健

師
が

訪
問

し
フ

ォ
ロ

ー
し

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

1
（
2

）
２

児
童

虐
待

防
止

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

相
談

体
制

の
強

化
・
充

実

韮
崎

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

開
催

や
関

係
機

関
の

実
務

者
会

議
を

行
う

な
ど

、
密

な
情

報
交

換
を

し
な

が
ら

虐
待

防
止

や
早

期
発

見
・
対

応
に

つ
な

げ
ま

す
。
ま

た
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
員

の
専

門
性

の
強

化
や

関
係

機
関

の
連

携
強

化
を

図
り

、
相

談
体

制
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

代
表

者
会

議
…

５
月

２
１
日

実
施

。
（
年

１
回

）
実

務
者

会
議

…
５

月
２

９
日

、
８

月
２

１
日

、
１
１
月

６
日

、
２

月
２

６
日

実
施

。
（
年

４
回

）
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

…
ケ

ー
ス

状
況

や
関

係
機

関
か

ら
の

意
見

に
よ

り
実

施
。
（
2

8
回

）
。

近
年

、
全

国
的

に
子

ど
も

へ
の

虐
待

に
関

す
る

相
談

件
数

も
増

加
傾

向
に

あ
り

、
相

談
内

容
も

複
雑

化
し

て
い

る
た

め
、
今

後
も

関
係

機
関

が
連

携
し

児
童

虐
待

防
止

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

-
 
1
9
 
-

（4

）



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

1
（
2

）
３

児
童

虐
待

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

・
活

用

韮
崎

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
監

修
の

も
と

作
成

し
た

子
ど

も
へ

の
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
、
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
、
小

・
中

学
校

等
の

関
係

機
関

へ
配

付
し

、
活

用
を

呼
び

か
け

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
６

月
に

関
係

機
関

へ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
配

布
。

配
布

先
：
小

中
学

校
、
児

童
セ

ン
タ

ー
、
放

課
後

子
ど

も
教

室
、
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

虐
待

と
思

わ
れ

る
事

案
を

把
握

し
た

際
、
ス

ム
ー

ズ
に

対
応

が
な

さ
れ

る
よ

う
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
活

用
を

今
後

も
周

知
し

て
い

く
。

1
（
2

）
４

虐
待

被
害

児
ケ

ア
体

制
の

強
化

及
び

一
時

保
護

施
設

の
確

保

犯
罪

、
い

じ
め

、
児

童
虐

待
等

に
よ

り
被

害
を

受
け

た
子

ど
も

に
対

す
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
や

保
護

者
に

対
す

る
助

言
等

、
学

校
や

児
童

相
談

所
、
医

療
機

関
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
た

き
め

細
か

な
支

援
を

強
化

し
ま

す
。
ま

た
、
Ｄ

Ｖ
等

に
よ

る
被

害
者

の
一

時
保

護
先

と
し

て
、
女

性
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
を

図
り

、
施

設
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

被
虐

待
児

に
対

す
る

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

を
行

う
た

め
、
児

童
相

談
所

と
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
こ

こ
ろ

に
悩

み
を

抱
え

る
子

ど
も

の
た

め
に

公
認

心
理

師
に

よ
る

個
別

支
援

を
事

業
化

し
対

応
し

て
い

る
。

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
や

不
登

校
等

、
個

々
の

抱
え

る
課

題
が

多
様

化
・
複

雑
化

し
て

い
る

た
め

、
今

後
も

関
係

機
関

と
連

携
し

支
援

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

1
（
2

）
５

学
校

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

化

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
効

果
的

に
活

用
し

、
い

じ
め

や
不

登
校

等
の

未
然

防
止

、
早

期
対

応
へ

の
相

談
支

援
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

教
育

課
A

引
き

続
き

、
学

校
と

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
、
連

携
を

図
り

、
い

じ
め

や
不

登
校

等
の

未
然

防
止

、
早

期
対

応
へ

の
相

談
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。

引
き

続
き

、
学

校
と

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
、
連

携
を

図
り

、
い

じ
め

や
不

登
校

等
の

未
然

防
止

、
早

期
対

応
へ

の
相

談
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。

1
（
2

）
６

青
少

年
育

成
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー

心
に

問
題

を
抱

え
る

児
童

・
生

徒
、
不

登
校

の
生

徒
等

の
居

場
所

を
つ

く
り

、
安

心
し

て
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
青

少
年

育
成

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

活
用

し
て

、
心

に
問

題
を

抱
え

る
子

ど
も

及
び

そ
の

家
族

に
対

す
る

相
談

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

教
育

課
A

引
き

続
き

、
青

少
年

育
成

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

活
用

し
て

、
悩

み
を

抱
え

て
い

る
子

ど
も

や
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
て

い
く

。

学
校

、
関

係
機

関
等

と
連

携
を

密
に

す
る

中
で

、
悩

み
を

抱
え

て
い

る
子

ど
も

や
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
て

い
く

。

1
（
2

）
７

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

（
か

が
や

き
教

室
）
に

よ
る

支
援

悩
み

ご
と

や
心

配
ご

と
が

あ
っ

て
学

校
に

行
き

づ
ら

い
小

・
中

学
生

を
対

象
と

し
、
本

人
の

状
況

に
応

じ
て

学
習

や
体

験
活

動
・
教

育
相

談
な

ど
を

行
い

、
学

校
へ

の
復

帰
を

支
援

し
ま

す
。

教
育

課
B

一
人

ひ
と

り
に

合
わ

せ
た

支
援

に
よ

り
、
数

時
間

や
数

日
で

も
学

校
へ

登
校

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
学

校
へ

の
登

校
が

難
し

く
て

も
学

習
意

欲
の

向
上

や
が

見
ら

れ
、
学

校
復

帰
に

向
け

て
一

歩
一

歩
進

む
こ

と
が

で
き

た
。

校
内

支
援

セ
ン

タ
ー

や
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
児

童
生

徒
の

学
校

復
帰

の
た

め
の

支
援

を
引

き
続

き
行

う
。

-
 
2
0
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

1
（
2

）
８

思
春

期
保

健
対

策
事

業

「
命

の
授

業
」
や

総
合

学
習

、
特

別
活

動
等

を
通

し
て

、
命

や
健

康
を

大
切

に
す

る
意

識
や

性
に

関
す

る
正

し
い

知
識

（
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

）
の

普
及

・
啓

発
と

、
喫

煙
・
飲

酒
・
薬

物
等

に
関

す
る

健
全

な
意

識
の

醸
成

を
図

り
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

教
育

課
A

【
健

康
づ

く
り

課
】

自
殺

対
策

事
業

に
お

け
る

若
年

層
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
命

の
授

業
を

行
っ

た
。
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

「
命

を
大

切
に

し
よ

う
と

思
っ

た
」
等

の
感

想
が

み
ら

れ
た

。
助

産
師

会
に

よ
る

命
の

授
業

・
韮

崎
東

中
学

校
：
1
0

月
3

日
（
金

）
　

1
1
0

名
・
韮

崎
西

中
学

校
：
1
0

月
2

8
日

（
火

）
　

8
0

名
保

健
師

に
よ

る
命

の
授

業
・
穂

坂
小

学
校

：
9

月
5

日
（
金

）
　

2
5

名

【
健

康
づ

く
り

課
】

命
の

授
業

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

1
（
2

）
９

受
動

喫
煙

対
策

「
健

康
増

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
た

ば
こ

に
関

す
る

知
識

の
普

及
と

禁
煙

・
受

動
喫

煙
防

止
対

策
と

し
て

、
小

・
中

学
校

に
お

け
る

禁
煙

教
育

の
実

施
や

、
「
世

界
禁

煙
デ

ー
」
「
山

梨
禁

煙
週

間
」
に

お
け

る
啓

発
等

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

教
育

課
A

【
健

康
づ

く
り

課
】

ポ
ス

タ
ー

に
よ

る
啓

発
。
妊

婦
へ

の
禁

煙
指

導
や

、
保

護
者

に
対

し
て

喫
煙

の
リ

ス
ク

を
説

明
し

た
。

【
健

康
づ

く
り

課
】

指
導

を
行

っ
て

も
、
禁

煙
ま

で
結

び
つ

か
な

い
こ

と
が

多
い

。
継

続
し

て
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

1
（
2

）
１
０

家
庭

児
童

相
談

員
設

置
事

業

子
ど

も
や

子
ど

も
を

取
り

巻
く

環
境

に
お

け
る

幅
広

い
問

題
に

対
応

す
る

た
め

、
家

庭
児

童
相

談
員

を
配

置
し

て
、
子

ど
も

及
び

そ
の

家
族

に
対

す
る

相
談

事
業

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、
支

援
が

必
要

と
み

ら
れ

る
子

ど
も

に
関

し
て

は
関

係
機

関
と

連
携

し
、
適

切
な

対
応

に
努

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

子
育

て
に

関
す

る
幅

広
い

相
談

に
対

応
で

き
る

よ
う

有
資

格
者

に
よ

る
家

庭
児

童
相

談
員

を
長

年
配

置
し

て
お

り
、
近

年
、
相

談
件

数
は

増
加

し
て

い
る

。
数

多
く

の
相

談
に

対
応

で
き

る
よ

う
９

月
か

ら
１
名

増
員

し
、
家

庭
に

お
け

る
適

切
な

養
育

や
家

庭
児

童
福

祉
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

今
後

も
相

談
体

制
及

び
支

援
の

充
実

の
た

め
、

家
庭

児
童

相
談

員
の

設
置

を
継

続
し

て
い

く
。

1
（
2

）
１
１

人
権

擁
護

委
員

に
よ

る
相

談

い
じ

め
や

虐
待

等
に

関
す

る
悩

み
に

つ
い

て
、
国

（
法

務
省

）
か

ら
委

嘱
さ

れ
た

人
権

擁
護

委
員

が
相

談
対

応
し

ま
す

。
財

務
政

策
課

A

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

で
年

３
回

、
特

設
人

権
相

談
を

開
設

し
て

お
り

、
6

月
3

日
、
1
0

月
9

日
、

1
2

月
4

日
に

実
施

し
た

。
ま

た
、
市

内
幼

稚
園

や
小

中
学

校
に

訪
問

し
、
人

権
教

室
を

実
施

す
る

こ
と

で
人

権
意

識
の

高
揚

及
び

啓
発

を
行

っ
た

。

人
権

擁
護

委
員

の
な

り
手

不
足

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。

1
（
2

）
１
２

子
ど

も
の

相
談

・
救

済
機

関
の

設
置

検
討

子
ど

も
自

身
か

ら
虐

待
、
い

じ
め

等
、
権

利
侵

害
に

関
す

る
相

談
の

窓
口

を
つ

く
り

、
子

ど
も

の
立

場
に

立
っ

て
助

言
・
支

援
を

行
う

第
三

者
機

関
の

設
置

に
つ

い
て

、
他

の
自

治
体

の
先

進
事

例
等

を
参

考
に

検
討

を
行

い
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
を

行
い

、
救

済
機

関
の

設
置

に
関

す
る

規
定

を
追

加
し

た
。

関
係

機
関

や
関

係
課

と
連

携
を

図
り

、
R

8
年

度
に

運
用

を
開

始
す

る
。

-
 
2
1
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

2
　
子
ど
も
・
若
者
の
声
に

⽿
を
傾
け
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

（
１
）
意
見
表
明
と
参
加
の
促
進

2
（
1
）

１
こ

ど
も

ま
ん

な
か

T
E

E
N

S
カ

イ
ギ

【
再

掲
】

子
ど

も
の

意
見

を
聴

き
、
施

策
へ

の
反

映
の

検
討

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
た

め
、
当

事
者

で
あ

る
子

ど
も

の
意

見
交

換
を

行
う

機
会

を
設

け
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

7
月

2
3

日
(水

)～
9

月
2

1
日

(日
)　

青
少

年
育

成
プ

ラ
ザ

ミ
ア

キ
ス

　
中

高
生

延
2

3
0

名
N

P
O

法
人

河
原

部
社

へ
委

託
し

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、
投

票
の

掲
示

等
を

実
施

当
事

者
で

あ
る

子
ど

も
か

ら
の

意
見

表
明

の
場

と
な

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

。

2
（
1
）

２
中

学
生

議
会

・
高

校
生

議
会

１
２

名
程

度
の

子
ど

も
達

が
、
市

議
会

本
会

議
と

同
様

形
式

に
て

、
市

長
に

対
し

提
案

、
要

望
を

行
い

ま
す

。
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

教
育

課
A

女
性

議
会

：
女

性
議

員
１
０

名
女

性
の

社
会

参
加

へ
の

後
押

し
に

加
え

、
女

性
の

視
点

を
活

か
し

た
質

問
内

容
に

対
し

、
現

状
説

明
や

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

に
関

し
て

議
論

す
る

場
と

な
っ

た
。

女
性

団
体

連
絡

協
議

会
意

見
交

換
の

結
果

、
参

加
者

同
士

の
継

続
的

な
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
に

く
い

こ
と

や
、
参

加
者

の
確

保
が

年
々

難
し

く
な

っ
て

い
る

こ
と

、
ま

た
、
政

治
へ

の
参

画
に

必
ず

し
も

結
び

つ
い

て
い

な
い

こ
と

な
ど

の
課

題
が

あ
る

。
今

後
は

、
議

会
形

式
に

こ
だ

わ
ら

ず
、
見

直
し

を
図

っ
て

く
。

2
（
1
）

３
子

ど
も

・
若

者
と

の
意

見
交

換

市
の

ま
ち

づ
く

り
や

市
政

に
関

す
る

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、
子

ど
も

達
と

の
意

見
交

換
を

実
施

し
、
子

ど
も

達
か

ら
意

見
や

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
し

て
も

ら
い

、
市

の
政

策
に

反
映

す
る

こ
と

を
検

討
し

ま
す

。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
こ

ど
も

子
育

て
課

教
育

課
A

令
和

7
年

4
月

に
意

見
用

紙
を

配
付

す
る

際
に

、
制

度
説

明
を

含
め

周
知

募
集

を
行

っ
た

。
提

案
用

紙
の

配
付

を
通

年
で

き
な

い
た

め
、
広

報
誌

で
の

配
布

は
廃

止
し

、
S

N
S

の
活

用
や

意
見

箱
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

2
（
1
）

４
子

ど
も

の
権

利
に

関
す

る
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
検

討

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

相
談

や
意

見
表

明
に

利
用

で
き

る
電

子
フ

ォ
ー

ム
の

活
用

な
ど

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
C

相
談

や
意

見
の

送
付

の
方

法
に

つ
い

て
は

、
専

用
メ

ー
ル

や
ロ

ゴ
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

送
信

等
を

検
討

す
る

。
R

8
年

度
の

運
用

開
始

を
目

指
す

。

2
（
1
）

５
ニ

ー
ラ

が
あ

な
た

の
夢

や
願

い
を

叶
え

ま
す

事
業

子
ど

も
の

意
見

を
聴

き
、
子

ど
も

の
気

持
ち

に
寄

り
添

え
る

よ
う

観
光

協
会

と
連

携
し

、
事

業
実

施
を

図
り

ま
す

。
商

工
観

光
課

A

①
韮

崎
市

制
祭

メ
イ

ン
ス

テ
ー

ジ
に

て
、
ご

家
族

や
職

場
の

同
僚

の
方

々
の

お
誕

生
日

を
お

祝
い

。
（
幼

児
２

名
、
に

ら
ち

び
ス

タ
ッ

フ
１
名

）

②
日

本
舞

踊
の

教
室

に
通

う
生

徒
さ

ん
か

ら
の

お
願

い
で

、
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

先
生

に
感

謝
の

気
持

ち
を

込
め

た
記

念
の

思
い

出
づ

く
り

。
二

ー
ラ

が
訪

問
し

、
日

本
舞

踊
を

披
露

し
て

頂
い

た
後

、
皆

で
記

念
撮

影
。

③
ク

ラ
フ

ト
角

打
ち

酒
屋

U
R

A
K

U
R

A
店

主
か

ら
の

お
願

い
で

、
お

子
様

連
れ

で
も

気
軽

に
乾

杯
を

楽
し

め
る

１
日

を
企

画
。
X

'm
a
s
シ

ー
ズ

ン
に

合
わ

せ
ビ

ン
ゴ

・
わ

な
げ

な
ど

家
族

連
れ

も
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

。

R
8

年
度

以
降

は
廃

止

-
 
2
2
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

（
２
）
子
育
て
当
事
者
の
意
見
反
映

2
（
2

）
１

ア
ン

ケ
ー

ト
活

用
等

の
検

討

子
ど

も
・
若

者
や

子
育

て
世

帯
の

意
見

反
映

の
た

め
、
様

々
な

機
会

を
通

じ
て

、
電

子
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

活
用

を
図

り
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
こ

ど
も

子
育

て
課

C
相

談
や

意
見

の
送

付
の

方
法

に
つ

い
て

は
、
専

用
メ

ー
ル

や
ロ

ゴ
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

送
信

等
を

検
討

す
る

。
R

8
年

度
の

運
用

開
始

を
目

指
す

。

2
（
2

）
２

学
校

運
営

協
議

会
（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
）

学
校

づ
く

り
に

つ
い

て
、
子

ど
も

達
の

成
長

に
関

わ
る

地
域

や
保

護
者

の
方

と
情

報
や

課
題

を
共

有
し

、
連

携
協

働
し

な
が

ら
取

り
組

む
よ

う
、

小
・
中

学
校

に
設

置
さ

れ
た

学
校

運
営

協
議

会
（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
）
に

お
い

て
必

要
な

支
援

に
関

す
る

協
議

を
行

い
ま

す
。

教
育

課
A

今
後

も
続

け
て

い
く

。
継

続
実

施

３
　
子
ど

も
を
安
心

し
て
産
み

、
育

て
ら
れ

る
環
境
を
整
備

す
る

（
１
）
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

3
（
1
）

１
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

の
啓

発

将
来

の
妊

娠
を

考
え

な
が

ら
女

性
や

カ
ッ

プ
ル

が
自

分
た

ち
の

生
活

や
健

康
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

プ
レ

コ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
ケ

ア
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

命
の

授
業

に
よ

り
、
命

の
大

切
さ

、
尊

さ
と

と
も

に
、
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

に
つ

い
て

普
及

啓
発

を
行

っ
た

。
ま

た
、
乳

が
ん

講
演

会
を

行
い

、
ブ

レ
ス

ト
ア

ウ
ェ

ア
ネ

ス
に

つ
い

て
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

助
産

師
会

に
よ

る
命

の
授

業
・
韮

崎
東

中
学

校
：
1
0

月
3

日
（
金

）
　

1
1
0

名
・
韮

崎
西

中
学

校
：
1
0

月
2

8
日

（
火

）
　

8
0

名
保

健
師

に
よ

る
命

の
授

業
・
穂

坂
小

学
校

：
9

月
5

日
（
金

）
　

2
5

名
・
乳

が
ん

講
演

会
：
８

月
３

０
日

（
土

）
２

４
名

命
の

授
業

は
継

続
し

て
行

っ
て

い
く

。
ブ

レ
ス

ト
ア

ウ
ェ

ア
ネ

ス
に

つ
い

て
は

、
乳

幼
児

健
診

の
際

に
チ

ラ
シ

配
布

な
ど

で
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
1
）

２
乳

児
家

庭
全

戸
訪

問
【
再

掲
】

保
健

師
・
助

産
師

に
よ

る
全

出
生

児
と

産
婦

や
支

援
の

必
要

な
妊

婦
へ

の
家

庭
訪

問
を

実
施

し
、
子

育
て

に
関

す
る

相
談

や
情

報
提

供
、
養

育
環

境
の

把
握

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
乳

幼
児

全
戸

訪
問

：
1
1
2

件
（
新

生
児

：
1
9

件
、
未

熟
児

1
件

、
乳

児
9

2
件

）
全

て
の

出
生

児
に

訪
問

を
実

施
で

き
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

３
健

康
診

査
事

業

医
療

機
関

に
お

け
る

妊
婦

一
般

健
康

診
査

（
基

本
検

査
・
追

加
検

査
）
、
妊

婦
歯

科
健

康
診

査
、
産

婦
健

康
診

査
、
乳

児
一

般
健

康
診

査
に

つ
い

て
は

公
費

負
担

を
し

て
い

る
た

め
、
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

や
パ

パ
マ

マ
学

級
、
出

生
児

家
庭

訪
問

時
に

健
康

診
査

の
重

要
性

に
つ

い
て

指
導

し
、
受

診
勧

奨
し

て
い

き
ま

す
。
乳

幼
児

健
康

診
査

・
教

室
の

際
に

は
、
保

護
者

に
総

合
健

診
の

周
知

と
受

診
勧

奨
を

行
い

ま
す

。

健
康

づ
く

り
課

A

4
か

月
児

健
診

（
1
2

0
名

）
、
1
歳

6
か

月
児

健
診

（
1
2

3
名

）
３

歳
児

健
診

（
1
6

3
名

）
令

和
8

年
度

か
ら

の
乳

幼
児

健
診

の
実

施
時

期
を

4
か

月
、
1
歳

6
か

月
、
3

歳
6

か
月

、
5

歳
と

し
た

。
5

歳
児

健
診

が
実

施
で

き
る

よ
う

に
関

係
者

に
声

を
か

け
、
検

討
会

を
重

ね
、
実

施
で

き
る

態
勢

を
と

と
の

え
た

。
乳

幼
児

健
診

で
メ

タ
ボ

に
つ

い
て

の
チ

ラ
シ

を
配

り
、
特

定
健

診
の

受
診

勧
奨

を
行

っ
た

。

5
歳

児
健

診
の

ス
ム

ー
ズ

な
実

施
。

今
後

も
継

続
し

て
、
健

診
の

周
知

勧
奨

を
行

っ
て

い
く

。

-
 
2
3
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

４
母

子
健

康
教

育
事

業

妊
娠

期
か

ら
の

知
識

の
普

及
を

継
続

的
に

行
い

、
育

児
不

安
の

解
消

、
虐

待
等

の
予

防
や

子
育

て
支

援
の

充
実

を
図

る
た

め
、
各

種
健

康
教

育
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
７

か
月

児
す

く
す

く
教

室
：
年

1
2

回
　

1
2

8
名

2
歳

3
か

月
児

の
び

の
び

教
室

：
年

1
1
回

　
参

加
者

1
3

8
名

引
き

続
き

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

５
母

子
健

康
診

査
事

業

医
療

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、
妊

産
婦

健
診

の
受

診
状

況
を

把
握

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、
母

子
の

健
康

状
態

を
把

握
し

、
関

係
機

関
等

と
の

情
報

共
有

を
行

い
、
適

切
な

支
援

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
、

乳
幼

児
健

診
を

行
い

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

妊
婦

健
診

（
基

本
分

）
：
延

べ
受

診
者

数
1
,4

5
8

人
妊

婦
健

診
（
追

加
分

）
：
延

べ
受

診
者

数
6

4
7

人
産

婦
健

診
：
延

べ
受

診
者

数
2

0
5

人
妊

婦
歯

科
健

診
：
延

べ
受

診
者

数
5

5
妊

新
生

児
聴

覚
検

査
：
延

べ
受

診
者

数
1
1
8

人
乳

児
健

診
：
延

べ
受

診
者

数
1
7

9
人

4
か

月
児

健
診

：
年

1
1
回

　
1
2

0
人

1
歳

6
か

月
児

健
診

：
年

1
0

回
　

1
2

3
人

3
歳

児
健

診
：
年

1
2

回
　

1
6

3
人

個
別

健
診

：
乳

児
の

健
診

の
う

ち
１
回

は
１
か

月
健

診
時

の
助

成
へ

変
更

す
る

。
そ

れ
以

外
は

引
き

続
き

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

６
妊

娠
出

産
包

括
支

援
事

業
（
産

後
ケ

ア
）

育
児

の
不

安
や

負
担

感
を

有
す

る
産

後
４

か
月

ま
で

の
母

親
と

そ
の

乳
児

の
宿

泊
型

支
援

の
経

済
支

援
を

行
い

、
母

体
の

休
養

及
び

体
力

の
回

復
、
母

乳
ケ

ア
、
乳

児
ケ

ア
の

実
施

を
図

り
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

〈
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

型
〉

利
用

申
請

者
数

：
1
7

名
利

用
実

人
数

：
1
2

名
利

用
泊

数
：
3

2
泊

令
和

8
年

度
か

ら
新

た
に

市
内

2
事

業
所

に
産

後
ケ

ア
事

業
（
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

）
を

委
託

し
、
身

近
な

場
所

で
産

後
ケ

ア
の

実
施

を
開

始
し

た
。

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
型

は
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

3
（
1
）

７
予

防
接

種
出

生
児

に
は

予
防

接
種

手
帳

を
交

付
し

、
小

児
感

染
症

の
蔓

延
防

止
の

た
め

の
予

防
接

種
勧

奨
を

行
い

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

出
生

月
翌

月
末

に
対

象
者

に
送

付
予

防
接

種
手

帳
送

付
数

：
1
1
7

件
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

3
（
1
）

８
に

こ
に

こ
子

育
て

相
談

・
各

種
相

談

子
ど

も
と

両
親

を
取

り
巻

く
各

種
機

関
が

連
携

を
図

り
、
き

め
細

や
か

な
母

子
支

援
を

行
い

、
妊

娠
・
出

産
・
子

育
て

の
不

安
解

消
に

努
め

ま
す

。
保

健
師

・
助

産
師

・
管

理
栄

養
士

に
よ

る
妊

娠
中

の
悩

み
や

育
児

に
関

す
る

相
談

、
専

門
職

に
よ

る
言

語
・
心

理
・
療

育
(
発

達
）
の

相
談

を
行

い
、
そ

れ
ぞ

れ
の

子
ど

も
に

あ
っ

た
子

育
て

の
方

法
に

つ
い

て
両

親
と

と
も

に
考

え
て

い
き

ま
す

。
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

や
関

係
機

関
等

と
連

携
し

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
知

識
の

提
供

や
相

談
、
親

同
士

の
交

流
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

に
こ

に
こ

子
育

て
相

談
：
年

2
4

回
実

施
　

実
5

9
名

利
用

こ
ね

く
と

～
発

達
相

談
～

：
年

3
4

回
実

施
　

延
1
2

6
名

利
用

言
語

相
談

：
年

1
6

回
実

施
　

延
5

2
名

利
用

心
理

相
談

：
年

5
回

実
施

　
延

9
名

利
用

専
門

職
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
と

に
就

学
相

談
や

医
療

受
診

に
繋

げ
た

り
、
保

護
者

の
育

児
の

悩
み

の
解

決
を

支
援

し
た

。

R
8

年
度

よ
り

5
歳

児
健

診
が

始
ま

る
た

め
、
各

相
談

の
実

施
回

数
の

調
整

を
行

う
。

-
 
2
4
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

９
乳

幼
児

健
康

診
査

・
育

児
相

談

乳
幼

児
健

康
診

査
（
4

か
月

児
、
１

歳
６

か
月

児
、
３

歳
児

）
や

毎
月

実
施

し
て

い
る

に
こ

に
こ

子
育

て
相

談
等

に
お

い
て

保
健

師
等

に
よ

る
個

別
保

健
指

導
・
相

談
を

行
い

、
母

子
の

健
康

維
持

に
努

め
ま

す
。
市

広
報

・
健

康
カ

レ
ン

ダ
ー

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
ア

プ
リ

等
を

通
じ

て
周

知
し

ま
す

。
乳

幼
児

健
康

診
査

未
受

診
者

へ
は

個
別

連
絡

や
家

庭
訪

問
等

に
よ

り
、
受

診
勧

奨
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、
医

療
機

関
に

お
け

る
乳

児
一

般
健

康
診

査
は

公
費

負
担

を
行

っ
て

い
る

た
め

、
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

や
パ

パ
マ

マ
学

級
、
出

生
児

家
庭

訪
問

時
に

受
診

勧
奨

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
4

か
月

児
健

診
（
受

診
率

1
0

4
.3

％
）
、
1
歳

6
か

月
児

健
診

（
受

診
率

9
4

.6
％

）
、
3

歳
児

健
診

（
受

診
率

9
8

.2
％

）
で

あ
っ

た
。
未

受
診

児
に

つ
い

て
は

、
翌

月
以

降
に

受
診

し
て

も
ら

う
よ

う
に

電
話

、
訪

問
等

で
受

診
勧

奨
を

行
い

、
受

診
で

き
て

い
る

。

引
き

続
き

実
施

し
て

い
く

。
子

育
て

ア
プ

リ
の

配
信

は
R

7
年

度
末

で
終

了
。

3
（
1
）

１
０

パ
パ

マ
マ

学
級

・
マ

マ
の

た
め

の
と

と
の

う
(整

う
)ル

ー
ム

・
乳

幼
児

健
康

教
室

両
親

が
新

生
児

の
特

徴
や

こ
れ

か
ら

の
子

育
て

に
つ

い
て

学
習

で
き

る
よ

う
、
助

産
師

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
パ

パ
マ

マ
学

級
を

開
催

し
ま

す
。
ま

た
、
産

後
う

つ
予

防
と

子
育

て
中

の
仲

間
づ

く
り

の
た

め
、
マ

マ
の

た
め

と
と

の
う

（
整

う
）
ル

ー
ム

を
開

催
し

ま
す

。
７

か
月

児
を

対
象

と
し

た
す

く
す

く
教

室
で

は
、
管

理
栄

養
士

よ
り

離
乳

食
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

試
食

を
行

い
、
2

歳
3

か
月

児
を

対
象

と
し

た
の

び
の

び
教

室
で

は
、
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
個

別
歯

科
相

談
を

実
施

し
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

パ
パ

マ
マ

学
級

：
年

４
コ

ー
ス

1
2

回
実

施
　

延
べ

1
3

1
人

マ
マ

の
た

め
の

と
と

の
う

ル
ー

ム
：
年

1
2

回
実

施
　

延
べ

9
7

人
7

か
月

児
す

く
す

く
教

室
：
年

1
2

回
実

施
　

延
べ

1
2

8
人

２
歳

3
か

月
児

の
び

の
び

教
室

：
年

1
1
回

実
施

　
延

べ
1
3

8
人

パ
パ

マ
マ

学
級

を
プ

レ
フ

ァ
ミ

リ
ー

教
室

、
マ

マ
の

た
め

の
と

と
の

う
ル

ー
ム

を
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
教

室
へ

内
容

を
変

更
し

実
施

す
る

。
す

く
す

く
教

室
は

７
か

月
児

か
ら

８
か

月
児

に
変

更
し

実
施

す
る

。

3
（
1
）

１
１

多
胎

児
保

護
者

へ
の

支
援

多
胎

児
の

保
護

者
が

同
じ

境
遇

で
育

児
を

す
る

仲
間

と
話

を
す

る
「
多

胎
ち

ゃ
ん

パ
パ

マ
マ

の
会

」
を

不
定

期
開

催
す

る
ほ

か
、
国

民
年

金
の

第
１

号
被

保
険

者
が

出
産

し
た

場
合

の
保

険
料

免
除

（
出

産
月

の
3

か
月

前
か

ら
翌

々
月

ま
で

の
６

か
月

間
）
や

、
保

育
所

等
の

利
用

認
定

（
産

前
４

か
月

か
ら

入
所

が
可

能
）
な

ど
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
市

民
生

活
課

A

【
こ

ど
も

子
育

て
課

】
「
多

胎
ち

ゃ
ん

パ
パ

マ
マ

の
会

」
　

に
ら

ち
び

で
3

ヶ
月

に
一

度
開

催
参

加
者

：
5

月
3

組
・
8

月
1
組

・
1
1
月

2
組

　
次

回
2

月
多

胎
児

保
護

者
の

貴
重

な
交

流
の

場
と

な
っ

て
お

り
、

保
育

所
の

利
用

認
定

に
つ

い
て

も
、
産

前
4

か
月

か
ら

の
入

所
を

可
能

と
す

る
運

用
を

継
続

す
る

こ
と

で
多

胎
児

保
護

者
へ

の
継

続
的

な
支

援
を

実
施

し
た

。

【
市

民
生

活
課

】
国

民
年

金
の

第
1
号

被
保

険
者

が
多

胎
妊

娠
し

た
場

合
の

保
険

料
免

除
（
出

産
月

の
3

カ
月

前
か

ら
6

カ
月

間
）
の

相
談

や
案

内
を

実
施

し
た

。

今
後

も
継

続
実

施
し

て
い

く
。

令
和

8
年

1
0

月
か

ら
始

ま
る

国
民

年
金

第
1
号

被
保

険
者

の
保

険
料

の
育

児
免

除
制

度
（
子

ど
も

が
1
際

に
な

る
ま

で
の

期
間

）
に

つ
い

て
相

談
・
案

内
も

併
せ

て
対

応
す

る
。

3
（
1
）

１
２

利
用

者
支

援
事

業
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
子

育
て

に
関

す
る

各
種

相
談

を
実

施
し

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A

【
こ

ど
も

子
育

て
課

】
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
産

前
産

後
の

母
の

ス
ト

レ
ス

や
、
子

ど
も

の
発

達
、
家

族
関

係
に

関
す

る
相

談
等

の
応

じ
て

い
る

。

【
健

康
づ

く
り

課
】

乳
幼

児
健

康
診

査
、
教

室
や

、
に

こ
に

こ
子

育
て

相
談

に
て

助
産

師
や

管
理

栄
養

士
、
歯

科
衛

生
士

、
保

健
師

等
が

個
別

に
相

談
に

応
じ

て
い

る
。

引
き

続
き

継
続

し
て

い
く

。

3
（
1
）

１
３

子
育

て
世

帯
訪

問
支

援
事

業

家
事

・
育

児
等

に
対

し
て

不
安

又
は

負
担

を
抱

え
る

子
育

て
家

庭
・

妊
産

婦
・
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

等
が

い
る

家
庭

の
福

祉
の

向
上

に
努

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

家
事

・
育

児
等

に
対

し
て

不
安

又
は

負
担

を
抱

え
る

子
育

て
家

庭
・
妊

産
婦

・
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

等
の

家
庭

に
訪

問
支

援
員

が
訪

問
し

て
、
家

事
・
育

児
支

援
や

相
談

・
傾

聴
を

実
施

し
た

。
R

7
年

度
訪

問
件

数
：
4

8
件

引
き

続
き

継
続

し
て

い
く

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

１
４

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
置

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
（
児

童
福

祉
）
の

設
立

の
意

義
や

機
能

は
維

持
し

た
う

え
で

組
織

を
見

直
し

、
す

べ
て

の
妊

産
婦

・
子

育
て

世
帯

・
子

ど
も

へ
一

体
的

に
相

談
支

援
を

行
う

機
能

を
有

す
る

「
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、
乳

幼
児

期
に

お
け

る
「
育

ち
」
を

切
れ

目
な

く
保

障
し

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
健

康
づ

く
り

課
A

令
和

７
年

４
月

：
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

開
設

（
母

子
保

健
機

能
：
健

康
づ

く
り

課
保

健
指

導
担

当
、
児

童
福

祉
機

能
：
こ

ど
も

子
育

て
課

こ
ど

も
相

談
担

当
）

・
母

子
ケ

ー
ス

会
議

：
月

１
回

（
年

１
２

回
）

・
児

童
福

祉
会

議
：
月

１
回

（
年

１
２

回
）

引
き

続
き

、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
1
）

１
５

地
域

子
育

て
相

談
機

関

相
談

の
敷

居
が

低
い

身
近

な
相

談
機

関
と

し
て

、
子

育
て

世
帯

と
の

接
点

を
増

や
し

、
子

育
て

支
援

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
や

、
相

談
・
支

援
へ

の
つ

な
ぎ

を
行

う
「
地

域
子

育
て

相
談

機
関

」
を

整
備

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

韮
崎

市
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

「
に

ら
ち

び
」
を

「
地

域
子

育
て

相
談

機
関

」
に

指
定

し
、
「
に

ら
ち

び
子

育
て

相
談

室
」
と

し
て

運
営

を
実

施
。
各

専
門

の
相

談
員

を
配

置
し

て
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。

市
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ほ

か
、
令

和
８

年
度

か
ら

市
立

す
ず

ら
ん

保
育

園
内

に
開

設
し

、
国

が
示

す
中

学
校

区
に

1
箇

所
と

い
う

目
安

を
満

た
し

て
い

る
。

3
（
1
）

１
６

小
児

救
急

医
療

体
制

及
び

急
病

時
の

対
応

の
啓

発
等

新
生

児
訪

問
や

乳
幼

児
健

康
診

査
・
各

種
教

室
等

で
の

情
報

提
供

や
、
子

育
て

ア
プ

リ
で

の
案

内
、
子

育
て

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
配

布
を

通
し

て
、
急

病
時

等
の

対
応

や
「
小

児
救

急
電

話
相

談
＃

8
0

0
0

」
等

の
小

児
救

急
医

療
体

制
に

つ
い

て
、
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
山

梨
県

小
児

救
急

の
チ

ラ
シ

を
乳

児
全

戸
訪

問
に

て
配

布
し

、
普

及
啓

発
を

実
施

し
て

い
る

。
乳

幼
児

健
診

・
教

室
で

も
救

急
対

応
と

し
て

集
団

指
導

し
て

い
る

。
子

育
て

ア
プ

リ
の

配
信

は
R

7
年

度
末

で
終

了
。

そ
れ

以
外

の
機

会
に

継
続

し
て

実
施

予
定

。

3
（
1
）

１
７

母
子

栄
養

相
談

・
食

育
指

導

「
韮

崎
市

健
康

増
進

計
画

・
食

育
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
パ

パ
マ

マ
学

級
や

乳
幼

児
健

康
診

査
、
子

育
て

相
談

等
に

お
い

て
、
母

子
の

栄
養

相
談

・
食

育
指

導
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

に
こ

に
こ

子
育

て
相

談
（
栄

養
相

談
）
：
月

2
回

　
延

2
0

名
パ

パ
マ

マ
学

級
（
栄

養
指

導
）
：
年

3
回

　
実

3
2

名
4

か
月

児
健

診
：
年

1
回

　
1
2

0
名

7
か

月
児

す
く

す
く

教
室

：
年

1
2

回
　

1
2

8
名

1
歳

6
か

月
児

健
診

：
年

1
0

回
　

1
2

3
名

3
歳

児
健

診
：
年

1
2

回
　

1
6

3
名

令
和

8
年

度
か

ら
、
パ

パ
マ

マ
学

級
を

プ
レ

フ
ァ

ミ
リ

ー
教

室
へ

内
容

を
変

更
し

実
施

。
令

和
8

年
度

は
、
プ

レ
フ

ァ
ミ

リ
ー

教
室

の
参

加
者

に
栄

養
指

導
を

す
る

の
で

は
な

く
、
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

時
に

個
別

に
栄

養
指

導
を

実
施

。

3
（
1
）

１
８

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
事

業
（
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

事
業

）

地
域

子
育

て
の

中
核

と
し

て
、
子

育
て

支
援

の
拠

点
及

び
憩

い
の

場
を

提
供

し
ま

す
。
子

育
て

に
関

す
る

相
談

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
し

、
子

育
て

世
帯

の
支

援
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、
よ

り
良

い
環

境
の

整
備

に
向

け
、
施

設
設

備
の

新
設

・
更

新
や

備
品

の
購

入
等

を
検

討
し

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

子
育

て
支

援
の

拠
点

と
し

て
各

種
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、
子

育
て

世
帯

の
支

援
を

実
施

し
た

R
7

年
度

は
過

去
最

多
と

な
る

3
2

,3
7

9
名

の
利

用
者

数
と

な
り

、
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

と
し

て
認

知
度

が
高

ま
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
の

処
遇

改
善

や
、

事
業

の
統

合
や

見
直

し
に

つ
い

て
議

論
を

進
め

る
。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

１
９

子
育

て
講

座
の

開
催

子
育

て
講

座
な

ど
を

開
催

し
、
子

育
て

に
つ

い
て

の
正

し
い

知
識

の
修

得
、
子

育
て

家
庭

の
養

育
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
管

理
栄

養
士

・
助

産
師

等
を

講
師

と
し

た
学

習
会

や
、
同

じ
境

遇
の

方
を

対
象

と
し

た
交

流
の

機
会

を
設

け
、
子

育
て

の
悩

み
や

体
験

談
な

ど
を

話
し

合
い

、
不

安
の

解
消

に
つ

な
が

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

健
康

づ
く

り
課

こ
ど

も
子

育
て

課
A

パ
パ

マ
マ

学
級

：
年

４
コ

ー
ス

1
2

回
　

延
1
3

1
人

マ
マ

の
た

め
の

と
と

の
う

ル
ー

ム
：
年

1
2

回
　

延
9

7
人

7
か

月
児

す
く

す
く

教
室

：
年

1
2

回
　

1
2

8
人

２
歳

3
か

月
児

の
び

の
び

教
室

：
年

1
1
回

　
1
3

8
人

令
和

8
年

度
か

ら
、
パ

パ
マ

マ
学

級
を

プ
レ

フ
ァ

ミ
リ

ー
教

室
、
マ

マ
の

た
め

の
と

と
の

う
ル

ー
ム

を
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
教

室
へ

内
容

を
変

更
し

実
施

す
る

。

3
（
1
）

２
０

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
、
セ

カ
ン

ド
ブ

ッ
ク

事
業

７
か

月
児

の
す

く
す

く
教

室
及

び
３

歳
児

健
康

診
査

に
お

い
て

、
図

書
館

司
書

に
よ

る
読

み
聞

か
せ

や
絵

本
の

配
布

を
行

い
、
絵

本
の

大
切

さ
や

絵
本

を
通

じ
て

親
子

で
触

れ
合

う
き

っ
か

け
づ

く
り

に
つ

い
て

伝
え

て
い

き
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

教
育

課
A

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
（
7

か
月

児
す

く
す

く
教

室
：
年

1
2

回
　

1
2

8
人

セ
カ

ン
ド

ブ
ッ

ク
事

業
（
3

歳
児

健
診

：
年

1
2

回
　

1
6

3
人

）
各

事
業

で
絵

本
を

１
冊

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

、
図

書
館

司
書

に
よ

る
読

み
聞

か
せ

を
実

施
し

た
。

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
は

今
後

も
継

続
。
セ

カ
ン

ド
ブ

ッ
ク

事
業

に
つ

い
て

は
R

7
年

度
で

終
了

。

3
（
1
）

２
１

絵
本

読
み

聞
か

せ
教

室

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
や

保
育

所
等

に
お

い
て

、
図

書
館

司
書

に
よ

る
絵

本
な

ど
の

読
み

聞
か

せ
を

定
期

的
に

実
施

し
、
親

子
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
を

提
供

し
ま

す
。

教
育

課
A

保
健

セ
ン

タ
ー

で
の

生
後

8
か

月
の

乳
幼

児
を

対
象

と
し

た
す

く
す

く
教

室
で

の
読

み
聞

か
せ

の
ほ

か
、
幼

児
か

ら
小

学
生

を
対

象
と

し
た

お
は

な
し

会
・
折

り
紙

教
室

、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

図
書

館
司

書
シ

ア
タ

ー
の

開
催

な
ど

、
乳

幼
児

期
か

ら
本

に
触

れ
、
親

子
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

深
め

る
各

種
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

２
２

食
育

の
推

進

「
韮

崎
市

健
康

増
進

計
画

・
食

育
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
乳

幼
児

期
・
学

童
期

・
思

春
期

等
の

各
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
あ

わ
せ

て
、
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
食

事
や

共
食

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

健
康

づ
く

り
課

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

A

乳
幼

児
健

康
診

査
、
教

室
を

通
し

て
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
食

事
や

共
食

に
つ

い
て

集
団

指
導

を
実

施
し

て
い

る
。

公
立

保
育

園
で

給
食

だ
よ

り
の

発
行

や
園

内
食

育
活

動
を

通
し

て
、
乳

幼
児

期
に

お
け

る
食

育
を

推
進

し
て

い
る

。

引
き

続
き

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

２
３

児
童

セ
ン

タ
ー

の
運

営

児
童

の
健

全
な

育
成

が
図

れ
る

よ
う

、
韮

崎
・
北

東
・
北

西
・
甘

利
の

各
児

童
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
学

校
の

放
課

後
等

の
適

切
な

遊
び

と
生

活
の

場
を

提
供

し
ま

す
。
ま

た
、
よ

り
良

い
環

境
の

整
備

に
向

け
、
施

設
設

備
の

新
設

・
更

新
や

備
品

の
購

入
等

を
検

討
し

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

韮
崎

・
北

西
・
甘

利
児

童
セ

ン
タ

ー
の

遊
戯

室
に

エ
ア

コ
ン

を
設

置
し

た
こ

と
で

夏
場

で
も

安
全

に
遊

戯
室

活
動

が
可

能
と

な
っ

た
引

き
続

き
、
よ

り
良

い
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

２
４

放
課

後
子

ど
も

プ
ラ

ン
推

進
事

業

穂
坂

小
学

校
児

童
の

放
課

後
等

に
お

け
る

安
全

及
び

居
場

所
の

確
保

を
図

る
た

め
、
「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
を

開
設

し
ま

す
。

教
育

課
A

穂
坂

小
学

校
在

籍
児

童
の

ほ
と

ん
ど

が
利

用
し

、
放

課
後

の
安

全
及

び
居

場
所

の
確

保
に

取
り

組
み

、
季

節
毎

の
イ

ベ
ン

ト
等

で
も

子
ど

も
の

成
長

・
思

い
出

に
つ

な
が

る
よ

う
な

催
し

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

児
童

の
安

全
及

び
居

場
所

の
確

保
の

た
め

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
を

開
設

す
る

。

3
（
1
）

２
５

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

と
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

連
携

児
童

の
健

全
な

育
成

が
図

れ
る

よ
う

、
韮

崎
・
北

東
・
北

西
・
甘

利
の

各
児

童
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
「
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
」
を

開
設

し
ま

す
。

穂
坂

小
学

校
の

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
と

、
必

要
に

応
じ

て
連

携
を

図
り

、
適

切
な

遊
び

と
生

活
の

場
を

提
供

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

B
「
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
」
「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
に

お
い

て
合

同
会

議
を

実
施

し
て

連
携

強
化

を
実

施
引

き
続

き
、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
1
）

２
６

父
子

健
康

手
帳

（
父

親
の

子
育

て
意

識
の

醸
成

）

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

あ
わ

せ
、
父

親
に

対
し

積
極

的
な

育
児

参
加

を
促

す
た

め
父

子
健

康
手

帳
を

交
付

し
ま

す
。
ま

た
、
パ

パ
マ

マ
学

級
を

通
し

て
、
子

育
て

に
関

す
る

知
識

や
情

報
の

提
供

を
行

い
、
父

親
と

母
親

が
協

力
し

て
育

児
や

家
事

を
行

う
た

め
の

意
識

醸
成

に
努

め
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
父

子
健

康
手

帳
交

付
：
1
2

4
冊

パ
パ

マ
マ

学
級

へ
の

父
親

参
加

：
延

4
4

名

父
子

健
康

手
帳

の
交

付
に

加
え

、
プ

レ
フ

ァ
ミ

リ
ー

教
室

で
の

育
児

知
識

の
普

及
や

父
親

向
け

の
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
教

室
を

実
施

し
て

い
く

。

3
（
1
）

２
７

男
女

共
同

参
画

社
会

づ
く

り
事

業

「
韮

崎
市

男
女

共
同

参
画

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
、
す

べ
て

の
人

が
家

事
・
育

児
に

参
加

で
き

る
よ

う
男

女
共

同
参

画
の

啓
発

及
び

推
進

活
動

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、
様

々
な

分
野

で
の

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
推

進
施

策
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
財

務
政

策
課

A

武
田

の
里

ラ
イ

フ
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
、
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

（
無

意
識

の
偏

見
）
に

関
す

る
講

師
を

招
き

、
多

く
の

市
民

が
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
幅

広
い

層
へ

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

る
。
ま

た
、
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
現

状
の

把
握

に
努

め
た

。
・
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

実
施

（
～

9
/
2

6
）

1
8

歳
以

上
の

1
,0

0
0

人
に

送
付

し
、
5

0
7

人
か

ら
回

答
・
「
無

意
識

の
偏

見
（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

）
を

探
求

し
よ

う
！

」
　

講
師

：
㈱

ア
パ

シ
ョ

ナ
ー

タ
　

代
表

　
パ

ク
・
ス

ッ
ク

チ
ャ

　
氏

今
後

も
広

報
や

啓
発

活
動

を
通

し
て

、
市

民
周

知
度

、
理

解
度

を
高

め
、
全

て
の

人
が

自
分

ら
し

く
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

3
（
1
）

２
８

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ッ

プ
制

度

「
韮

崎
市

男
女

共
同

参
画

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
、
互

い
を

人
生

の
パ

ー
ト

ナ
ー

ま
た

は
フ

ァ
ミ

リ
ー

と
し

て
尊

重
し

、
日

常
生

活
に

お
い

て
相

互
に

支
え

合
う

「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
関

係
」
「
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ッ

プ
関

係
」
の

方
が

、
安

心
し

て
自

分
ら

し
く

暮
ら

し
て

い
け

る
よ

う
、
市

が
で

き
る

限
り

の
応

援
を

し
ま

す
。

財
務

政
策

課
A

窓
口

に
て

、
制

度
の

周
知

を
行

う
な

ど
、
制

度
の

内
容

を
広

く
周

知
し

、
利

用
促

進
に

寄
与

し
た

。
制

度
を

活
用

で
き

る
分

野
を

広
げ

ら
れ

な
い

か
関

係
部

署
と

連
携

し
な

が
ら

検
討

を
行

う
。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

２
９

相
談

体
制

の
周

知
と

充
実

子
育

て
に

関
す

る
各

種
相

談
窓

口
や

支
援

内
容

に
つ

い
て

、
市

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
で

周
知

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の

相
談

者
が

必
要

な
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
連

携
を

図
り

ま
す

。

健
康

づ
く

り
課

こ
ど

も
子

育
て

課
福

祉
課

 教
育

課

A
令

和
７

年
４

月
：
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

開
設

（
母

子
保

健
機

能
：
健

康
づ

く
り

課
保

健
指

導
担

当
、
児

童
福

祉
機

能
：
こ

ど
も

子
育

て
課

こ
ど

も
相

談
担

当
）

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
相

談
窓

口
の

周
知

を
実

施
引

き
続

き
、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
1
）

３
０

子
育

て
応

援
ア

プ
リ

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

あ
る

父
親

や
母

親
が

気
軽

に
活

用
で

き
る

子
育

て
情

報
や

お
知

ら
せ

の
掲

載
、
予

防
接

種
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ラ
ー

な
ど

の
配

信
を

行
い

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
C

R
8

.3
.3

1
　

ア
プ

リ
登

録
数

　
8

0
2

人
プ

ッ
シ

ュ
通

知
・
お

知
ら

せ
通

知
等

を
利

用
し

て
情

報
を

発
信

し
た

。
R

8
.3

.3
1
で

ア
プ

リ
利

用
終

了
。
事

業
廃

止
。

3
（
1
）

３
１

子
育

て
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

1
0

～
2

0
代

を
中

心
と

す
る

若
い

世
代

が
、
市

の
子

育
て

施
策

や
各

種
手

続
き

に
つ

い
て

当
事

者
目

線
で

取
材

を
行

い
、
子

育
て

の
ル

ー
ツ

で
あ

る
ミ

ス
い

し
の

つ
ぼ

や
、
地

域
ぐ

る
み

で
子

育
て

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
る

現
状

等
を

紹
介

す
る

子
育

て
ガ

イ
ド

の
冊

子
を

配
布

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
B

作
成

・
配

布
は

未
実

施
で

あ
る

が
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

電
子

デ
ー

タ
の

公
開

を
行

っ
た

。
R

9
年

度
改

訂
予

定
。

3
（
1
）

３
２

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

情
報

提
供

（
に

ら
さ

き
子

育
て

ガ
イ

ド
、
に

ら
★

ち
び

In
s
ta

g
ra

m
）

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

子
育

て
関

連
情

報
を

「
に

ら
さ

き
子

育
て

ガ
イ

ド
」
と

し
て

ま
と

め
、
届

出
、
健

診
、
手

当
助

成
、
教

育
・
保

育
、
イ

ベ
ン

ト
、
施

設
、
相

談
先

、
医

療
な

ど
の

概
要

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
そ

の
他

、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

In
s
ta

g
ra

m
な

ど
を

通
じ

て
、

常
に

最
新

の
情

報
を

提
供

し
ま

す
。
ま

た
、
移

住
・
定

住
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
刷

新
す

る
際

に
、
「
子

育
て

施
策

」
に

特
化

し
た

ペ
ー

ジ
を

つ
く

り
、
子

育
て

情
報

の
周

知
を

図
り

ま
す

。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
こ

ど
も

子
育

て
課

健
康

づ
く

り
課

B
に

ら
★

ち
び

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

の
P

R
に

お
い

て
は

、
特

に
In

s
ta

g
ra

m
の

投
稿

を
増

加
さ

せ
、
情

報
の

発
信

を
行

っ
た

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
子

育
て

ガ
イ

ド
の

電
子

デ
ー

タ
の

公
開

を
行

っ
た

。

In
s
ta

g
ra

m
が

子
育

て
世

代
の

利
用

が
最

も
多

い
ツ

ー
ル

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
引

き
続

き
活

用
の

拡
大

を
検

討
す

る
。

3
（
1
）

３
３

子
育

て
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

育
成

や
支

援
に

加
え

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
を

情
報

共
有

の
ツ

ー
ル

と
し

て
有

効
に

活
用

し
た

子
育

て
支

援
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
B

利
用

者
支

援
事

業
に

お
け

る
各

種
相

談
、
に

ら
ぐ

る
み

ん
や

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
事

業
な

ど
、
子

育
て

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
寄

与
す

る
事

業
を

実
施

。
In

s
ta

g
ra

m
等

を
活

用
し

情
報

の
発

信
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

S
N

S
を

利
用

し
な

い
方

へ
の

対
応

も
検

討
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
推

進
す

る
。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
1
）

３
４

お
口

の
健

康
フ

ェ
ス

タ
事

業

歯
や

口
腔

の
健

康
づ

く
り

の
啓

発
事

業
と

し
て

、
歯

科
医

師
会

な
ど

の
関

連
機

関
と

連
携

し
、
歯

科
健

診
や

相
談

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

等
を

行
う

「
お

口
の

健
康

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

（
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
改

修
に

伴
う

代
替

事
業

）
歯

科
医

師
会

協
力

に
よ

る
「
口

腔
発

達
研

修
会

」
を

実
施

。
実

施
回

数
：
６

回
実

施
場

所
：
各

園
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
ら

ち
び

、
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
、
藤

井
公

民
館

講
師

：
歯

科
医

師
会

会
長

　
市

川
　

寛
子

氏
対

象
者

：
市

内
保

育
園

・
幼

稚
園

（
保

育
士

・
管

理
栄

養
士

・
栄

養
士

・
調

理
師

等
）
・
歯

科
関

係
者

等
参

加
者

数
：
１
４

１
名

R
８

年
度

は
歯

科
医

師
会

と
連

携
し

て
お

口
の

健
康

フ
ェ

ス
タ

を
実

施
。

（
２
）
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実

3
（
2

）
１

（
保

育
）
事

業
者

等
へ

の
支

援

現
行

の
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

制
度

に
沿

っ
て

事
業

者
が

円
滑

に
事

業
を

提
供

で
き

る
よ

う
、
関

係
構

築
や

体
制

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、
各

施
設

・
事

業
の

類
型

に
従

っ
た

給
付

に
よ

る
財

政
支

援
を

行
い

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
目

ま
ぐ

る
し

く
変

化
す

る
制

度
等

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
事

業
者

の
負

担
感

が
少

な
く

な
る

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、
適

正
な

財
政

支
援

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
事

業
者

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

適
正

な
給

付
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
2

）
２

主
体

的
保

育
の

推
進

子
ど

も
達

が
遊

び
や

行
動

に
つ

い
て

や
り

た
い

こ
と

を
自

分
で

見
つ

け
、
方

法
を

考
え

な
が

ら
達

成
す

る
「
子

ど
も

主
体

の
保

育
」
に

つ
い

て
、
研

究
と

実
践

を
進

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

職
員

が
、
市

内
の

保
育

教
育

施
設

６
園

に
見

学
に

行
っ

た
り

、
各

園
に

お
い

て
も

、
職

員
に

よ
る

研
修

や
研

究
、
実

践
を

進
め

て
い

る
。

主
体

的
保

育
の

実
現

に
向

け
て

研
修

や
研

究
、

実
践

を
推

進
し

て
い

く
。

3
（
2

）
３

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
の

環
境

整
備

子
ど

も
達

の
よ

り
良

い
学

び
や

育
ち

を
支

援
す

る
た

め
、
施

設
設

備
の

新
設

や
更

新
、
備

品
の

購
入

を
検

討
し

環
境

の
整

備
に

努
め

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
整

備
金

を
活

用
し

、
防

犯
対

策
の

た
め

の
メ

ッ
シ

ュ
フ

ェ
ン

ス
を

設
置

し
た

。
（
キ

ヅ
キ

）

子
ど

も
た

ち
が

学
び

育
つ

市
内

施
設

等
が

よ
り

良
い

環
境

を
持

続
し

て
い

け
る

よ
う

、
計

画
的

な
整

備
・
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
2

）
４

乳
児

等
通

園
支

援
事

業
（
こ

ど
も

誰
で

も
通

園
制

度
）

就
労

要
件

を
問

わ
ず

に
月

一
定

時
間

の
枠

内
で

保
育

所
等

を
利

用
で

き
る

「
こ

ど
も

誰
で

も
通

園
制

度
」
に

つ
い

て
、
制

度
の

本
格

実
施

を
見

据
え

、
受

け
皿

と
な

る
環

境
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

事
業

開
始

に
必

要
な

法
令

の
整

備
を

行
っ

た
ほ

か
、
私

立
４

園
(す

み
れ

韮
崎

保
育

園
、
山

梨
英

和
ダ

グ
ラ

ス
こ

ど
も

園
、
韮

崎
カ

ト
リ

ッ
ク

白
百

合
幼

稚
園

、
キ

ヅ
キ

)が
R

8
.4

月
か

ら
実

施
の

意
向

を
示

し
た

た
め

個
別

協
議

を
行

い
事

業
の

認
可

等
を

行
っ

た
。

実
施

事
業

者
と

連
携

を
密

に
し

、
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

る
中

で
適

切
な

事
業

運
営

に
努

め
る

。

-
 
3
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
５

お
む

つ
の

サ
ブ

ス
ク

保
育

施
設

に
お

け
る

紙
お

む
つ

に
つ

い
て

、
お

む
つ

の
サ

ブ
ス

ク
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

し
、
保

護
者

の
負

担
軽

減
と

あ
わ

せ
て

災
害

時
の

利
活

用
も

図
り

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
公

立
２

園
導

入
済

み
利

用
率

　
5

7
.1

％
（
R

8
.7

.1
現

在
）

保
護

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

3
（
2

）
６

延
長

保
育

事
業

保
育

認
定

を
受

け
た

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

、
通

常
の

利
用

日
や

利
用

時
間

以
外

の
時

間
に

つ
い

て
保

育
を

実
施

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

保
護

者
の

就
労

等
に

よ
り

通
常

保
育

時
間

(主
に

短
時

間
認

定
)を

超
え

る
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、
事

業
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
安

心
し

て
就

労
で

き
る

環
境

の
確

保
に

努
め

た
。

（
実

施
施

設
：
市

内
保

育
所

3
か

所
、
認

定
こ

ど
も

園
２

か
所

）

保
護

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

3
（
2

）
７

一
時

預
か

り
事

業

パ
ー

ト
勤

務
、
病

気
、
冠

婚
葬

祭
、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
ほ

か
一

時
的

に
お

子
さ

ん
を

家
庭

で
保

育
で

き
な

い
場

合
に

、
ど

な
た

で
も

ご
利

用
い

た
だ

け
る

一
時

預
か

り
事

業
を

、
保

育
所

と
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A

保
護

者
の

就
労

や
傷

病
、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
等

に
よ

る
一

時
的

な
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、
実

施
施

設
に

お
い

て
事

業
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、
令

和
8

年
4

月
か

ら
新

た
に

認
定

こ
ど

も
園

1
園

(山
梨

英
和

ダ
グ

ラ
ス

こ
ど

も
園

)で
事

業
を

開
始

す
る

た
め

の
認

可
を

行
い

、
一

時
預

か
り

の
受

入
体

制
を

拡
充

し
た

。
（
実

施
施

設
：
市

内
保

育
所

３
か

所
、
認

定
こ

ど
も

園
１
か

所
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
認

可
外

保
育

施
設

１
か

所
）

令
和

8
年

度
に

開
始

し
た

こ
ど

も
誰

で
も

通
園

制
度

と
の

役
割

分
担

を
整

理
し

、
利

用
者

に
分

か
り

や
す

い
制

度
周

知
を

行
う

。

3
（
2

）
８

病
児

・
病

後
児

保
育

事
業

病
気

ま
た

は
回

復
期

に
あ

る
児

童
で

、
家

庭
で

の
保

育
が

困
難

な
場

合
に

、
市

立
病

院
内

に
あ

る
病

児
・
病

後
児

保
育

所
「
ス

マ
イ

ル
」

で
お

預
か

り
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
保

育
施

設
や

学
校

に
通

う
子

ど
も

が
、
病

気
等

で
集

団
保

育
が

で
き

な
い

場
合

に
、
市

立
病

院
内

病
児

病
後

児
保

育
所

「
ス

マ
イ

ル
」
に

お
い

て
、
病

児
保

育
を

行
っ

た
。

利
用

者
数

：
2

9
7

人
今

後
も

継
続

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

3
（
2

）
９

ケ
ー

ス
会

議

幼
稚

園
、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
、
小

・
中

学
校

、
教

育
委

員
会

、
保

健
福

祉
担

当
者

等
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

ケ
ー

ス
会

議
を

開
催

し
、
関

係
機

関
と

の
幼

児
教

育
・
保

育
、
学

校
教

育
に

関
す

る
情

報
提

供
、
交

換
を

行
い

、
子

ど
も

達
が

安
心

し
て

過
ご

せ
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
健

康
づ

く
り

課
教

育
課

A
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
、
小

・
中

学
校

、
教

育
委

員
会

、
保

健
福

祉
担

当
者

等
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

ケ
ー

ス
会

議
を

状
況

に
応

じ
て

開
催

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
１
０

学
校

給
食

に
よ

る
食

育
の

推
進

子
ど

も
の

望
ま

し
い

食
習

慣
の

定
着

に
向

け
、
学

校
給

食
を

通
じ

て
「
食

」
の

重
要

性
を

知
ら

せ
る

と
と

も
に

、
教

科
と

連
携

し
た

食
育

を
継

続
的

に
進

め
、
栄

養
・
食

生
活

に
関

す
る

意
識

や
食

行
動

の
改

善
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

教
育

課
A

地
元

農
家

や
生

産
者

と
連

携
を

と
り

な
が

ら
、
引

き
続

き
事

業
を

実
施

し
て

い
く

。
地

元
農

家
や

生
産

者
と

連
携

を
と

り
な

が
ら

、
引

き
続

き
事

業
を

実
施

し
て

い
く

。

3
（
2

）
１
１

フ
ァ

ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
事

業
(子

育
て

の
相

互
援

助
活

動
)

「
子

育
て

を
援

助
し

て
ほ

し
い

人
」

と
「
子

育
て

を
援

助
し

た
い

人
」
を

会
員

と
し

て
、

互
い

に
子

育
て

を
さ

さ
え

合
う

「
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
事

業
」
を

実
施

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

「
お

ね
が

い
会

員
」
（
子

育
て

を
援

助
し

て
ほ

し
い

人
）
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
、
「
ま

か
せ

て
会

員
」
（
子

育
て

を
援

助
し

た
い

人
）
の

確
保

に
勤

め
る

。
R

7
年

度
　

ま
か

せ
て

会
員

　
4

6
名

　
　

　
　

　
　
 お

ね
が

い
会

員
　

5
0

4
名

今
後

も
継

続
し

て
、
安

全
強

化
の

確
保

を
行

う
。

3
（
2

）
１
２

A
L
T

配
置

・
英

語
検

定
補

助

A
L
T

配
置

を
行

い
、
生

き
た

英
語

に
数

多
く

触
れ

、
英

語
学

習
へ

の
意

欲
・
関

心
を

高
め

、
聞

く
・
話

す
と

い
っ

た
基

礎
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
図

り
ま

す
。
中

学
生

の
英

語
検

定
料

補
助

を
行

い
、
生

徒
の

学
力

の
水

準
や

学
習

に
対

す
る

意
欲

向
上

と
、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

り
ま

す
。

教
育

課
A

市
内

中
学

校
へ

２
名

及
び

市
内

小
学

校
へ

２
名

計
４

名
の

A
L
T

配
置

を
実

施
。
生

き
た

英
語

に
触

れ
る

こ
と

で
英

語
学

習
へ

の
意

欲
・
関

心
を

高
め

、
聞

く
・
話

す
と

い
っ

た
基

礎
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
が

図
れ

た
。

英
語

検
定

料
補

助
に

つ
い

て
も

前
年

度
よ

り
申

請
者

数
が

増
加

し
、
生

徒
の

学
力

の
水

準
や

学
習

に
対

す
る

意
欲

向
上

と
、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
A

L
T

を
配

置
し

英
語

学
習

に
対

す
る

意
欲

や
能

力
の

向
上

に
努

め
て

い
く

。

3
（
2

）
１
３

心
の

教
育

推
進

事
業

昔
話

や
伝

記
等

の
物

語
を

通
し

、
児

童
の

心
の

安
定

、
豊

か
さ

を
目

指
し

て
、
乳

児
か

ら
小

学
校

低
学

年
の

児
童

を
対

象
に

、
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
を

は
じ

め
と

し
た

「
お

は
な

し
会

」
等

を
開

催
し

ま
す

。
教

育
課

A

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
協

力
し

幼
少

期
か

ら
小

学
校

低
学

年
を

対
象

に
毎

月
１
回

お
は

な
し

会
を

開
催

し
、
乳

幼
児

健
診

で
は

読
み

聞
か

せ
や

本
の

選
定

ア
ド

バ
イ

ス
も

行
い

ま
し

た
。
ま

た
、

月
２

回
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
司

書
が

直
接

訪
問

し
読

み
聞

か
せ

を
行

う
な

ど
、
幼

少
期

の
読

み
聞

か
せ

を
通

じ
、
言

語
能

力
、
思

考
力

及
び

豊
か

な
感

性
を

育
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
幼

少
期

か
ら

の
本

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
し

、
読

書
の

楽
し

さ
を

体
感

さ
せ

る
こ

と
で

生
涯

に
わ

た
る

読
書

習
慣

の
形

成
を

目
指

し
て

い
く

。

3
（
2

）
１
４

学
校

に
お

け
る

子
ど

も
読

書
活

動
の

推
進

「
韮

崎
市

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
子

ど
も

が
自

ら
読

書
に

親
し

み
、
読

書
習

慣
を

身
に

着
け

て
い

け
る

よ
う

、
市

内
の

小
学

校
・
中

学
校

・
高

等
学

校
に

お
い

て
、
ほ

ぼ
す

べ
て

の
学

校
で

朝
の

会
（
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
）
の

前
後

や
、
お

昼
の

清
掃

後
の

時
間

を
使

い
、
1
0

分
程

度
の

読
書

の
時

間
を

設
定

し
て

本
に

ふ
れ

あ
う

機
会

を
設

け
ま

す
。
ま

た
、
学

校
図

書
館

の
整

備
、
読

書
活

動
と

し
て

、
学

校
司

書
を

中
心

に
、
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

教
育

課
A

小
中

学
校

に
お

い
て

、
曜

日
を

決
め

て
、
朝

の
会

の
前

後
や

、
お

昼
の

清
掃

後
の

時
間

を
使

い
、
読

書
の

時
間

を
設

定
し

て
本

に
ふ

れ
あ

っ
て

い
る

。
ま

た
、
小

中
学

校
で

は
、
学

校
司

書
が

中
心

と
な

り
、
図

書
委

員
会

の
児

童
生

徒
と

共
に

工
夫

し
な

が
ら

、
読

書
活

動
の

推
進

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

教
職

員
の

働
き

方
改

革
に

伴
う

新
日

課
を

考
慮

す
る

な
か

で
、
引

き
続

き
、
学

校
司

書
が

中
心

と
し

た
読

書
活

動
の

推
進

に
努

め
る

。

-
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2
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
１
５

体
験

活
動

の
推

進

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
一

環
と

し
て

、
中

学
生

が
仕

事
を

通
じ

て
自

分
の

新
た

な
可

能
性

に
気

付
く

き
っ

か
け

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
、
市

内
の

事
業

所
と

連
携

し
た

職
場

体
験

学
習

を
実

施
し

、
保

育
所

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等
を

職
場

体
験

の
場

と
し

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
幼

児
の

世
話

等
を

通
し

て
子

育
て

の
重

要
性

を
学

ぶ
機

会
を

設
け

ま
す

。
ま

た
、
各

学
校

に
お

い
て

、
地

域
の

人
材

を
講

師
と

し
て

活
用

す
る

な
ど

、
体

験
的

な
学

習
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

教
育

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A

中
学

２
年

生
が

、
市

内
の

事
業

所
や

保
育

所
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等
で

、
職

場
体

験
学

習
を

行
い

、
自

分
の

将
来

や
自

ら
の

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。
ま

た
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
や

道
徳

の
授

業
等

で
、
地

域
の

方
に

、
協

力
を

し
て

も
ら

い
、
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
市

内
の

事
業

所
や

保
育

所
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
て

、
中

学
２

年
生

を
対

象
に

職
場

体
験

学
習

を
行

う
。
ま

た
、
小

中
学

校
の

学
校

運
営

協
議

会
の

中
で

も
、
地

域
人

材
の

確
保

と
活

用
に

つ
い

て
話

題
に

挙
げ

、
体

験
的

な
学

習
の

充
実

に
努

め
て

い
く

。

3
（
2

）
１
６

有
害

図
書

等
追

放
・

撲
滅

運
動

（
立

ち
入

り
調

査
の

実
施

）

有
害

図
書

等
の

販
売

に
子

ど
も

が
容

易
に

ふ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
商

業
施

設
等

に
協

力
を

依
頼

す
る

と
と

も
に

、
「
全

国
青

少
年

健
全

育
成

強
調

月
間

」
に

あ
わ

せ
て

パ
ト

ロ
ー

ル
、
立

ち
入

り
調

査
等

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
ラ

イ
フ

ガ
ー

デ
ン

敷
地

内
で

の
チ

ラ
シ

の
配

布
等

を
通

し
て

、
啓

発
を

行
い

ま
す

。

教
育

課
B

市
内

の
書

店
・
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
等

へ
の

有
害

図
書

類
の

自
動

販
売

機
の

立
ち

入
り

、
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

ま
し

た
。
市

内
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
前

で
は

「
有

害
図

書
等

自
動

販
売

機
の

追
放

運
動

」
の

チ
ラ

シ
等

を
配

布
し

街
頭

啓
蒙

活
動

を
行

い
ま

し
た

。
有

害
図

書
自

動
販

売
機

は
昨

年
の

調
査

時
か

ら
１
台

減
少

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
調

査
・
啓

発
活

動
を

行
う

。

3
（
2

）
１
７

青
少

年
育

成
推

進
員

青
少

年
の

健
全

育
成

と
非

行
防

止
を

目
的

に
、
地

域
へ

の
青

少
年

育
成

運
動

の
普

及
や

、
望

ま
し

い
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
青

少
年

育
成

推
進

員
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
ま

た
、
定

期
的

に
育

成
会

の
会

議
を

開
催

し
、
講

師
を

招
い

て
の

研
修

を
実

施
し

ま
す

。
教

育
課

B

青
少

年
育

成
推

進
員

連
絡

協
議

会
に

お
い

て
、
市

内
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
前

で
「
声

か
け

あ
い

さ
つ

運
動

お
よ

び
有

害
図

書
等

自
動

販
売

機
の

追
放

運
動

」
と

し
て

街
頭

啓
蒙

活
動

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
「
韮

崎
市

子
ど

も
の

権
利

に
関

す
る

条
例

」
制

定
を

受
け

、
韮

崎
市

子
ど

も
・
子

育
て

会
議

の
委

員
を

講
師

に
招

い
た

青
少

年
教

育
研

修
会

を
開

催
し

ま
し

た
。

青
少

年
育

成
推

進
員

連
絡

会
議

を
年

３
回

開
催

し
、
地

域
の

情
報

交
換

を
行

い
、
青

少
年

の
健

全
育

成
と

非
行

防
止

の
推

進
に

努
め

ま
し

た
。

子
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く

課
題

が
複

雑
化

す
る

中
、
地

域
の

指
導

者
、
育

成
推

進
委

員
等

の
研

修
会

へ
の

参
加

率
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

。

3
（
2

）
１
８

子
ど

も
体

力
元

気
ア

ッ
プ

事
業

子
ど

も
の

運
動

不
足

解
消

を
目

的
と

し
た

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
を

開
催

し
、
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

、
重

要
性

を
啓

発
し

ま
す

。
ま

た
、
市

内
の

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

活
動

を
支

援
し

、
団

体
へ

の
参

加
を

促
進

し
ま

す
。

教
育

課
A

ス
ポ

ー
ツ

庁
に

よ
り

、
各

学
校

に
お

い
て

体
力

測
定

を
実

施
し

た
。

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
に

お
い

て
は

、
地

域
の

奉
仕

活
動

や
団

員
募

集
の

補
助

を
行

い
、
体

力
ア

ッ
プ

・
技

術
力

ア
ッ

プ
の

た
め

の
体

力
測

定
会

や
、
指

導
者

の
育

成
支

援
を

実
施

し
た

。

情
報

化
社

会
の

進
展

や
社

会
的

背
景

の
変

化
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

む
個

々
の

意
識

の
低

下
を

防
ぐ

た
め

に
、
子

ど
も

に
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

を
経

験
機

会
の

創
出

を
図

っ
て

い
く

。

3
（
2

）
１
９

部
活

動
の

地
域

連
携

・
地

域
移

行

学
校

部
活

動
に

つ
い

て
、
子

ど
も

達
が

将
来

に
わ

た
り

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
芸

術
活

動
等

に
親

し
め

る
機

会
を

確
保

す
る

た
め

、
「
韮

崎
市

立
中

学
校

部
活

動
地

域
移

行
協

議
会

」
を

設
置

し
、
休

日
の

部
活

動
を

地
域

へ
移

行
す

る
た

め
の

協
議

を
行

い
ま

す
。

教
育

課
B

昨
年

1
0

月
か

ら
開

始
し

て
い

る
東

中
学

校
運

動
部

の
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、
文

化
部

で
も

活
動

を
開

始
し

た
。
１
１
月

か
ら

は
西

中
学

校
の

運
動

及
び

文
化

部
で

も
活

動
を

開
始

し
た

。

ク
ラ

ブ
ご

と
の

特
性

や
要

望
に

応
じ

て
東

西
中

で
合

同
の

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
を

検
討

し
て

い
く

。
地

域
の

指
導

者
を

確
保

し
て

持
続

的
な

地
域

ク
ラ

ブ
運

営
を

図
っ

て
い

く
。
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価
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）
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％
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6
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）
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％
　
（
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）
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～
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％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
２

０
安

心
し

て
外

出
で

き
る

環
境

の
整

備

妊
婦

や
子

ど
も

連
れ

の
家

族
が

安
心

し
て

外
出

で
き

る
よ

う
、
市

内
公

共
施

設
等

改
修

計
画

時
に

、
ベ

ビ
ー

カ
ー

や
車

椅
子

が
通

れ
る

ス
ロ

ー
プ

、
手

す
り

、
多

目
的

ト
イ

レ
等

の
設

置
を

行
い

、
「
バ

リ
ア

フ
リ

ー
」
や

「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
」
に

配
慮

し
ま

す
。

建
設

課
営

繕
住

宅
課

B

事
業

：
特

定
の

事
業

に
か

か
る

施
策

で
は

な
い

施
策

実
施

状
況

：
施

設
整

備
が

発
生

す
る

事
業

に
対

し
て

適
切

な
整

備
と

な
る

よ
う

に
改

修
計

画
を

実
施

成
果

：
Ｒ

７
年

度
「
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
大

規
模

改
修

」
に

て
子

ど
も

用
ト

イ
レ

の
新

設
な

ど
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

今
後

、
計

画
さ

れ
る

施
設

整
備

計
画

へ
施

策
概

要
が

反
映

さ
れ

る
よ

う
検

討
す

る
。

3
（
2

）
２

１
安

全
な

道
路

交
通

環
境

整
備

「
韮

崎
市

道
路

整
備

計
画

」
に

基
づ

き
、
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

に
よ

る
幹

線
道

路
の

渋
滞

解
消

を
目

指
す

と
と

も
に

、
通

学
路

や
主

要
生

活
道

路
の

安
全

性
確

保
に

努
め

る
ほ

か
、
ベ

ビ
ー

カ
ー

や
車

椅
子

が
安

全
に

通
れ

る
よ

う
、
道

路
の

歩
道

部
分

の
拡

充
整

備
や

、
段

差
の

解
消

等
の

実
施

を
検

討
し

ま
す

。

建
設

課
A

　
国

道
２

０
号

の
４

車
線

化
に

つ
い

て
、
国

へ
の

要
望

活
動

を
実

施
し

、
市

内
の

道
路

状
況

等
を

伝
え

、
早

期
事

業
化

を
切

望
す

る
声

を
届

け
る

事
が

で
き

た
。

　
ま

た
、
通

学
路

や
主

要
生

活
道

路
に

つ
い

て
は

、
地

区
要

望
や

通
学

路
安

全
推

進
会

議
等

の
意

見
を

参
考

と
し

、
安

全
性

確
保

の
為

の
補

修
工

事
を

順
次

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
国

道
２

０
号

の
４

車
線

化
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、
国

と
県

、
市

の
検

討
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
国

へ
の

要
望

活
動

を
継

続
し

て
い

く
。

　
ま

た
、
通

学
路

や
主

要
生

活
道

路
に

つ
い

て
は

、
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

に
努

め
て

い
く

が
、
市

で
管

理
す

る
道

路
施

設
の

老
朽

化
も

進
行

し
て

い
く

た
め

、
財

源
の

確
保

が
課

題
と

な
っ

て
い

く
事

が
予

想
さ

れ
る

。

3
（
2

）
２

２
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

確
保

「
韮

崎
市

地
域

公
共

交
通

計
画

」
に

基
づ

き
、
市

民
バ

ス
路

線
便

数
等

の
見

直
し

や
運

賃
の

割
引

を
実

施
し

、
通

学
等

で
利

用
す

る
子

ど
も

に
と

っ
て

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

の
維

持
に

努
め

ま
す

。
財

務
政

策
課

A
市

民
バ

ス
体

育
館

線
の

運
行

開
始

に
よ

り
、
東

京
エ

レ
ク

ト
ロ

ン
韮

崎
ア

リ
ー

ナ
（
韮

崎
中

央
体

育
館

）
へ

の
子

ど
も

の
移

動
が

容
易

と
な

っ
た

。

子
ど

も
の

登
下

校
時

間
及

び
渋

滞
の

発
生

状
況

を
適

切
に

把
握

し
、
利

便
性

の
高

い
バ

ス
の

運
行

時
刻

を
設

定
す

る
。

3
（
2

）
２

３
防

犯
ベ

ル
配

付
児

童
の

登
下

校
の

安
全

確
保

の
た

め
、
小

学
校

入
学

時
に

防
犯

ベ
ル

の
配

付
を

行
い

ま
す

。
教

育
課

A
令

和
８

年
度

入
学

す
る

市
内

小
学

生
全

員
へ

防
犯

ベ
ル

の
配

布
を

実
施

。
児

童
の

安
全

確
保

の
た

め
引

き
続

き
配

布
を

行
う

。

3
（
2

）
２

４
L
E

D
防

犯
灯

の
更

新
と

防
犯

設
備

の
整

備

設
置

後
か

ら
数

年
が

経
過

し
た

L
E

D
防

犯
灯

の
取

り
換

え
を

計
画

的
に

行
い

ま
す

。
総

務
課

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

A
防

犯
灯

の
耐

用
年

数
が

経
過

し
、
器

具
照

度
の

低
下

や
不

点
灯

と
な

る
こ

と
に

備
え

、
予

算
の

範
囲

内
で

6
3

基
分

の
防

犯
灯

を
購

入
し

、
地

区
要

望
や

不
点

灯
箇

所
の

点
検

か
ら

2
2

基
の

取
替

を
実

施
し

た
。

点
灯

不
良

個
所

の
要

望
に

対
し

て
、
速

や
か

に
対

応
し

て
い

く
。

-
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
２

５
子

育
て

施
設

に
お

け
る

安
全

確
保

の
強

化

幼
稚

園
、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
、
小

・
中

学
校

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
、
放

課
後

子
ど

も
教

室
等

に
お

い
て

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
い

た
職

員
、
学

校
警

備
員

の
迅

速
な

対
応

と
子

ど
も

た
ち

へ
の

指
導

を
徹

底
し

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

定
期

的
な

研
修

指
導

を
実

施
し

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

A

幼
稚

園
、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
、
小

・
中

学
校

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
、
放

課
後

子
ど

も
教

室
等

に
お

い
て

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
い

た
避

難
訓

練
や

防
犯

訓
練

を
実

施
し

た
。

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

研
修

を
受

講
、
実

施
し

、
学

校
や

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
、
市

教
委

間
で

の
情

報
共

有
を

随
時

行
い

安
全

確
保

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

今
後

も
継

続
し

て
、
安

全
強

化
の

確
保

を
行

う
。

3
（
2

）
２

６
重

点
的

な
見

守
り

の
継

続

警
察

、
学

校
、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
連

携
し

、
不

審
者

出
没

箇
所

の
パ

ト
ロ

ー
ル

を
青

色
パ

ト
ロ

ー
ル

カ
ー

に
よ

り
重

点
的

に
実

施
し

ま
す

。
総

務
課

教
育

課
A

教
育

課
総

務
課

と
連

携
し

、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

に
よ

る
青

色
パ

ト
ロ

ー
ル

カ
ー

に
よ

る
巡

回
を

実
施

。
ま

た
、
各

小
中

学
校

に
お

い
て

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、
学

校
、
警

察
に

よ
る

見
守

り
活

動
を

実
施

し
た

。

不
審

者
出

没
地

域
に

つ
い

て
重

点
的

な
見

守
り

を
継

続
す

る
。

3
（
2

）
２

７
緊

急
避

難
場

所
整

備
事

業
（
子

ど
も

 1
1
0

番
の

家
）

「
子

ど
も

1
1
0

番
の

家
」
の

緊
急

避
難

場
所

に
つ

い
て

、
地

域
の

実
情

に
あ

わ
せ

て
、
日

中
確

実
に

在
宅

者
の

い
る

個
人

宅
や

商
店

へ
協

力
を

求
め

、
避

難
場

所
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

教
育

課
A

引
き

続
き

、
学

校
と

P
T

A
が

連
携

し
て

、
子

ど
も

１
１
２

番
の

家
の

協
力

を
求

め
、
避

難
場

所
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。

引
き

続
き

、
学

校
と

P
T

A
が

連
携

し
て

、
子

ど
も

１
１
０

番
の

家
の

協
力

を
求

め
、
避

難
場

所
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。

3
（
2

）
２

８
教

師
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
に

よ
る

街
頭

指
導

の
実

施

児
童

・
生

徒
が

犯
罪

に
巻

き
込

ま
れ

る
こ

と
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
に

、
放

課
後

や
休

日
等

に
学

校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
で

連
携

し
て

街
頭

指
導

を
繁

華
街

等
で

実
施

し
ま

す
。

教
育

課
A

学
校

が
放

課
後

や
休

日
等

に
街

頭
指

導
を

す
る

こ
と

は
、
文

部
科

学
省

が
出

し
て

い
る

「
学

校
・
教

師
が

担
う

業
務

に
係

る
3

分
類

」
の

中
の

、
「
学

校
以

外
が

担
う

べ
き

業
務

」
に

あ
た

る
の

で
、
今

後
は

、
保

護
者

や
地

域
、
警

察
な

ど
と

連
携

し
て

、
地

域
の

子
ど

も
た

ち
を

守
る

体
制

づ
く

り
が

必
要

と
考

え
る

。

学
校

が
放

課
後

や
休

日
等

に
街

頭
指

導
を

す
る

こ
と

は
、
文

部
科

学
省

が
出

し
て

い
る

「
学

校
・

教
師

が
担

う
業

務
に

係
る

６
分

類
」
の

中
の

、
「
学

校
以

外
が

担
う

べ
き

業
務

」
に

あ
た

る
の

で
、
今

後
は

、
保

護
者

や
地

域
、
警

察
な

ど
と

連
携

す
る

青
少

年
健

全
育

成
活

動
と

し
て

の
実

施
を

検
討

す
る

。

3
（
2

）
２

９
学

区
内

危
険

箇
所

の
確

認

児
童

・
生

徒
が

普
段

か
ら

利
用

す
る

通
学

路
や

学
区

内
に

あ
る

危
険

箇
所

を
把

握
し

、
日

頃
の

安
全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、
学

校
か

ら
の

、
学

区
内

危
険

箇
所

の
改

善
要

望
を

聞
き

、
関

係
団

体
等

と
連

携
し

た
対

応
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
教

育
課

A
各

学
校

に
お

い
て

危
険

個
所

を
調

査
し

て
、
学

校
や

P
T

A
代

表
、
道

路
管

理
者

、
警

察
な

ど
の

関
係

者
で

構
成

す
る

「
通

学
路

交
通

安
全

会
議

」
に

お
い

て
対

応
策

を
協

議
し

、
各

担
当

、
関

係
部

署
に

よ
り

対
応

で
き

る
箇

所
に

つ
い

て
は

対
応

実
施

済
み

。

引
き

続
き

、
各

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、
児

童
・

生
徒

が
安

心
し

て
通

学
で

き
る

よ
う

に
通

学
路

の
安

全
確

保
に

取
り

組
む

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
2

）
３

０
関

係
団

体
と

の
連

携
に

よ
る

防
火

・
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

の
強

化

消
防

・
消

防
団

と
警

察
の

連
携

に
よ

る
防

火
・
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

等
の

啓
蒙

活
動

や
、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

を
同

乗
さ

せ
た

青
色

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
カ

ー
に

よ
る

登
下

校
時

を
中

心
と

し
た

巡
回

を
実

施
し

ま
す

。

総
務

課
教

育
課

A
消

防
・
消

防
団

と
警

察
の

連
携

に
よ

る
防

火
・
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

等
の

啓
蒙

活
動

や
、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

を
同

乗
さ

せ
た

青
色

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
カ

ー
に

よ
る

登
下

校
時

を
中

心
と

し
た

巡
回

を
継

続
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
消

防
・
警

察
と

の
連

携
、
青

色
パ

ト
ロ

ー
ル

カ
ー

を
活

用
し

た
防

犯
活

動
を

継
続

し
、

ク
マ

対
策

等
新

た
な

防
犯

上
の

脅
威

に
対

し
て

も
、
農

政
課

や
関

係
課

と
連

携
し

対
応

し
て

い
く

。

3
（
2

）
３

１
不

審
者

情
報

等
の

発
信

不
審

者
な

ど
、
緊

急
性

の
高

い
事

案
が

発
生

し
た

際
に

は
、
韮

崎
市

内
に

設
置

し
た

防
災

行
政

無
線

に
よ

り
、
情

報
提

供
を

行
い

、
注

意
喚

起
と

呼
び

か
け

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
防

災
防

犯
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

や
に

ら
さ

き
防

災
・
行

政
ナ

ビ
（
防

災
ア

プ
リ

）
を

活
用

し
て

周
知

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
児

童
・
生

徒
の

保
護

者
向

け
に

も
登

録
制

メ
ー

ル
で

周
知

し
ま

す
。

総
務

課
教

育
課

A
甲

斐
警

察
署

生
活

安
全

課
や

山
梨

県
県

民
生

活
課

か
ら

の
不

審
者

情
報

や
庁

内
各

課
か

ら
の

要
請

に
対

し
て

、
機

動
的

か
つ

積
極

的
に

防
災

行
政

無
線

、
防

災
ア

プ
リ

を
活

用
し

、
市

民
に

周
知

、
注

意
喚

起
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
機

動
的

な
体

制
が

取
れ

る
よ

う
、
関

係
課

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

い
く

。

3
（
2

）
３

２
母

子
健

康
教

育
事

業
（
事

故
予

防
啓

発
）

新
生

児
訪

問
、
乳

幼
児

健
康

診
査

や
教

室
に

お
い

て
、
事

故
予

防
の

重
要

性
と

予
防

方
法

、
緊

急
時

の
対

応
に

つ
い

て
啓

発
を

行
い

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

乳
幼

児
全

戸
訪

問
：
1
1
2

件
４

か
月

児
健

診
：
年

1
1
回

　
1
2

0
人

4
か

月
児

健
診

に
て

事
故

予
防

の
集

団
講

義
を

実
施

し
て

い
る

。
乳

幼
児

全
戸

訪
問

や
乳

幼
児

健
診

等
で

個
別

に
事

故
予

防
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

る
。

不
慮

の
事

故
を

予
防

す
る

た
め

、
今

後
も

資
料

配
布

と
そ

の
説

明
を

継
続

す
る

。

3
（
2

）
３

３
交

通
事

故
防

止
対

策

子
ど

も
を

交
通

事
故

か
ら

守
る

た
め

、
警

察
、
保

育
所

、
学

校
、
関

係
団

体
、
民

間
団

体
等

と
の

連
携

・
協

力
体

制
の

強
化

を
図

る
こ

と
で

、
総

合
的

な
交

通
事

故
防

止
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト

・
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
の

正
し

い
使

用
や

着
用

徹
底

に
向

け
た

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、
街

頭
指

導
を

通
じ

て
ド

ラ
イ

バ
ー

や
歩

行
者

の
交

通
安

全
意

識
の

向
上

を
促

進
し

ま
す

。

総
務

課
A

市
内

各
保

育
園

幼
稚

園
交

通
安

全
教

室
　

6
月

4
日

～
2

5
日

　
延

べ
6

9
0

人
参

加
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
貸

し
出

し
件

数
：
6

0
件

（
保

有
台

数
7

台
）

第
1
2

期
韮

崎
市

交
通

安
全

計
画

に
、
こ

ど
も

の
事

故
数

の
統

計
を

入
れ

、
計

画
上

の
位

置
づ

け
を

明
確

化
し

、
引

き
続

き
交

通
安

全
思

想
の

普
及

や
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
着

用
の

推
進

等
の

施
策

を
継

続
す

る
。

（
３
）
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

3
（
3
）

１
韮

崎
市

不
妊

症
対

策
支

援
事

業

一
般

不
妊

治
療

、
特

定
不

妊
治

療
に

対
し

て
、
１
年

度
に

つ
き

２
０

万
円

を
限

度
と

し
、
通

算
５

年
の

助
成

を
行

い
ま

す
。

男
性

不
妊

治
療

は
、
１

年
度

に
つ

き
５

万
円

を
限

度
と

し
、
通

算
５

年
の

助
成

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

R
7

年
度

の
助

成
は

2
9

件
・
4

,2
4

2
,0

9
7

円
。

内
訳

：
特

定
不

妊
治

療
　

2
0

件
・
3

,4
1
6

,0
2

7
円

　
　

　
 一

般
不

妊
治

療
　

9
件

・
8

2
6

,0
7

0
円

R
7

年
度

か
ら

県
外

の
医

療
機

関
で

の
治

療
に

対
し

て
交

通
費

を
定

額
助

成
。

2
件

・
6

0
,0

0
0

円
を

助
成

し
た

。

助
成

し
た

2
9

件
の

う
ち

1
3

件
で

妊
娠

が
確

認
さ

れ
た

。
今

後
も

事
業

継
続

し
、
妊

娠
を

希
望

す
る

家
族

へ
の

金
銭

的
支

援
を

し
て

い
く

。

-
 
3
6
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
3
）

２
妊

婦
等

包
括

相
談

支
援

事
業

・
妊

婦
の

た
め

の
支

援
給

付
事

業

妊
娠

期
か

ら
妊

産
婦

等
に

寄
り

添
い

、
妊

婦
や

そ
の

配
偶

者
等

に
対

し
て

、
面

談
等

に
よ

り
情

報
提

供
や

相
談

等
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
な

支
援

に
つ

な
ぐ

伴
走

型
支

援
を

行
い

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
計

1
0

万
円

の
妊

婦
支

援
給

付
金

を
支

給
し

、
妊

婦
の

身
体

的
、
精

神
的

ケ
ア

及
び

経
済

的
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
の

面
接

・
妊

娠
7

-8
か

月
に

電
話

連
絡

・
乳

児
全

戸
訪

問
時

の
面

接
を

実
施

。
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
5

万
円

の
申

請
、
乳

児
全

戸
訪

問
時

に
胎

児
の

数
×

5
万

円
の

申
請

を
受

け
付

け
て

い
る

。
ま

た
、
流

産
・
死

産
の

場
合

で
も

同
様

に
給

付
し

て
い

る
。

R
8

年
度

よ
り

妊
娠

8
か

月
の

妊
婦

を
対

象
に

訪
問

を
実

施
予

定
。
妊

婦
訪

問
時

に
２

回
目

の
給

付
金

申
請

を
案

内
予

定
。

3
（
3
）

３
韮

崎
市

多
子

世
帯

応
援

事
業

（
利

用
料

・
給

食
費

の
無

償
化

）

国
の

制
度

で
対

象
と

な
ら

な
い

多
子

世
帯

等
の

子
ど

も
の

利
用

者
負

担
（
利

用
料

・
給

食
費

）
を

市
独

自
で

免
除

し
て

、
保

護
者

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
年

齢
に

関
わ

ら
ず

世
帯

の
第

2
子

以
降

の
保

育
料

及
び

給
食

費
を

無
償

と
す

る
こ

と
で

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
行

っ
た

。
市

独
自

の
無

償
化

の
割

合
　

4
1
.8

％
（
R

8
.３

月
）

子
育

て
を

長
い

期
間

と
捉

え
、
必

要
な

時
期

に
必

要
な

支
援

が
届

く
よ

う
、
全

庁
的

に
子

育
て

支
援

施
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

3
（
3
）

４
出

生
お

祝
い

品
出

生
の

お
祝

い
と

し
て

記
念

品
を

配
布

し
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

E
市

独
自

の
無

償
化

の
割

合
　

4
1
.8

％
（
R

7
.9

月
）

産
後

ケ
ア

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
し

て
い

く
。

3
（
3
）

５
児

童
手

当

子
育

て
に

か
か

る
費

用
の

一
部

を
軽

減
さ

せ
る

た
め

、
子

ど
も

が
満

1
8

歳
に

達
し

た
最

初
の

3
月

3
1
日

ま
で

の
間

、
当

該
手

当
を

支
給

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

当
該

児
童

を
養

育
す

る
対

象
者

へ
児

童
手

当
の

支
給

を
行

っ
た

。
R

８
.３

末
時

点
受

給
者

数
：
１
，
８

３
０

人
今

後
も

引
続

き
対

象
者

へ
の

支
給

を
実

施
し

て
い

く
。

3
（
3
）

６
子

ど
も

医
療

費
助

成
事

業

医
療

費
に

係
る

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

、
満

1
8

歳
に

達
し

た
最

初
の

3
月

3
1

日
ま

で
の

子
ど

も
の

入
院

・
外

来
に

要
し

た
医

療
費

を
助

成
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
対

象
者

へ
医

療
費

助
成

を
行

っ
た

。
R

８
.3

末
時

点
対

象
者

数
：
3

,2
9

4
人

今
後

も
引

続
き

対
象

者
へ

の
助

成
を

実
施

し
て

い
く

。

-
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
3
）

７
子

育
て

短
期

支
援

事
業

一
時

的
に

家
庭

に
お

い
て

、
養

育
困

難
と

な
っ

た
子

ど
も

の
生

活
を

確
保

す
る

た
め

、
児

童
福

祉
施

設
を

利
用

す
る

際
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
一

時
的

に
養

育
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

、
児

童
福

祉
施

設
（
契

約
３

施
設

）
に

お
い

て
一

定
期

間
、
養

育
・
保

護
を

行
っ

た
。

・
令

和
７

年
度

…
３

件
（
６

泊
）

利
用

の
長

期
化

が
想

定
さ

れ
る

ケ
ー

ス
に

お
い

て
は

児
童

相
談

所
と

協
議

し
な

が
ら

一
時

保
護

の
利

用
も

検
討

し
て

い
く

が
、
今

後
も

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

3
（
3
）

８
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
の

貸
出

し

帰
省

等
に

よ
り

臨
時

的
に

必
要

な
場

合
に

、
乳

幼
児

の
安

全
確

保
の

た
め

チ
ャ

イ
ル

ド
シ

ー
ト

の
貸

し
出

し
を

行
う

ほ
か

、
レ

ン
タ

ル
事

業
者

の
情

報
等

を
提

供
し

ま
す

。
総

務
課

B
乳

児
用

ベ
ッ

ド
2

5
台

、
幼

児
用

シ
ー

ト
3

1
台

分
の

貸
出

を
行

っ
た

。
子

育
て

施
策

と
連

携
し

た
周

知
方

法
や

現
実

に
あ

っ
た

貸
出

シ
ー

ト
の

検
討

を
継

続
す

る
。

3
（
3
）

９
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
支

援
事

業

保
護

者
の

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

育
児

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
「
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
」
の

利
用

促
進

の
た

め
、
利

用
料

を
助

成
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
市

H
P

等
で

助
成

金
の

周
知

を
行

い
、
制

度
普

及
に

努
め

た
。

助
成

金
申

請
件

数
：
2

1
0

件
助

成
金

額
：
6

1
7

,5
5

0
円

引
き

続
き

、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
3
）

１
０

病
児

・
病

後
児

保
育

の
利

用
料

軽
減

病
児

・
病

後
児

保
育

所
の

利
用

料
に

つ
い

て
助

成
を

行
い

、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
令

和
6

年
度

か
ら

継
続

し
て

利
用

料
の

軽
減

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
3
）

１
１

新
入

学
児

童
祝

品
等

支
給

事
業

新
入

学
児

童
の

保
護

者
に

入
学

祝
品

（
通

学
カ

バ
ン

）
も

し
く

は
入

学
祝

金
を

支
給

し
ま

す
。

教
育

課
A

電
子

申
請

に
よ

り
受

付
を

行
い

、
祝

品
(ワ

ン
パ

ッ
ク

）
７

６
名

、
祝

金
８

１
名

に
支

給
を

行
っ

た
。

今
後

の
物

価
高

騰
等

に
よ

り
、
通

学
カ

バ
ン

の
購

入
金

額
が

祝
い

金
の

金
額

と
差

が
大

き
く

な
る

可
能

性
が

あ
げ

ら
れ

る
。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
3
）

１
２

小
・
中

学
校

給
食

費
無

償
化

（
第

2
子

以
降

）

多
子

世
帯

に
お

け
る

保
護

者
の

経
済

的
負

担
軽

減
の

た
め

、
韮

崎
市

立
学

校
に

在
籍

す
る

第
２

子
以

降
の

学
校

給
食

費
を

無
償

化
し

ま
す

。
教

育
課

A
令

和
７

年
１
月

以
降

、
す

べ
て

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
無

償
化

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

無
償

化
を

実
施

し
て

い
く

。

3
（
3
）

１
３

小
学

校
バ

ス
通

学
補

助
事

業
・
中

学
校

遠
距

離
通

学
費

補
助

事
業

通
学

に
係

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
通

学
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

教
育

課
A

引
き

続
き

通
学

費
の

助
成

を
行

っ
て

い
く

。
引

き
続

き
通

学
費

の
助

成
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
3
）

１
４

中
学

校
自

転
車

通
学

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

購
入

助
成

通
学

に
係

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、
中

学
生

の
自

転
車

通
学

用
の

ヘ
ル

メ
ッ

ト
購

入
費

を
助

成
し

ま
す

。
教

育
課

A
申

請
の

あ
っ

た
市

内
の

中
学

校
に

通
う

生
徒

へ
ヘ

ル
メ

ッ
ト

購
入

に
か

か
る

補
助

金
の

助
成

を
実

施
し

た
。

R
8

年
度

補
助

の
申

請
を

電
子

申
請

に
て

行
い

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
が

図
れ

た
。

引
き

続
き

電
子

申
請

に
よ

る
ヘ

ル
メ

ッ
ト

購
入

の
助

成
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
3
）

１
５

市
民

バ
ス

こ
ど

も
割

引

小
・
中

・
高

校
生

の
通

学
利

用
の

利
便

性
向

上
と

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、
小

児
・
中

学
生

・
高

校
生

割
引

を
実

施
し

ま
す

。
財

務
政

策
課

A
市

民
バ

ス
は

、
全

路
線

に
お

い
て

小
児

（
小

学
生

以
下

）
・
中

学
生

・
高

校
生

割
引

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
県

が
主

催
し

て
い

る
小

学
生

バ
ス

無
料

デ
ー

に
韮

崎
市

も
参

加
し

て
お

り
、
学

生
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
る

。

小
児

（
小

学
生

以
下

）
・
中

学
生

・
高

校
生

割
引

及
び

小
学

生
バ

ス
無

料
デ

ー
の

実
施

に
つ

い
て

周
知

を
徹

底
し

、
一

層
の

利
用

促
進

に
努

め
る

。

3
（
3
）

１
６

高
校

進
学

者
へ

の
支

援
（
山

梨
県

）

県
で

は
、
修

学
の

意
思

の
あ

る
私

立
高

校
生

等
が

安
心

し
て

勉
学

に
打

ち
込

め
る

よ
う

に
、
各

種
の

支
援

制
度

を
設

け
て

い
ま

す
。

（
1
）
高

等
学

校
等

入
学

準
備

サ
ポ

ー
ト

事
業

給
付

金
（
私

立
）

（
2

）
奨

学
給

付
金

（
私

立
）

（
3

）
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
（
私

立
）

（
4

）
山

梨
県

私
立

高
等

学
校

等
授

業
料

減
免

事
業

費
補

助
金

（
第

3
子

以
降

）
（
5

）
学

び
直

し
支

援
金

（
私

立
）

山
梨

県
左

記
の

と
お

り
継

続
実

施
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
3
）

１
７

育
英

奨
学

金
経

済
的

理
由

に
よ

り
大

学
等

へ
の

修
学

困
難

な
学

生
を

支
援

す
る

た
め

、
奨

学
金

を
無

利
子

で
貸

付
を

す
る

。
教

育
課

A
２

７
名

の
奨

学
生

に
対

し
て

貸
付

を
行

っ
た

。
奨

学
生

の
金

銭
的

な
困

難
に

よ
る

退
学

や
就

学
継

続
不

可
能

と
な

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
引

き
続

き
就

学
困

難
な

学
生

を
支

援
す

る
た

め
貸

付
を

行
っ

て
い

く
。

3
（
3
）

１
８

奨
学

金
返

還
支

援
市

内
に

住
み

、
働

き
な

が
ら

奨
学

金
を

返
還

す
る

就
労

初
期

の
方

を
対

象
に

奨
学

金
の

返
還

を
支

援
し

ま
す

。
（
※

要
件

あ
り

）
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

(R
8

～
移

住
定

住
促

進
課

）
A

申
請

者
　

　
  
：
５

７
人

交
付

決
定

　
 ：

5
6

人
（
6

6
件

）
不

交
付

決
定

：
  
 １

人

本
市

へ
の

定
住

促
進

と
就

労
初

期
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、
S

N
S

及
び

相
談

会
等

で
周

知
を

図
る

。

3
（
3
）

１
９

地
方

就
職

学
生

支
援

東
京

２
３

区
内

の
大

学
を

卒
業

後
、
本

市
に

住
み

、
県

内
の

企
業

に
就

職
予

定
の

方
を

対
象

に
、
就

職
活

動
に

か
か

っ
た

経
費

１
回

分
の

半
額

を
補

助
し

ま
す

。
（
※

要
件

あ
り

）

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

D

交
付

決
定

：
０

人
(申

請
者

：
０

人
）

本
市

へ
の

移
住

・
定

住
促

進
の

た
め

、
本

事
業

を
実

施
し

て
い

る
が

、
申

請
者

は
い

な
か

っ
た

。

引
き

続
き

、
支

援
対

象
と

な
る

方
に

情
報

が
届

く
よ

う
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
や

S
N

S
等

を
通

じ
て

の
広

報
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
商

工
会

を
通

じ
て

会
員

企
業

に
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
。

3
（
3
）

２
０

鉄
道

利
用

通
学

者
支

援
補

助
金

市
内

に
居

住
し

電
車

を
利

用
し

て
県

外
大

学
な

ど
へ

通
学

す
る

学
生

に
対

し
、
定

期
券

購
入

費
用

の
一

部
を

補
助

し
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

A
交

付
決

定
：
1
1
人

（
申

請
者

：
１
１
人

）

大
学

等
へ

の
進

学
を

契
機

と
し

た
転

出
の

抑
制

及
び

定
住

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、
S

N
S

及
び

相
談

会
等

で
周

知
を

図
る

。

（
４
）
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

3
（
4
）

１
女

性
活

躍
企

業
応

援
事

業

女
性

の
活

躍
推

進
や

職
場

環
境

改
善

実
現

に
向

け
、
女

性
活

躍
企

業
認

定
（
え

る
ぼ

し
、
く

る
み

ん
、
え

る
み

ん
）
の

取
得

を
目

指
す

企
業

を
支

援
し

ま
す

。
商

工
観

光
課

B
市

内
企

業
２

社
が

山
梨

え
る

み
ん

の
認

定
を

取
得

し
、
奨

励
金

を
支

給
し

た
。

国
の

認
定

は
特

に
ハ

ー
ド

ル
が

高
く

、
取

得
企

業
数

が
な

か
な

か
伸

び
な

い
。

申
請

へ
の

動
機

づ
け

と
な

る
よ

う
、
令

和
８

年
度

よ
り

社
労

士
派

遣
に

か
か

る
助

成
内

容
の

拡
充

を
図

っ
た

。

-
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
4
）

２
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

男
性

の
育

児
参

加
を

促
進

し
、
子

育
て

世
帯

の
仕

事
と

育
児

の
両

立
を

支
援

す
る

た
め

、
育

児
休

業
制

度
を

利
用

す
る

男
性

労
働

者
及

び
企

業
を

支
援

し
ま

す
。

商
工

観
光

課
E

個
人

へ
の

支
給

：
２

３
件

事
業

主
へ

の
支

給
：
２

件
２

週
間

程
度

の
短

期
休

暇
か

ら
半

年
、
１
年

な
ど

長
期

休
暇

を
取

得
す

る
方

も
複

数
名

い
た

。

結
婚

及
び

出
産

後
も

就
労

継
続

を
希

望
す

る
女

性
の

増
加

と
と

も
に

、
男

性
の

育
児

休
業

制
度

を
設

け
る

企
業

も
増

え
、
男

女
問

わ
ず

育
児

休
業

を
取

得
す

る
こ

と
が

普
及

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

奨
励

金
の

当
初

の
目

的
で

あ
っ

た
男

性
の

育
児

休
業

制
度

の
活

用
推

進
と

し
て

の
役

割
は

十
分

に
果

た
し

た
と

判
断

し
、
令

和
７

年
度

末
で

事
業

は
終

了
と

し
た

。

3
（
4
）

３
子

育
て

応
援

ア
プ

リ
【
再

掲
】

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

あ
る

父
親

や
母

親
が

気
軽

に
活

用
で

き
る

子
育

て
情

報
や

お
知

ら
せ

の
掲

載
、
予

防
接

種
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ラ
ー

な
ど

の
配

信
を

行
い

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
C

R
8

.3
.3

1
　

ア
プ

リ
登

録
数

　
8

0
2

プ
ッ

シ
ュ

通
知

・
お

知
ら

せ
通

知
等

を
利

用
し

て
情

報
を

発
信

し
た

。
R

8
.3

.3
1
で

ア
プ

リ
利

用
終

了
。
事

業
廃

止
。

3
（
4
）

４
公

立
保

育
所

・
児

童
ク

ラ
ブ

へ
の

保
護

者
ア

プ
リ

導
入

保
育

IC
T

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
施

設
と

保
護

者
の

連
絡

ツ
ー

ル
や

出
欠

状
況

の
確

認
に

保
護

者
用

ア
プ

リ
を

活
用

し
て

い
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

施
設

か
ら

の
連

絡
の

ほ
か

、
保

護
者

か
ら

の
連

絡
も

ア
プ

リ
に

よ
り

行
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
保

護
者

の
利

便
性

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
引

き
続

き
、
継

続
実

施
し

て
い

く
。

3
（
4
）

５
公

立
小

・
中

学
校

へ
の

保
護

者
ア

プ
リ

等
の

導
入

メ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、
保

護
者

へ
の

連
絡

ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

す
る

ほ
か

、
M

ic
ro

s
o

f
tフ

ォ
ー

ム
ズ

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

な
ど

IC
T

に
よ

る
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
り

ま
す

。
教

育
課

A
引

き
続

き
、
IC

T
に

よ
る

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
く

。
引

き
続

き
、
IC

T
に

よ
る

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
く

。

3
（
4
）

６
病

児
・
病

後
児

保
育

【
再

掲
】

病
気

の
子

ど
も

を
安

心
し

て
預

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

病
児

・
病

後
児

保
育

所
を

市
立

病
院

内
に

設
置

し
、
仕

事
と

子
育

て
の

両
立

を
支

援
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
保

育
施

設
や

学
校

に
通

う
子

ど
も

が
、
病

気
等

で
集

団
保

育
が

で
き

な
い

場
合

に
、
市

立
病

院
内

病
児

病
後

児
保

育
所

「
ス

マ
イ

ル
」
に

お
い

て
、
病

児
保

育
を

行
っ

た
。

利
用

者
数

：
2

9
7

人
今

後
も

継
続

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

-
 
4
1
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

3
（
4
）

７
病

児
・
病

後
児

保
育

の
ア

プ
リ

予
約

病
児

・
病

後
児

保
育

所
の

利
用

に
つ

い
て

、
ス

マ
ホ

か
ら

い
つ

で
も

利
用

登
録

・
空

き
状

況
の

確
認

、
予

約
申

請
が

で
き

る
よ

う
、
病

児
保

育
ネ

ッ
ト

予
約

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
し

、
保

護
者

の
利

便
性

の
向

上
と

負
担

軽
減

を
図

り
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

継
続

し
て

電
子

予
約

受
付

シ
ス

テ
ム

「
あ

ず
か

る
こ

ち
ゃ

ん
」
に

よ
り

受
付

を
行

い
、
利

便
性

を
向

上
す

る
と

と
も

に
、
継

続
し

た
周

知
活

動
を

実
施

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

3
（
4
）

８
電

子
申

請
の

推
進

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

申
請

で
き

る
よ

う
に

、
行

政
手

続
き

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

推
進

し
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
A

電
子

申
請

手
続

き
数

：
4

1
件

市
全

体
で

4
1
件

と
な

り
、
窓

口
に

来
な

く
て

も
申

請
や

届
け

出
が

で
き

る
行

政
手

続
が

増
加

し
、
子

育
て

世
帯

の
利

便
性

が
向

上
し

た
。

引
き

続
き

、
多

く
の

行
政

手
続

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
も

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
く

。

４
　
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
・
若
者

や
家
庭

に
、
寄

り
添
い

サ
ポ
ー
ト
す
る

（
１
）
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援

4
（
1
）

１
相

談
時

に
お

け
る

生
活

状
況

の
把

握

市
で

行
っ

て
い

る
各

種
の

相
談

事
業

を
活

用
し

、
養

育
環

境
や

世
帯

の
状

況
、
経

済
的

状
況

の
把

握
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、
各

課
に

お
い

て
貧

困
を

背
景

と
し

た
相

談
を

受
け

た
場

合
は

、
福

祉
課

に
情

報
の

集
約

を
行

い
、
関

係
機

関
と

連
携

し
必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

ま
す

。

福
祉

課
こ

ど
も

子
育

て
課

健
康

づ
く

り
課

A
1
8

歳
未

満
の

世
帯

員
が

い
る

生
活

困
窮

の
相

談
件

数
　

0
件

（
4

9
件

中
）

相
談

内
容

に
よ

っ
て

一
部

署
だ

け
で

は
対

応
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
た

め
、
課

題
に

応
じ

た
横

断
的

連
携

が
図

れ
る

体
制

作
り

が
必

要
で

あ
る

。

4
（
1
）

２
学

齢
期

に
お

け
る

状
況

の
把

握

全
て

の
子

ど
も

が
通

う
学

校
に

お
い

て
、
家

庭
状

況
を

は
じ

め
と

し
た

、
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

把
握

を
行

い
、
必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

ま
す

。

こ
ど

も
子

育
て

課
福

祉
課

教
育

課
A

学
校

や
関

係
機

関
と

連
携

し
、
家

庭
状

況
や

生
活

課
題

の
把

握
に

努
め

、
支

援
が

必
要

な
児

童
に

つ
い

て
は

相
談

支
援

や
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

な
ど

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
た

。
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
を

通
じ

、
早

期
把

握
・
早

期
支

援
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
継

続
し

て
、
実

施
し

て
い

く
。

4
（
1
）

３
地

域
で

の
相

談
の

一
元

化

地
域

に
お

い
て

気
に

な
る

状
況

を
把

握
し

た
場

合
に

は
、
必

ず
情

報
の

一
元

化
の

元
と

な
る

福
祉

課
へ

の
連

絡
を

行
う

よ
う

要
請

し
、
情

報
が

不
用

意
に

周
囲

に
漏

れ
な

い
体

制
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

福
祉

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A
市

と
包

括
的

連
携

に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

て
い

る
「
に

ら
ら

ん
」
に

お
い

て
、
生

活
が

ひ
っ

迫
し

て
い

る
親

子
か

ら
の

相
談

が
あ

っ
た

場
合

、
情

報
の

共
有

を
図

り
、
相

互
に

連
携

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

対
応

し
て

い
る

。

個
人

情
報

に
配

慮
し

つ
つ

、
子

ど
も

の
貧

困
に

関
す

る
情

報
が

必
要

な
機

関
間

で
共

有
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

-
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2
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
1
）

４
相

談
情

報
の

一
元

化
と

相
談

体
制

の
確

立

相
談

等
で

集
め

ら
れ

た
情

報
は

、
一

元
的

に
管

理
し

相
談

内
容

の
蓄

積
を

行
い

、
「
個

人
情

報
保

護
法

」
に

基
づ

き
適

切
に

取
り

扱
う

と
と

も
に

、
相

談
を

受
け

る
担

当
者

に
つ

い
て

も
、
子

ど
も

の
貧

困
に

対
す

る
理

解
の

た
め

の
研

修
に

参
加

し
、
適

切
な

対
応

と
質

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

福
祉

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
相

談
記

録
は

、
外

部
へ

の
情

報
漏

洩
を

防
止

す
る

た
め

児
童

相
談

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
、
個

人
情

報
の

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
子

ど
も

の
貧

困
に

対
す

る
理

解
に

つ
い

て
は

子
ど

も
食

堂
を

運
営

し
て

い
る

「
に

ら
ら

ん
」
か

ら
支

援
が

必
要

な
ケ

ー
ス

の
相

談
が

あ
っ

た
場

合
、
直

接
出

向
い

て
本

人
か

ら
困

り
ご

と
の

相
談

に
応

じ
て

い
る

。

個
人

情
報

保
護

の
観

点
か

ら
安

全
な

方
法

に
よ

る
情

報
管

理
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
子

ど
も

の
貧

困
に

対
す

る
理

解
を

得
る

た
め

に
は

担
当

者
が

実
態

把
握

で
き

る
よ

う
相

談
に

応
じ

る
と

と
も

に
、
最

新
情

報
や

専
門

的
知

識
が

得
ら

れ
る

研
修

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
（
1
）

５
情

報
の

共
有

と
各

機
関

へ
の

つ
な

ぎ

学
校

を
軸

と
し

て
、
子

ど
も

や
子

育
て

世
帯

の
状

況
の

把
握

に
努

め
、
様

々
な

資
源

を
活

用
で

き
る

よ
う

「
学

校
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
化

」
に

向
け

て
、
韮

崎
市

の
子

ど
も

に
お

け
る

学
校

の
位

置
付

け
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
地

域
で

活
動

す
る

団
体

や
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
情

報
を

把
握

し
、

子
ど

も
の

貧
困

対
策

に
有

効
と

な
る

情
報

の
共

有
化

を
図

り
ま

す
。
ま

た
、
山

梨
県

が
実

施
す

る
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

養
成

研
修

を
活

用
し

、
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
努

め
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

A
令

和
６

年
４

月
に

す
べ

て
の

小
中

学
校

へ
学

校
運

営
協

議
会

を
設

置
し

た
。
今

後
は

、
社

会
教

育
法

に
基

づ
く

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
の

連
携

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
今

後
も

継
続

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

4
（
1
）

６
支

援
情

報
の

見
え

る
化

市
内

に
あ

る
様

々
な

公
共

施
設

、
地

域
で

活
動

す
る

各
団

体
や

各
団

体
で

実
施

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
情

報
に

つ
い

て
は

把
握

に
努

め
団

体
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、
貧

困
対

策
に

か
か

わ
る

新
し

い
事

業
の

立
ち

上
げ

や
規

模
拡

大
の

動
向

に
注

視
し

、
子

ど
も

の
貧

困
対

策
と

し
て

有
益

な
活

動
に

対
し

て
支

援
を

検
討

す
る

等
地

域
資

源
と

の
結

び
つ

き
を

図
り

ま
す

。

福
祉

課
A

N
P

O
法

人
に

ら
ら

ん
へ

の
食

糧
支

援
を

継
続

的
に

行
い

、
連

携
し

た
支

援
を

実
施

し
た

。
今

後
も

地
域

に
お

け
る

支
援

活
動

の
動

向
を

注
視

し
、
有

益
な

活
動

へ
の

支
援

を
検

討
し

て
い

く

4
（
1
）

７
支

援
情

報
の

発
信

公
的

支
援

や
地

域
資

源
の

情
報

に
つ

い
て

、
既

存
の

媒
体

の
活

用
は

も
と

よ
り

、
保

護
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

が
高

か
っ

た
電

子
媒

体
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

を
検

討
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

B
に

ら
★

ち
び

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

や
利

用
者

支
援

の
周

知
に

お
い

て
は

、
特

に
In

s
ta

g
ra

m
の

投
稿

を
増

加
さ

せ
、
情

報
の

発
信

を
行

っ
た

。
今

後
も

継
続

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

4
（
1
）

８
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

法
に

基
づ

き
、
子

育
て

施
設

に
対

す
る

支
援

の
仕

組
み

を
共

有
化

し
、
利

用
料

や
副

食
費

に
つ

い
て

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

り
、
施

設
へ

の
財

政
支

援
を

行
い

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
年

齢
に

関
わ

ら
ず

世
帯

の
第

2
子

以
降

の
保

育
料

及
び

給
食

費
を

無
償

と
す

る
こ

と
で

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
行

っ
た

。
市

独
自

の
無

償
化

の
割

合
　

4
1
.8

％
（
R

8
.３

月
）

子
育

て
を

長
い

期
間

と
捉

え
、
必

要
な

時
期

に
必

要
な

支
援

が
届

く
よ

う
、
全

庁
的

に
子

育
て

支
援

施
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

-
 
4
3
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
1
）

９
就

学
援

助
事

業
経

済
的

に
余

裕
の

な
い

世
帯

の
就

学
に

要
す

る
費

用
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、
当

該
経

費
の

全
部

ま
た

は
一

部
を

支
給

し
ま

す
。

教
育

課
A

引
き

続
き

支
援

が
必

要
な

世
帯

に
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

引
き

続
き

支
援

が
必

要
な

世
帯

に
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

4
（
1
）

１
０

学
習

支
援

事
業

既
存

の
「
学

習
支

援
事

業
」
に

つ
い

て
、
利

用
者

の
意

見
や

課
題

把
握

に
努

め
、
利

用
し

や
す

い
環

境
を

整
備

し
ま

す
。
ま

た
、
子

ど
も

の
学

習
支

援
の

継
続

に
努

め
ま

す
。

福
祉

課
A

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

ニ
コ

リ
を

会
場

に
、
生

活
困

窮
世

帯
等

の
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

学
習

支
援

を
実

施
し

た
。
併

せ
て

新
中

学
１
年

生
を

対
象

と
す

る
春

期
講

座
を

実
施

し
、
進

学
に

向
け

た
学

習
習

慣
の

定
着

と
基

礎
学

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
利

用
者

か
ら

の
意

見
・
要

望
の

把
握

に
努

め
、
開

催
方

法
や

実
施

環
境

の
見

直
し

を
行

う
な

ど
、
利

用
し

や
す

い
環

境
の

整
備

を
進

め
た

。

引
き

続
き

利
用

者
の

意
見

や
課

題
の

把
握

に
努

め
、
開

催
時

間
や

参
加

方
法

を
含

め
た

参
加

し
や

す
い

環
境

の
整

備
を

進
め

る
。
併

せ
て

、
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

・
世

帯
へ

の
周

知
と

関
係

機
関

か
ら

の
つ

な
ぎ

を
強

化
し

、
事

業
の

継
続

的
な

実
施

を
図

る
。

4
（
1
）

１
１

生
活

困
窮

者
自

立
相

談
支

援
事

業

生
活

困
窮

世
帯

に
対

し
、
相

談
兼

就
労

支
援

員
を

配
置

し
、
相

談
及

び
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

実
施

し
ま

す
。
ま

た
、
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

や
世

帯
の

情
報

を
一

元
管

理
し

、
必

要
な

公
的

機
関

や
地

域
資

源
へ

の
つ

な
ぎ

を
行

い
ま

す
。

福
祉

課
A

相
談

兼
就

労
支

援
員

を
配

置
し

、
生

活
困

窮
世

帯
か

ら
の

相
談

に
応

じ
る

と
と

も
に

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
・
調

整
を

行
っ

た
。
支

援
を

要
す

る
世

帯
に

対
し

、
庁

内
関

係
課

、
公

的
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

り
、
適

切
な

支
援

へ
つ

な
げ

た
。

相
談

内
容

の
複

雑
化

・
多

様
化

に
対

応
す

る
た

め
、
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
の

一
層

の
強

化
を

図
る

。

4
（
1
）

１
２

食
糧

支
援

事
業

子
ど

も
の

い
る

経
済

的
支

援
が

必
要

な
世

帯
で

、
食

糧
が

必
要

と
さ

れ
る

世
帯

に
対

し
て

、
学

校
が

長
期

休
暇

と
な

る
期

間
に

あ
わ

せ
て

無
償

で
食

糧
を

提
供

し
、
世

帯
把

握
や

相
談

に
つ

な
げ

ま
す

。
福

祉
課

こ
ど

も
子

育
て

課
A

春
・
夏

・
冬

の
学

校
長

期
休

業
期

間
に

合
わ

せ
、
経

済
的

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
の

い
る

世
帯

に
対

し
て

食
糧

を
無

償
で

提
供

し
た

。
食

糧
支

援
を

通
じ

て
困

窮
世

帯
の

状
況

把
握

に
努

め
、
必

要
な

相
談

・
支

援
へ

の
つ

な
ぎ

を
行

っ
た

。

食
糧

の
提

供
に

と
ど

ま
ら

ず
、
把

握
し

た
世

帯
の

状
況

に
応

じ
て

自
立

相
談

支
援

等
の

他
の

支
援

へ
確

実
に

つ
な

げ
て

い
く

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
す

る
。

4
（
1
）

１
３

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
事

業

家
庭

で
余

っ
て

い
る

食
品

を
提

供
し

て
い

た
だ

き
、
食

品
を

必
要

と
し

て
い

る
生

活
困

窮
者

や
こ

ど
も

食
堂

に
寄

付
す

る
「
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

事
業

」
を

通
年

で
実

施
し

ま
す

。
福

祉
課

こ
ど

も
子

育
て

課
A

家
庭

で
余

っ
て

い
る

食
品

の
提

供
を

通
年

で
受

け
付

け
、
寄

付
さ

れ
た

食
品

を
生

活
困

窮
者

へ
の

食
糧

支
援

や
こ

ど
も

食
堂

へ
提

供
し

た
。
市

民
や

事
業

者
へ

の
協

力
の

呼
び

か
け

に
よ

り
、
必

要
と

す
る

世
帯

・
団

体
へ

の
食

品
の

還
元

を
図

っ
た

。

寄
付

さ
れ

た
食

品
の

適
切

な
在

庫
管

理
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
安

定
的

な
提

供
体

制
の

確
保

に
向

け
、
協

力
者

及
び

提
供

先
の

拡
大

を
図

る
。

-
 
4
4
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
1
）

１
４

生
活

困
窮

者
住

居
確

保
給

付
事

業

離
職

ま
た

は
自

営
業

の
廃

業
に

よ
り

、
経

済
的

に
困

窮
し

住
居

を
喪

失
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
方

に
対

し
、
家

賃
相

当
分

の
給

付
金

を
支

給
し

就
労

機
会

の
確

保
に

向
け

た
支

援
を

行
い

ま
す

。
福

祉
課

A

離
職

・
廃

業
等

に
よ

り
住

居
を

喪
失

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

方
に

対
し

、
相

談
に

応
じ

た
う

え
で

、
要

件
に

該
当

す
る

方
へ

家
賃

相
当

額
の

給
付

金
を

支
給

し
、
就

労
機

会
の

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

。
あ

わ
せ

て
必

要
に

応
じ

転
居

費
用

等
の

支
援

も
行

い
、
住

居
の

安
定

を
図

っ
た

。

事
業

利
用

者
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
制

度
の

周
知

を
図

る
と

と
も

に
、
相

談
段

階
で

の
的

確
な

案
内

に
よ

り
、
必

要
と

す
る

方
が

確
実

に
制

度
を

利
用

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

4
（
1
）

１
５

生
活

困
窮

者
向

け
就

労
支

援

最
低

限
の

生
活

を
維

持
す

る
こ

と
が

困
難

な
方

の
相

談
に

応
じ

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

と
連

携
し

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

福
祉

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

の
連

携
に

よ
り

、
最

低
限

の
生

活
の

維
持

が
困

難
な

方
の

相
談

に
応

じ
、

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
就

労
に

関
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。
関

係
課

・
関

係
機

関
と

連
携

し
、

就
労

に
向

け
た

継
続

的
な

支
援

へ
つ

な
げ

た
。

同
一

の
対

象
者

が
繰

り
返

し
支

援
を

要
す

る
場

合
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
就

労
の

定
着

に
向

け
た

継
続

的
な

支
援

の
あ

り
方

を
検

討
し

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
る

。

4
（
1
）

１
６

生
活

保
護

病
気

や
事

故
、
失

業
な

ど
で

収
入

が
減

り
生

活
が

困
っ

て
い

る
人

が
、
健

康
で

文
化

的
な

最
低

限
度

の
生

活
を

保
障

す
る

た
め

の
給

付
を

受
け

ら
れ

ま
す

。
福

祉
課

A
病

気
や

事
故

、
失

業
等

に
よ

り
生

活
に

困
窮

す
る

方
に

対
し

、
健

康
で

文
化

的
な

最
低

限
度

の
生

活
を

保
障

す
る

た
め

の
給

付
を

行
っ

た
。
対

象
世

帯
か

ら
の

直
接

の
相

談
に

加
え

、
医

療
機

関
等

か
ら

の
間

接
的

な
相

談
に

も
対

応
し

、
必

要
な

保
護

に
確

実
に

つ
な

げ
た

。

生
活

保
護

受
給

者
が

増
加

傾
向

に
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
相

談
・
申

請
へ

の
迅

速
か

つ
適

切
な

対
応

に
努

め
る

と
と

も
に

、
被

保
護

者
の

状
況

に
応

じ
た

自
立

助
長

に
向

け
た

支
援

の
充

実
を

図
る

。

4
（
1
）

１
７

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
に

関
す

る
周

知
啓

発

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
認

知
度

向
上

の
た

め
市

内
関

係
機

関
に

普
及

啓
発

の
た

め
の

ポ
ス

タ
ー

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
ま

す
。
ま

た
小

・
中

学
校

の
生

徒
を

対
象

に
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
と

カ
ー

ド
を

作
成

し
て

配
布

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
教

育
課

A
小

中
学

校
へ

7
月

に
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
、
冬

休
み

前
に

は
啓

発
カ

ー
ド

の
配

布
行

っ
た

。

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

と
カ

ー
ド

の
配

布
に

よ
り

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
に

つ
い

て
知

る
き

っ
か

け
作

り
を

行
う

。
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

が
抱

え
る

課
題

は
多

岐
に

わ
た

る
た

め
、
関

係
機

関
と

連
携

し
支

援
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
２
）
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

4
（
2
）

1
児

童
扶

養
手

当
施

行
事

業

ひ
と

り
親

家
庭

の
生

活
を

支
援

す
る

た
め

、
子

ど
も

が
満

1
8

歳
に

達
し

た
最

初
の

3
月

3
1

日
ま

で
の

間
（
障

が
い

を
有

す
る

場
合

は
2

0
 歳

未
満

）
、
当

該
手

当
を

支
給

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

当
該

児
童

を
養

育
す

る
対

象
者

へ
児

童
扶

養
手

当
の

支
給

を
行

っ
た

。
R

8
.3

末
時

点
対

象
者

数
：
1
7

4
人

今
後

も
引

続
き

対
象

者
へ

の
支

給
を

実
施

し
て

い
く

。

-
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
2
）

2
ひ

と
り

親
家

庭
医

療
費

助
成

事
業

ひ
と

り
親

家
庭

の
医

療
に

か
か

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、
満

1
8

歳
未

満
の

子
ど

も
の

入
院

・
外

来
に

要
し

た
医

療
費

を
助

成
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
対

象
者

へ
医

療
費

助
成

を
行

っ
た

。
R

8
.3

末
時

点
受

給
者

数
：
3

3
6

人
今

後
も

引
続

き
対

象
者

へ
の

助
成

を
実

施
し

て
い

く
。

4
（
2
）

3
ひ

と
り

親
家

庭
等

の
自

立
支

援
の

推
進

母
子

・
寡

婦
に

加
え

父
子

家
庭

が
安

心
し

て
自

立
し

た
生

活
を

送
れ

る
よ

う
、
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、
相

談
体

制
の

充
実

と
経

済
的

支
援

等
を

総
合

的
に

行
い

ま
す

。
ま

た
、
母

子
・
父

子
自

立
支

援
員

に
よ

る
、
ひ

と
り

親
家

庭
を

対
象

と
し

た
総

合
的

な
相

談
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
C

母
子

・
父

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

…
1
件

→
講

座
の

費
用

捻
出

が
で

き
ず

受
講

を
断

念
し

た
た

め
策

定
後

の
伴

走
支

援
は

で
き

な
か

っ
た

今
後

も
適

宜
、
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
す

る

4
（
2
）

4

ひ
と

り
親

世
帯

向
け

就
労

支
援

（
母

子
家

庭
等

自
立

支
援

事
業

）

ひ
と

り
親

家
庭

の
母

ま
た

は
父

に
対

し
、
資

格
取

得
の

受
講

に
か

か
る

費
用

等
の

一
部

支
給

に
よ

り
資

格
の

取
得

を
容

易
に

し
、
就

業
を

支
援

す
る

こ
と

で
生

活
の

安
定

を
図

り
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
B

対
象

者
へ

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、
専

門
資

格
取

得
に

よ
り

就
業

に
繋

が
る

よ
う

支
援

を
行

っ
た

。
R

8
.３

.3
1
時

点
　

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
対

象
者

：
1
名

今
後

も
継

続
し

て
、
実

施
し

て
い

く
。

4
（
2
）

5
ひ

と
り

親
家

庭
等

日
常

生
活

支
援

事
業

ひ
と

り
親

家
庭

や
寡

婦
の

方
が

、
急

な
病

気
等

に
よ

る
介

護
や

就
職

活
動

等
に

よ
る

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
一

時
的

に
必

要
と

さ
れ

る
場

合
、
家

庭
生

活
支

援
員

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

ら
れ

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
技

能
習

得
の

た
め

の
通

学
、
就

職
活

動
、
疾

病
、
出

張
、
看

護
、
冠

婚
葬

祭
、
学

校
等

の
公

的
行

事
へ

の
参

加
な

ど
日

常
生

活
を

営
む

た
め

の
食

事
・
身

の
回

り
の

世
話

、
住

居
の

掃
除

、
生

活
必

需
品

の
買

い
物

、
乳

幼
児

の
保

育
な

ど
の

生
活

援
助

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

（
３
）
障
が
い
や
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援

4
（
3
）

１
こ

ね
く

と
発

達
相

談
・
言

語
相

談
・
心

理
相

談

乳
幼

児
期

に
お

け
る

心
身

障
が

い
の

早
期

発
見

及
び

発
達

に
課

題
の

あ
る

子
ど

も
の

就
学

前
の

相
談

や
支

援
方

法
の

検
討

を
目

的
と

し
て

、
保

護
者

等
に

対
し

て
助

言
・
指

導
を

行
う

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

こ
ね

く
と

～
発

達
相

談
～

：
年

3
4

回
実

施
　

延
べ

1
2

6
名

利
用

言
語

相
談

：
年

1
6

回
実

施
　

延
べ

5
2

名
利

用
心

理
相

談
：
年

5
回

実
施

　
延

べ
9

名
利

用

専
門

職
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
と

に
就

学
相

談
や

医
療

受
診

に
繋

げ
た

り
、
保

護
者

の
育

児
の

悩
み

の
解

決
を

支
援

し
た

。

R
8

年
度

よ
り

5
歳

児
健

診
が

始
ま

る
た

め
、
各

相
談

の
実

施
回

数
の

調
整

を
行

う
。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
3
）

２

保
育

所
等

巡
回

相
談

・
公

認
心

理
師

巡
回

・
発

達
障

が
い

児
支

援
連

携
会

議

健
康

づ
く

り
課

・
教

育
課

・
福

祉
課

・
こ

ど
も

子
育

て
課

の
各

担
当

で
、
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
を

訪
問

し
、
園

で
の

生
活

状
況

や
就

学
に

関
す

る
情

報
を

集
め

、
相

談
体

制
を

整
え

ま
す

（
巡

回
相

談
）
。

ま
た

発
達

障
が

い
児

等
に

関
す

る
知

識
を

有
す

る
専

門
職

（
公

認
心

理
師

）
が

、
保

育
所

、
児

童
セ

ン
タ

ー
等

へ
の

巡
回

等
支

援
を

実
施

し
、
支

援
を

担
当

す
る

職
員

等
に

対
し

、
障

が
い

の
早

期
発

見
及

び
適

切
な

対
応

の
た

め
の

助
言

及
び

職
員

向
け

研
修

等
の

支
援

を
行

い
ま

す
（
公

認
心

理
師

巡
回

）
。

ま
た

発
達

障
が

い
等

の
あ

る
子

ど
も

に
対

し
、
乳

幼
児

期
か

ら
学

齢
期

ま
で

一
貫

し
た

支
援

が
で

き
る

よ
う

、
保

健
・
医

療
・
教

育
・
福

祉
の

関
係

者
に

よ
る

会
議

を
実

施
し

、
適

切
な

支
援

を
行

う
た

め
の

体
制

強
化

を
図

り
ま

す
（
発

達
障

が
い

児
支

援
連

携
会

議
）
。

健
康

づ
く

り
課

福
祉

課
こ

ど
も

子
育

て
課

教
育

課

A

【
健

康
づ

く
り

課
】

（
巡

回
訪

問
）

市
内

保
育

園
・
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
6

園
に

年
2

回
訪

問

【
こ

ど
も

子
育

て
課

】
（
公

認
心

理
師

巡
回

）
・
保

育
園

・
幼

稚
園

・
こ

ど
も

園
…

6
園

に
対

し
年

2
回

実
施

・
児

童
セ

ン
タ

ー
・
放

課
後

子
ど

も
教

室
…

5
ヶ

所
に

対
し

年
2

回
実

施
（
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
）

・
保

育
園

・
幼

稚
園

・
こ

ど
も

園
…

6
園

に
対

し
年

2
回

実
施

・
児

童
セ

ン
タ

ー
職

員
に

対
し

年
2

回
実

施

【
福

祉
課

】
・
発

達
障

が
い

児
支

援
連

携
会

議
年

１
回

開
催

今
後

も
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

4
（
3
）

３

障
が

い
児

施
策

（
児

童
発

達
支

援
・
保

育
所

等
訪

問
支

援
・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
）

療
育

指
導

が
必

要
な

子
ど

も
に

対
し

、
専

門
的

な
個

別
支

援
を

受
け

る
た

め
、
障

が
い

児
通

所
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

の
提

供
を

行
い

ま
す

（
児

童
発

達
支

援
・
保

育
所

等
訪

問
支

援
・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
）
。

福
祉

課
A

療
育

が
必

要
な

児
童

に
対

し
、
発

達
状

況
や

家
庭

環
境

等
を

踏
ま

え
た

相
談

支
援

を
実

施
し

、
児

童
発

達
支

援
、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、
保

育
所

等
訪

問
支

援
な

ど
、
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

た
障

害
児

通
所

支
援

サ
ー

ビ
ス

へ
適

切
に

つ
な

げ
た

。
ま

た
、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
サ

ー
ビ

ス
利

用
に

向
け

た
支

給
決

定
や

利
用

調
整

を
行

い
、
継

続
的

な
支

援
体

制
の

確
保

に
努

め
た

。

サ
ー

ビ
ス

利
用

ニ
ー

ズ
は

引
き

続
き

増
加

傾
向

に
あ

り
、
必

要
な

療
育

に
つ

な
が

る
児

童
が

増
え

る
な

ど
、
早

期
支

援
の

推
進

に
寄

与
し

た
。

複
合

的
な

課
題

を
抱

え
る

ケ
ー

ス
や

長
期

的
な

支
援

を
要

す
る

ケ
ー

ス
も

多
く

、
引

き
続

き
専

門
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
な

が
ら

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
体

制
の

充
実

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

4
（
3
）

４
特

別
支

援
教

育
振

興
事

業

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
世

帯
の

就
学

に
要

す
る

費
用

負
担

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
当

該
経

費
の

必
要

額
を

支
給

し
ま

す
。

教
育

課
A

引
き

続
き

支
援

が
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

生
徒

の
世

帯
に

支
援

を
行

っ
て

い
く

。
引

き
続

き
支

援
が

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
生

徒
の

世
帯

に
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

4
（
3
）

５

長
期

的
な

取
組

み
が

必
要

な
方

へ
の

支
援

（
社

会
復

帰
と

就
労

支
援

）

引
き

こ
も

り
や

精
神

疾
患

等
に

よ
り

、
社

会
と

の
接

点
が

少
な

い
時

期
を

長
く

過
ご

し
た

方
が

就
労

へ
の

意
欲

が
あ

る
場

合
に

、
社

会
復

帰
と

就
労

に
つ

な
が

る
よ

う
、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

等
も

検
討

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ケ
ー

ス
に

見
合

っ
た

支
援

を
計

画
的

に
行

い
ま

す
。

福
祉

課
A

引
き

こ
も

り
や

精
神

疾
患

等
に

よ
り

社
会

参
加

が
困

難
な

方
に

対
し

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

相
談

支
援

を
実

施
し

、
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

て
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

就
労

支
援

に
つ

な
げ

た
。
継

続
的

な
支

援
に

よ
り

、
社

会
参

加
や

就
労

に
向

け
た

一
歩

を
踏

み
出

す
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

た
一

方
、
複

合
的

な
課

題
を

抱
え

る
ケ

ー
ス

も
多

く
、
継

続
し

た
支

援
体

制
の

確
保

に
努

め
た

。

複
合

的
な

課
題

を
抱

え
る

ケ
ー

ス
が

多
い

た
め

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、
本

人
の

状
況

に
応

じ
た

継
続

的
な

支
援

と
社

会
参

加
・
就

労
に

つ
な

が
る

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

。
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・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

4
（
3
）

６
養

育
医

療
費

助
成

事
業

医
師

が
入

院
を

必
要

と
認

め
、
養

育
が

必
要

と
さ

れ
る

2
,0

0
0

ｇ
以

下
の

未
熟

児
等

に
対

す
る

医
療

費
の

助
成

を
行

い
ま

す
。

健
康

づ
く

り
課

A
対

象
児

へ
の

養
育

医
療

費
助

成
を

行
っ

て
い

る
。

R
７

年
度

実
績

：
１
名

２
件

今
後

も
対

象
児

へ
の

助
成

を
継

続
実

施
し

て
い

く
。

4
（
3
）

７
自

立
支

援
医

療
（
育

成
医

療
）

現
在

身
体

に
障

が
い

が
あ

る
か

、
ま

た
は

現
に

あ
る

疾
患

に
対

す
る

治
療

を
行

わ
な

い
と

将
来

一
定

の
障

が
い

を
残

す
と

認
め

ら
れ

る
1
8

歳
未

満
の

児
童

で
、
手

術
な

ど
の

治
療

に
よ

り
、
障

が
い

の
除

去
、
軽

減
が

で
き

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

、
そ

の
治

療
に

要
す

る
医

療
費

の
一

部
を

助
成

し
て

い
ま

す
。

福
祉

課
A

対
象

児
へ

育
成

医
療

費
の

助
成

を
行

っ
て

い
る

。
R

8
.3

時
点

受
給

者
数

：
4

名
今

後
も

引
続

き
対

象
者

へ
の

助
成

を
実

施
し

て
い

く
。

4
（
3
）

８
障

害
児

福
祉

手
当

精
神

ま
た

は
身

体
に

重
度

の
障

が
い

が
あ

る
た

め
、
日

常
生

活
に

お
い

て
常

時
介

護
を

必
要

と
す

る
2

0
歳

未
満

の
お

子
さ

ん
に

対
し

て
、
福

祉
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
手

当
を

支
給

し
ま

す
。

福
祉

課
A

対
象

者
へ

手
当

の
支

給
を

行
っ

て
い

る
。

手
帳

の
取

得
時

な
ど

に
案

内
を

実
施

し
て

い
る

。
R

8
.3

時
点

手
当

受
給

者
数

：
3

0
名

今
後

も
引

続
き

対
象

者
へ

の
支

給
を

実
施

し
て

い
く

。

4
（
3
）

９
重

度
心

身
障

害
児

福
祉

手
当

心
身

に
障

が
い

の
あ

る
在

宅
の

児
童

（
1
8

歳
未

満
）
に

対
し

て
、
福

祉
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
手

当
を

支
給

し
ま

す
。

福
祉

課
A

対
象

者
へ

手
当

の
支

給
を

行
っ

て
い

る
。

手
帳

の
取

得
時

な
ど

に
案

内
を

実
施

し
て

い
る

。
R

8
.3

時
点

手
当

受
給

者
数

：
7

5
名

今
後

も
引

続
き

対
象

者
へ

の
支

給
を

実
施

し
て

い
く

。

4
（
3
）

１
０

特
別

児
童

扶
養

手
当

精
神

ま
た

は
身

体
に

重
・
中

程
度

の
障

が
い

の
あ

る
2

0
歳

未
満

の
お

子
さ

ん
を

養
育

し
て

い
る

父
母

ま
た

は
養

育
者

に
、
お

子
さ

ん
の

福
祉

の
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

手
当

を
支

給
し

ま
す

。
福

祉
課

A
対

象
者

へ
手

当
の

支
給

を
行

っ
て

い
る

。
手

帳
の

取
得

時
な

ど
に

案
内

を
実

施
し

て
い

る
。

R
8

.3
時

点
手

当
受

給
者

数
：
7

5
名

今
後

も
引

続
き

対
象

者
へ

の
支

給
を

実
施

し
て

い
く

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

（
４
）
そ
の
他
の
特
別
な
支
援

4
（
4
）

１
外

国
籍

の
家

庭
へ

の
保

育
所

等
の

円
滑

な
利

用
に

向
け

た
支

援

乳
幼

児
期

か
ら

国
籍

や
民

族
の

違
い

に
触

れ
、
互

い
に

尊
重

す
る

心
を

育
て

る
国

際
保

育
推

進
の

た
め

、
通

訳
等

を
保

育
所

等
に

派
遣

す
る

こ
と

に
よ

り
、
外

国
籍

の
保

護
者

が
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
、
か

つ
保

育
士

も
安

心
し

て
保

育
に

携
わ

れ
る

環
境

を
整

え
ま

す
。

身
近

な
地

域
に

お
い

て
日

本
語

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
場

を
提

供
し

、
外

国
籍

の
住

民
が

安
心

し
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。

財
務

政
策

課
こ

ど
も

子
育

て
課

A
R

7
年

度
は

、
日

本
語

教
室

を
１
４

回
開

催
し

、
防

災
や

ゴ
ミ

捨
て

な
ど

の
生

活
に

係
る

日
本

語
の

学
習

を
中

心
に

行
っ

た
。

日
本

語
教

室
参

加
人

数
　

1
6

3
人

　
日

本
人

パ
ー

ト
ナ

ー
　

1
1
5

人

今
後

も
関

係
部

署
等

と
連

携
し

、
外

国
人

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

を
検

討
す

る
。

4
（
4
）

２
情

報
の

多
言

語
化

外
国

に
ル

ー
ツ

を
持

つ
子

ど
も

と
子

育
て

世
帯

に
対

す
る

支
援

の
た

め
、
情

報
発

信
時

の
ル

ビ
の

活
用

や
、
母

国
語

に
変

換
し

や
す

い
よ

う
電

子
に

よ
る

伝
達

に
つ

い
て

調
査

研
究

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

教
育

課
A

R
7

年
度

は
、
日

本
語

教
室

を
１
４

回
開

催
し

、
防

災
や

ゴ
ミ

捨
て

な
ど

の
生

活
に

係
る

日
本

語
の

学
習

を
中

心
に

行
っ

た
。

日
本

語
教

室
参

加
人

数
　

1
6

3
人

　
日

本
人

パ
ー

ト
ナ

ー
　

1
1
5

人

今
後

も
関

係
部

署
等

と
連

携
し

、
外

国
人

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

を
検

討
す

る
。

５
　
子
ど

も
・
若
者
を
地
域
で
支

え
、
ま
ち
づ

く
り
を
未
来

に
つ
な
げ

る

（
１
）
子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り

5
（
1
）

１
児

童
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

学
校

等
と

連
携

し
て

、
児

童
セ

ン
タ

ー
や

余
裕

教
室

等
を

活
用

し
た

、
児

童
の

居
場

所
の

確
保

に
つ

い
て

方
策

を
検

討
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

教
育

課
B

甘
利

小
学

校
に

お
い

て
夏

季
休

暇
期

間
に

児
童

ク
ラ

ブ
が

学
校

と
連

携
し

て
試

験
的

に
余

裕
教

室
や

体
育

館
を

活
用

す
る

事
業

を
実

施
。

今
後

も
学

校
等

と
連

携
し

、
児

童
の

居
場

所
を

確
保

で
き

る
よ

う
方

策
を

検
討

す
る

。

5
（
1
）

２
こ

ど
も

食
堂

の
支

援

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

こ
ど

も
食

堂
を

開
設

・
運

営
す

る
団

体
と

連
携

し
、
利

用
者

が
抱

え
る

課
題

に
対

し
団

体
と

市
が

連
携

し
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

こ
ど

も
子

育
て

課
A

市
と

包
括

的
連

携
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
て

い
る

「
に

ら
ら

ん
」
に

お
い

て
、
生

活
が

ひ
っ

迫
し

て
い

る
親

子
か

ら
の

相
談

が
あ

っ
た

場
合

、
情

報
の

共
有

を
図

り
、
相

互
に

連
携

し
て

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

対
応

し
て

い
る

。

子
ど

も
食

堂
を

運
営

す
る

N
P

O
と

連
携

し
な

が
ら

、
子

ど
も

食
堂

の
利

用
者

に
つ

い
て

連
携

し
た

支
援

を
し

て
い

く
。
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（
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）
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0
％
　
（
B
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7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
1
）

３
Ｃ

ｏ
ｍ

ｅ
ｂ

ａ
ｃ
ｋ
支

援
事

業

中
高

生
の

交
流

拠
点

で
あ

る
青

少
年

育
成

プ
ラ

ザ
M

ia
c
is

で
、

子
ど

も
達

の
自

主
的

な
活

動
を

応
援

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

事
に

挑
戦

す
る

前
向

き
な

想
い

を
受

け
止

め
る

支
援

事
業

を
行

い
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

B

ミ
ア

キ
ス

利
用

者
　

9
,8

4
1
人

　
（
中

学
生

：
3

,6
5

6
人

　
高

校
生

：
5

,6
4

2
人

　
そ

の
他

：
5

4
3

人
）

登
録

者
　

2
,0

3
3

人
　

（
中

学
生

：
5

5
5

人
　

高
校

生
：
1
,4

7
8

人
）

中
高

生
の

居
場

所
「
拠

点
運

営
」
、
他

者
と

の
つ

な
が

り
を

作
る

「
同

好
会

」
、
地

域
に

参
画

で
き

る
「
ユ

ー
ス

カ
ウ

ン
シ

ル
」
、
親

や
先

生
以

外
の

大
人

と
関

わ
れ

る
「
仕

組
み

づ
く

り
」
を

通
じ

て
中

高
生

の
地

元
愛

、
ふ

る
さ

と
に

ら
さ

き
愛

の
醸

成
を

育
む

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
進

学
等

を
機

に
転

出
し

た
者

が
本

市
に

戻
っ

て
く

る
仕

組
み

作
り

や
、
離

れ
て

い
て

も
本

市
と

の
つ

な
が

り
が

も
て

る
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

提
供

し
て

い
く

。

5
（
1
）

４
市

民
交

流
セ

ン
タ

ー
図

書
館

・
学

習
室

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
る

学
習

室
と

同
じ

フ
ロ

ア
に

あ
る

図
書

館
の

利
用

と
あ

わ
せ

て
、
子

ど
も

達
の

学
習

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
教

育
課

財
務

政
策

課
B

図
書

館
と

同
じ

フ
ロ

ア
に

無
料

で
利

用
で

き
る

学
習

室
を

設
置

し
、
子

ど
も

達
が

放
課

後
や

休
日

に
も

安
心

し
て

学
べ

る
環

境
を

整
え

、
本

に
親

し
み

な
が

ら
課

題
や

調
べ

学
習

に
取

り
組

め
る

場
と

し
て

提
供

し
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
資

料
や

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

努
め

、
調

べ
学

習
の

進
め

方
や

テ
ー

マ
別

の
資

料
を

紹
介

す
る

特
設

コ
ー

ナ
ー

の
設

置
を

検
討

す
る

。

5
（
1
）

５
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

へ
の

支
援

身
近

な
場

所
で

子
ど

も
の

居
場

所
が

確
保

で
き

る
よ

う
、
地

区
公

民
館

等
を

活
用

し
た

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
事

業
へ

の
助

成
を

行
い

ま
す

。
教

育
課

こ
ど

も
子

育
て

課
B

令
和

7
年

4
月

よ
り

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

応
援

事
業

を
開

始
。
市

内
の

子
ど

も
を

対
象

と
し

た
活

動
を

行
う

団
体

へ
の

助
成

を
行

う
。

申
請

団
体

数
：
1
2

団
体

子
ど

も
達

が
身

近
な

場
所

で
居

場
所

を
作

り
、

様
々

な
体

験
活

動
が

で
き

る
よ

う
、
各

団
体

の
活

動
の

支
援

を
行

っ
て

い
く

。

5
（
1
）

６
公

共
施

設
開

放
の

検
討

身
近

な
場

所
で

子
ど

も
の

居
場

所
が

確
保

で
き

る
よ

う
、
地

区
公

民
館

等
を

は
じ

め
と

す
る

公
共

施
設

の
子

ど
も

等
へ

の
開

放
に

つ
い

て
調

査
検

討
を

行
い

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

教
育

課
C

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

応
援

事
業

を
活

用
し

、
公

共
施

設
開

放
の

き
っ

か
け

と
し

た
。

開
放

日
の

管
理

者
の

負
担

（
拘

束
時

間
、
安

全
管

理
に

つ
い

て
な

ど
）
が

大
き

く
、
地

域
の

協
力

者
を

募
る

こ
と

が
難

し
い

。
送

迎
が

な
け

れ
ば

利
用

が
で

き
な

い
子

ど
も

の
利

用
な

ど
検

討
が

必
要

 。

5
（
1
）

７
韮

崎
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

幅
広

い
年

齢
層

が
ス

ポ
ー

ツ
に

参
加

で
き

、
地

域
住

民
の

健
康

・
体

力
づ

く
り

の
向

上
に

役
立

つ
だ

け
で

な
く

、
地

域
住

民
と

の
交

流
を

深
め

る
場

と
し

て
の

活
用

も
可

能
な

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

教
育

課
B

市
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
利

用
・
提

供
を

継
続

し
て

行
う

。
韮

崎
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
会

員
数

が
減

少
し

て
い

る
。

将
来

を
見

据
え

た
運

営
体

制
の

検
討

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
1
）

８
安

全
な

公
園

整
備

「
身

近
な

場
所

で
安

心
し

て
遊

べ
る

公
園

・
遊

具
が

な
い

」
と

い
う

意
見

が
多

く
、
今

後
も

高
い

ニ
ー

ズ
が

あ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
ま

す
。
当

面
は

既
設

の
公

園
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
や

遊
具

の
安

全
性

の
確

保
を

図
り

な
が

ら
、
安

心
し

て
遊

べ
る

公
園

の
設

置
に

つ
い

て
配

慮
し

て
い

き
ま

す
。
ま

た
、
施

設
設

備
の

新
設

・
更

新
、
備

品
の

購
入

を
検

討
し

、
よ

り
良

い
環

境
の

整
備

に
努

め
ま

す
。

建
設

課
A

中
央

公
園

の
遊

具
に

つ
い

て
、
保

守
点

検
を

行
っ

た
。

中
央

公
園

に
つ

い
て

は
、
令

和
７

年
９

月
よ

り
指

定
管

理
。

5
（
1
）

９
韮

崎
中

央
公

園
ち

び
っ

こ
広

場
の

整
備

ち
び

っ
こ

広
場

の
複

合
遊

具
入

れ
替

え
や

、
お

む
つ

の
交

換
台

、
幼

児
用

便
器

な
ど

を
備

え
た

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
ト

イ
レ

を
新

設
し

、
誰

も
が

育
児

し
や

す
い

環
境

と
親

子
が

楽
し

く
触

れ
合

え
る

場
所

へ
と

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
笑

顔
で

利
用

で
き

る
居

場
所

・
環

境
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

建
設

課
A

ち
び

っ
こ

広
場

周
辺

舗
装

お
よ

び
時

計
塔

前
階

段
ス

テ
ッ

プ
補

修
を

行
っ

た
。

中
央

公
園

に
つ

い
て

は
、
令

和
７

年
９

月
よ

り
指

定
管

理
。

5
（
1
）

１
０

市
営

新
体

育
館

整
備

・
運

営

老
朽

化
へ

の
懸

念
及

び
災

害
対

策
と

し
て

市
営

体
育

館
を

移
転

整
備

し
ま

す
。
指

定
管

理
者

に
よ

る
運

営
を

開
始

す
る

こ
と

で
、
キ

ッ
ズ

ス
ペ

ー
ス

で
の

託
児

サ
ー

ビ
ス

等
を

実
施

し
多

様
な

利
用

者
の

交
流

と
子

育
て

支
援

策
を

促
進

し
ま

す
。

教
育

課
A

体
育

館
を

訪
れ

た
多

く
の

親
子

連
れ

の
方

が
キ

ッ
ズ

ル
ー

ム
を

利
用

し
た

。
利

用
者

の
需

要
を

把
握

し
、
授

乳
室

の
利

用
と

併
せ

て
、
満

足
度

向
上

を
図

る
。

5
（
1
）

１
１

市
営

総
合

運
動

場
整

備
・
運

営

市
営

体
育

館
跡

地
に

芝
生

広
場

や
遊

具
、
あ

ず
ま

や
等

を
整

備
し

ま
す

。
新

体
育

館
と

同
じ

指
定

管
理

者
に

よ
る

運
営

を
開

始
す

る
こ

と
で

、
多

く
の

子
ど

も
た

ち
が

安
全

・
安

心
に

過
ご

せ
る

空
間

づ
く

り
や

、
小

・
中

学
生

に
人

気
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
よ

る
公

園
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

教
育

課
A

計
画

通
り

公
園

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

６
月

に
は

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

改
修

に
着

手
し

た
。

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
改

修
工

事
期

間
中

の
公

園
利

用
者

に
対

す
る

安
全

確
保

に
万

全
を

期
す

。

5
（
1
）

１
２

地
域

の
高

齢
者

が
参

画
し

た
世

代
間

交
流

促
進

事
業

昔
の

遊
び

を
通

し
て

の
交

流
や

、
小

学
校

等
へ

の
祖

父
母

の
招

待
、
地

域
ま

る
ご

と
介

護
予

防
推

進
事

業
で

の
高

齢
者

と
の

ふ
れ

あ
い

を
通

し
、
子

ど
も

に
思

い
や

り
や

、
い

た
わ

り
の

心
を

育
み

ま
す

。

長
寿

介
護

課
教

育
課

B
地

域
ま

る
ご

と
介

護
予

防
推

進
事

業
に

お
い

て
は

、
地

域
の

行
事

を
通

じ
子

ど
も

と
高

齢
者

が
交

流
で

き
る

多
世

代
交

流
の

場
を

提
供

で
き

た
。

引
続

き
地

域
ま

る
ご

と
推

進
事

業
を

通
じ

多
世

代
交

流
を

推
進

す
る

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
1
）

１
３

親
子

ふ
れ

あ
い

事
業

「
武

田
の

里
親

子
ふ

れ
あ

い
事

業
」
に

よ
る

自
然

や
文

化
に

触
れ

る
体

験
教

室
を

開
催

し
、
大

人
と

子
ど

も
の

ふ
れ

あ
い

の
場

を
提

供
し

ま
す

。
教

育
課

C
親

子
で

共
に

S
D

G
s
（
環

境
）
を

学
び

な
が

ら
の

作
品

作
り

や
市

縄
文

時
代

の
歴

史
を

学
び

、
親

子
で

協
力

し
な

が
ら

作
品

作
り

を
す

る
機

会
を

設
け

ま
し

た
。
運

動
を

テ
ー

マ
に

し
た

教
室

は
、
参

加
者

が
少

な
く

中
止

と
な

り
ま

し
た

。

参
加

者
の

ニ
ー

ズ
を

捉
え

な
が

ら
、
引

き
続

き
、

自
然

や
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

。

5
（
1
）

１
４

韮
崎

大
村

美
術

館
で

の
美

術
鑑

賞

美
術

品
を

鑑
賞

す
る

喜
び

を
多

く
の

人
々

と
と

も
に

分
か

ち
合

い
た

い
と

の
大

村
智

館
長

の
思

い
か

ら
、
韮

崎
市

内
に

在
住

・
在

学
の

小
学

生
・
中

学
生

・
高

校
生

に
つ

い
て

は
、
韮

崎
大

村
美

術
館

の
観

覧
が

無
料

で
で

き
ま

す
。

教
育

課
B

市
内

在
住

・
在

学
の

小
中

高
生

に
つ

い
て

は
、
無

料
で

観
覧

い
た

だ
い

て
お

り
、
東

西
中

学
校

の
第

１
学

年
と

市
立

保
育

園
２

園
の

園
児

を
対

象
と

し
た

教
育

普
及

事
業

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

親
子

を
対

象
と

し
た

出
張

案
内

を
実

施
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
幼

少
期

の
う

ち
か

ら
子

ど
も

た
ち

が
身

近
に

質
の

高
い

芸
術

作
品

に
触

れ
る

機
会

の
提

供
に

努
め

、
情

操
教

育
の

充
実

に
つ

な
げ

て
い

く
。

5
（
1
）

１
５

公
民

館
学

級
講

座
事

業

地
域

の
親

子
を

対
象

に
ふ

れ
あ

い
の

場
を

設
け

子
ど

も
た

ち
の

社
会

参
加

と
人

間
形

成
を

支
援

す
る

た
め

、
地

区
公

民
館

の
開

放
を

促
進

し
ま

す
。

教
育

課
B

韮
崎

市
中

央
公

民
館

及
び

各
地

区
公

民
館

に
お

い
て

、
夏

休
み

等
の

休
暇

期
間

を
中

心
に

親
子

や
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

多
世

代
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
し

た
。

子
ど

も
や

若
い

世
代

の
参

加
が

増
え

ず
、
各

公
民

館
が

工
夫

し
な

が
ら

講
座

を
し

て
い

る
。
開

放
日

の
管

理
者

の
負

担
や

送
迎

が
な

け
れ

ば
利

用
が

で
き

な
い

高
齢

者
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。

5
（
1
）

１
６

中
高

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

韮
崎

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
よ

り
、
中

高
生

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

場
や

職
場

体
験

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

場
を

、
夏

休
み

期
間

を
中

心
に

提
供

し
て

い
き

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
　

9
3

名
社

会
福

祉
協

議
会

　
4

3
名

計
1
3

6
名

R
6

年
度

の
1
1
0

名
よ

り
増

加
し

た
。

引
き

続
き

、
職

場
体

験
の

場
を

提
供

し
、
人

材
育

成
や

担
い

手
不

足
の

改
善

に
繋

げ
ら

れ
る

取
組

を
実

施
し

て
い

く
。

5
（
1
）

１
７

姉
妹

都
市

中
学

・
高

校
生

派
遣

事
業

姉
妹

都
市

で
あ

る
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

フ
ェ

ア
フ

ィ
ー

ル
ド

市
に

本
市

の
代

表
と

し
て

中
高

生
を

派
遣

し
、
現

地
の

一
般

家
庭

に
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
を

し
な

が
ら

異
な

る
文

化
や

習
慣

に
触

れ
、
相

互
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、
学

校
な

ど
の

施
設

訪
問

を
通

し
て

現
地

の
学

生
等

と
交

流
を

深
め

る
国

際
交

流
事

業
を

行
い

ま
す

。

財
務

政
策

課
A

市
内

の
中

学
、
高

校
生

６
名

を
姉

妹
都

市
で

あ
る

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
フ

ェ
ア

フ
ィ

ー
ル

ド
市

へ
派

遣
し

、
滞

在
中

に
市

内
の

学
校

を
訪

れ
現

地
の

学
生

等
と

の
交

流
を

通
し

、
国

際
的

な
視

野
を

広
げ

、
文

化
の

違
い

を
肌

で
感

じ
な

が
ら

、
友

情
を

育
ん

だ
。

派
遣

期
間

：
１
１
月

2
9

日
～

1
2

月
1
7

日
（
1
9

日
間

）

長
期

的
に

継
続

さ
せ

て
い

く
た

め
、
ホ

ス
ト

フ
ァ

ミ
リ

ー
の

負
担

軽
減

な
ど

を
考

慮
し

、
期

間
を

二
週

間
に

短
縮

す
る

と
と

も
に

交
換

留
学

生
を

5
人

に
変

更
し

た
。
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5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
1
）

１
８

姉
妹

都
市

高
校

生
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
事

業

姉
妹

都
市

で
あ

る
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

フ
ェ

ア
フ

ィ
ー

ル
ド

市
か

ら
来

韮
す

る
学

生
に

市
内

の
一

般
家

庭
に

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

を
し

て
も

ら
い

、
市

内
の

小
学

校
・
中

学
校

・
高

校
を

訪
問

す
る

な
ど

、
児

童
生

徒
と

交
流

を
深

め
る

国
際

交
流

事
業

を
行

い
ま

す
。

財
務

政
策

課
A

姉
妹

都
市

で
あ

る
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

フ
ェ

ア
フ

ィ
ー

ル
ド

市
か

ら
６

名
の

高
校

生
が

市
内

の
小

学
校

・
中

学
校

・
高

校
を

訪
問

し
、
市

内
の

生
徒

・
学

生
等

と
交

流
を

深
め

ま
し

た
。

訪
問

校
：
韮

崎
小

学
校

、
韮

崎
北

東
小

学
校

、
韮

崎
西

中
学

校
、
韮

崎
東

中
学

校
、
韮

崎
高

校
、
韮

崎
工

業
高

校

長
期

的
に

継
続

さ
せ

て
い

く
た

め
、
ホ

ス
ト

フ
ァ

ミ
リ

ー
の

負
担

軽
減

な
ど

を
考

慮
し

、
期

間
を

二
週

間
に

短
縮

す
る

と
と

も
に

交
換

留
学

生
を

5
人

に
変

更
し

た
。

5
（
1
）

１
９

多
様

な
体

験
活

動
の

促
進

（
環

境
美

化
運

動
・
ご

み
収

集
作

業
）

毎
年

、
「
全

国
青

少
年

健
全

育
成

強
調

月
間

」
に

あ
わ

せ
、
市

内
の

各
地

区
住

民
と

育
成

会
を

中
心

に
、
ご

み
・
空

き
缶

拾
い

を
実

施
し

ま
す

。
環

境
美

化
運

動
等

の
体

験
活

動
を

通
し

て
、
公

共
心

を
育

て
、
地

域
や

環
境

へ
の

関
心

を
高

め
ま

す
。

教
育

課
B

５
月

の
「
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
駆

除
作

戦
」
に

は
１
０

名
、
３

月
の

「
史

跡
新

府
城

跡
清

掃
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
」
に

は
１
２

名
の

育
成

会
の

参
加

が
あ

り
、
自

分
の

住
む

ま
ち

を
地

域
の

人
た

ち
と

き
れ

い
に

す
る

こ
と

で
、
故

郷
を

大
切

に
思

う
心

と
誇

り
に

思
う

心
の

育
む

取
組

み
が

で
き

た
。

コ
ロ

ナ
禍

以
降

、
育

成
会

の
活

動
が

低
迷

し
て

い
る

た
め

、
参

加
者

が
増

え
に

く
い

。
事

業
の

主
旨

を
理

解
し

て
も

ら
い

、
周

知
に

努
め

て
い

く
。

（
２
）
若
者
の
交
流
・
移
住
定
住
の
支
援

5
（
2
）

１
Ｃ

ｏ
ｍ

ｅ
ｂ

ａ
ｃ
ｋ
支

援
事

業
【
再

掲
】

中
高

生
の

交
流

拠
点

で
あ

る
青

少
年

育
成

プ
ラ

ザ
M

ia
c
is

で
、

子
ど

も
達

の
自

主
的

な
活

動
を

応
援

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

事
に

挑
戦

す
る

前
向

き
な

想
い

を
受

け
止

め
る

支
援

事
業

を
行

い
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

B

ミ
ア

キ
ス

利
用

者
　

9
,8

4
1
人

　
（
中

学
生

：
3

,6
5

6
人

　
高

校
生

：
5

,6
4

2
人

　
そ

の
他

：
5

4
3

人
）

登
録

者
　

2
,0

3
3

人
　

（
中

学
生

：
5

5
5

人
　

高
校

生
：
1
,4

7
8

人
）

中
高

生
の

居
場

所
「
拠

点
運

営
」
、
他

者
と

の
つ

な
が

り
を

作
る

「
同

好
会

」
、
地

域
に

参
画

で
き

る
「
ユ

ー
ス

カ
ウ

ン
シ

ル
」
、
親

や
先

生
以

外
の

大
人

と
関

わ
れ

る
「
仕

組
み

づ
く

り
」
を

通
じ

て
中

高
生

の
地

元
愛

、
ふ

る
さ

と
に

ら
さ

き
愛

の
醸

成
を

育
む

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
進

学
等

を
機

に
転

出
し

た
者

が
本

市
に

戻
っ

て
く

る
仕

組
み

作
り

や
、
離

れ
て

い
て

も
本

市
と

の
つ

な
が

り
が

も
て

る
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

提
供

し
て

い
く

。

5
（
2
）

２
婚

活
支

援
事

業

他
自

治
体

と
の

連
携

に
よ

る
独

身
男

女
の

出
会

い
の

場
と

し
て

、
韮

崎
市

と
近

隣
地

域
そ

れ
ぞ

れ
の

特
色

・
魅

力
を

活
か

し
た

体
験

を
テ

ー
マ

に
し

た
対

面
イ

ベ
ン

ト
を

行
い

ま
す

。
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

A
R

7
年

度
:４

回
開

催
　

　
（
参

加
者

：
1
9

1
名

／
マ

ッ
チ

ン
グ

数
：
3

7
組

）
出

会
い

の
場

の
創

出
に

繋
が

っ
て

い
る

。
市

民
の

参
加

率
の

向
上

に
つ

な
げ

る
取

り
組

み
を

模
索

す
る

。

5
（
2
）

３
友

活
イ

ベ
ン

ト
事

業

商
工

会
と

連
携

し
、
市

内
事

業
所

に
勤

務
し

て
い

る
若

手
社

員
の

交
流

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

、
若

者
の

リ
ア

ル
な

出
会

い
の

機
会

づ
く

り
を

行
い

ま
す

。
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

A

R
7

年
度

個
性

＆
相

性
診

断
付

き
交

流
イ

ベ
ン

ト
１
回

開
催

　
　

（
参

加
者

：
2

3
名

）
個

性
＆

相
性

診
断

　
年

間
3

7
名

診
断

で
は

自
身

を
知

り
、
イ

ベ
ン

ト
で

は
、
交

流
の

場
の

創
出

に
繋

が
っ

た
。

婚
活

・
恋

活
と

類
似

し
、
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
も

伸
び

悩
ん

だ
た

め
令

和
７

年
度

を
も

っ
て

終
了

。
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5
3
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
2
）

４
結

婚
生

活
支

援
事

業
新

婚
世

帯
の

新
生

活
の

ス
タ

ー
ト

費
用

（
家

賃
等

）
を

補
助

し
ま

す
。

（
※

要
件

あ
り

）
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

(R
8

～
移

住
定

住
促

進
課

）
A

交
付

決
定

：
7

件
（
申

請
件

数
：
７

件
）

結
婚

生
活

を
ス

タ
ー

ト
す

る
夫

婦
を

応
援

す
る

取
組

み
の

一
つ

と
し

て
、
経

済
的

な
理

由
に

よ
り

、
結

婚
に

踏
み

出
せ

な
い

方
の

経
済

的
不

安
を

軽
減

す
る

た
め

、
結

婚
に

伴
う

新
生

活
に

係
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
た

。

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、
S

N
S

及
び

相
談

会
等

で
周

知
を

図
る

。

5
（
2
）

５
就

労
支

援
・
雇

用
の

確
保

若
者

の
就

労
支

援
と

し
て

、
近

隣
市

町
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
た

合
同

企
業

説
明

会
を

行
う

ほ
か

、
企

業
誘

致
・
事

業
承

継
・
新

事
業

展
開

な
ど

に
対

す
る

支
援

に
よ

り
、
安

定
し

た
雇

用
の

維
持

確
保

を
行

い
ま

す
。

商
工

観
光

課
B

・
県

央
ネ

ッ
ト

や
ま

な
し

合
同

企
業

説
明

会
令

和
７

年
６

月
８

日
（
日

）
・
ア

イ
メ

ッ
セ

山
梨

参
加

企
業

：
１
８

０
社

（
市

内
１
７

社
）
　

参
加

者
：
約

２
４

０
名

・
県

央
ネ

ッ
ト

や
ま

な
し

メ
タ

バ
ー

ス
合

同
企

業
説

明
会

令
和

８
年

３
月

８
日

（
日

）
参

加
企

業
：
１
０

３
社

（
韮

崎
市

内
７

社
）
　

参
加

者
：
約

２
６

０
名

引
き

続
き

、
県

央
ネ

ッ
ト

や
ま

な
し

の
連

携
に

よ
る

合
同

企
業

説
明

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
商

工
会

や
工

業
ク

ラ
ブ

等
を

通
じ

て
、
市

内
企

業
へ

の
参

加
を

積
極

的
に

呼
び

か
け

る
。

5
（
2
）

６
起

業
・
出

店
等

へ
の

支
援

商
工

会
と

連
携

し
、
空

き
事

業
所

（
店

舗
）
な

ど
既

存
の

施
設

を
活

用
す

る
た

め
の

支
援

や
新

規
起

業
者

の
支

援
等

を
行

い
ま

す
。

商
工

観
光

課
A

・
起

業
支

援
補

助
金

新
規

（
改

修
費

助
成

・
家

賃
助

成
）
：
１
６

件
継

続
（
年

度
を

跨
ぐ

家
賃

助
成

）
：
１
８

件

増
加

す
る

申
請

件
数

や
、
面

積
要

件
に

よ
り

１
件

あ
た

り
の

補
助

額
が

２
０

０
万

円
を

超
え

る
な

ど
、
予

算
の

見
込

み
が

立
て

に
く

く
、
毎

年
度

補
正

を
繰

り
返

し
て

い
る

。
業

種
の

絞
り

込
み

や
面

積
要

件
の

見
直

し
等

に
よ

り
、
本

市
の

観
光

資
源

の
活

用
や

市
民

生
活

の
充

実
に

繋
が

る
起

業
を

支
援

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

5
（
2
）

７
市

の
魅

力
の

発
信

移
住

・
定

住
に

関
す

る
サ

イ
ト

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
ふ

る
さ

と
納

税
に

よ
る

特
産

品
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
関

係
人

口
の

増
加

と
移

住
・
定

住
の

促
進

に
つ

な
げ

ま
す

。
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

A
地

域
活

性
化

起
業

人
と

し
て

、
２

名
の

ク
リ

エ
イ

タ
ー

を
起

用
。
市

や
ふ

る
さ

と
納

税
の

S
N

S
の

運
営

や
広

報
戦

略
を

通
じ

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
も

向
上

し
、
P

R
に

繋
が

っ
た

。

S
N

S
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
者

数
の

確
保

と
、
イ

ベ
ン

ト
で

の
P

R
の

強
化

に
よ

り
、
さ

ら
な

る
知

名
度

の
向

上
を

目
指

す
。

5
（
2
）

８
地

域
お

こ
し

協
力

隊
事

業

都
市

地
域

か
ら

移
住

し
ま

ち
づ

く
り

へ
の

支
援

や
地

域
協

力
活

動
を

行
う

「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」
を

募
集

し
、
地

域
へ

の
定

住
・
定

着
を

図
り

ま
す

。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

A
委

嘱
隊

員
：
9

名

隊
員

の
経

験
や

能
力

を
活

か
し

た
活

動
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

た
。

引
き

続
き

、
ま

ち
づ

く
り

へ
の

支
援

や
地

域
協

力
活

動
に

対
し

て
隊

員
を

募
り

、
地

域
へ

の
定

住
・
定

着
を

図
る

。
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［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

5
（
2
）

９
移

住
・
定

住
相

談
窓

口

韮
崎

市
の

「
住

ま
い

」
「
仕

事
」
「
地

域
の

こ
と

」
な

ど
移

住
に

関
す

る
相

談
、
必

要
な

情
報

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

「
移

住
・
定

住
相

談
窓

口
」

を
設

置
し

、
移

住
・
定

住
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

A

移
住

相
談

件
数

窓
口

：
4

2
件

　
電

話
・
オ

ン
ラ

イ
ン

：
8

2
件

　
オ

ン
ラ

イ
ン

：
6

件
相

談
会

8
4

件
（
6

回
）

移
住

相
談

を
通

じ
、
「
理

想
と

現
実

の
ズ

レ
」
を

防
ぎ

、
移

住
後

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

を
防

ぐ
な

ど
、

地
域

の
リ

ア
ル

な
暮

ら
し

の
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
移

住
先

を
決

め
か

ね
て

い
る

方
に

選
ば

れ
る

よ
う

、
相

談
会

や
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、

S
N

S
等

を
通

じ
て

、
市

の
P

R
を

積
極

的
に

進
め

て
い

く
。
ま

た
、
移

住
後

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

定
住

に
つ

な
げ

て
い

く
。

5
（
2
）

１
０

移
住

イ
ベ

ン
ト

韮
崎

市
内

で
起

業
す

る
先

輩
移

住
者

な
ど

か
ら

直
接

現
地

の
情

報
を

聞
く

こ
と

が
で

き
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
や

、
バ

ス
ツ

ア
ー

な
ど

を
企

画
し

、
移

住
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

戦
略

課
(R

8
～

移
住

定
住

促
進

課
）

E
令

和
6

年
度

で
イ

ベ
ン

ト
事

業
は

廃
止

空
き

店
舗

ツ
ア

ー
へ

の
同

行
に

よ
る

市
の

P
R

は
継

続
今

後
も

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
は

慎
重

に
精

査
し

て
い

く
。

5
（
2
）

１
１

移
住

支
援

金
東

京
２

３
区

内
か

ら
移

住
し

た
方

で
、
各

要
件

を
満

た
し

て
い

る
方

に
支

援
金

を
交

付
し

ま
す

。
（
※

要
件

あ
り

）
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

(R
8

～
移

住
定

住
促

進
課

）
A

交
付

決
定

：
2

人
（
申

請
者

：
２

人
）

東
京

圏
か

ら
本

市
へ

の
移

住
・
定

住
の

促
進

、
移

住
に

要
す

る
経

費
の

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、
S

N
S

及
び

相
談

会
等

で
周

知
を

図
る

。

5
（
2
）

１
２

住
ま

い
る

マ
イ

ホ
ー

ム
助

成

市
内

に
新

た
に

住
宅

を
取

得
し

、
定

住
す

る
方

に
助

成
金

を
支

給
し

ま
す

。
（
※

要
件

あ
り

）
デ

ジ
タ

ル
戦

略
課

E
交

付
決

定
：
1
3

件
(申

請
件

数
：
1
3

件
）

令
和

6
年

度
で

事
業

終
了

。
令

和
7

年
度

は
経

過
措

置
。

令
和

6
年

度
で

事
業

終
了

。
令

和
7

年
度

は
経

過
措

置
。

令
和

8
年

年
度

か
ら

「
子

育
て

世
帯

住
宅

取
得

支
援

事
業

費
補

助
金

」
を

交
付

5
（
2
）

１
３

定
住

促
進

住
宅

家
賃

助
成

定
住

促
進

住
宅

へ
市

外
か

ら
入

居
す

る
方

ま
た

は
新

婚
夫

婦
で

新
た

に
入

居
さ

れ
る

方
を

対
象

に
、
入

居
日

か
ら

2
年

間
、
家

賃
助

成
を

行
い

ま
す

。
営

繕
住

宅
課

E
交

付
決

定
：
2

0
件

（
申

請
件

数
：
2

0
件

）

う
ち

 新
婚

世
帯

1
件

、
子

育
て

世
帯

3
件

令
和

7
年

度
で

事
業

終
了

。
令

和
8

年
度

は
経

過
措

置
。

-
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5
 
-



［
評
価
］
　
達
成
度
　
（
A
）
8
0
～
1
0
0
％
　
（
B
）
6
0
～
7
9
％
　
（
C
）
2
0
～
5
9
％
　
（
D
）
0
～
1
9
％
　
（
E
）
事
業
完
了
・
終
了

基
本

目
標

施
策
の

方
向
性

事
業

事
業
・
施
策
名

事
業
・
施
策
概
要

担
当
課

5
段
階
で
の
評
価

（
令
和
7
年
度
）

事
業
・
施
策
実
施
状
況
・
成
果

（
令
和
7
年
度
）

今
後
の
課
題
・
展
望

韮
崎
市
こ
ど
も
計
画
（
R
7
～
R
1
1
）
　
進
捗
状
況
（令

和
７
年
度
取
組
状
況
）

（
３
）
地
域
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

5
（
3
）

１
愛

育
会

活
動

愛
育

班
活

動
（
声

か
け

・
見

守
り

）
を

通
じ

て
、
子

ど
も

た
ち

が
健

や
か

に
産

ま
れ

育
ち

、
病

気
や

障
が

い
が

あ
っ

て
も

一
生

を
通

し
て

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

し
て

い
く

こ
と

を
見

守
る

活
動

を
推

進
し

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

母
子

保
健

事
業

（
す

く
す

く
教

室
（
7

ヶ
月

児
）
や

マ
マ

の
た

め
の

と
と

の
う

ル
ー

ム
）
で

愛
育

会
に

つ
い

て
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。
ま

た
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

イ
ベ

ン
ト

へ
の

協
力

、
定

例
会

の
実

施
や

研
修

会
の

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、
班

員
自

身
も

子
供

と
関

わ
っ

た
り

、
愛

育
に

つ
い

て
の

学
び

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

継
続

し
て

、
す

く
す

く
（
８

か
月

児
）
教

室
で

の
啓

発
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

イ
ベ

ン
ト

へ
の

協
力

、
定

例
会

の
開

催
、
研

修
等

へ
の

参
加

を
し

て
い

く
。
課

題
と

し
て

、
少

子
化

や
近

所
づ

き
あ

い
の

希
薄

化
な

ど
時

代
の

変
化

に
よ

り
、
活

動
の

広
げ

づ
ら

さ
が

あ
る

。
ま

た
、
仕

事
や

家
庭

が
あ

る
中

で
の

活
動

は
、
班

員
に

と
っ

て
負

担
が

大
き

い
。

5
（
3
）

２
子

育
て

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

子
育

て
支

援
に

か
か

わ
る

機
関

や
団

体
な

ど
と

協
力

し
て

行
う

「
に

ら
ち

び
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
な

ど
、
子

育
て

世
代

を
対

象
と

し
た

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
、
子

育
て

に
関

す
る

様
々

な
情

報
提

供
・

交
換

や
仲

間
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。
こ

ど
も

子
育

て
課

A
8

/
1
1
　

に
ら

ち
び

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
開

催
参

加
者

　
1
,1

8
8

人
事

業
内

容
に

つ
い

て
整

理
し

、
よ

り
効

果
的

な
イ

ベ
ン

ト
の

実
行

を
目

指
す

。

5
（
3
）

３
親

子
料

理
教

室
の

開
催

食
生

活
改

善
推

進
員

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

協
力

の
も

と
、
親

子
を

対
象

と
し

た
料

理
教

室
を

開
催

し
、
自

分
で

料
理

を
す

る
体

験
を

通
し

て
心

と
身

体
の

健
康

を
維

持
す

る
こ

と
や

共
食

の
大

切
さ

等
を

普
及

し
て

い
き

ま
す

。
健

康
づ

く
り

課
A

７
/
2

0
（
日

）
韮

崎
地

区
　

お
や

こ
料

理
教

室
　

参
加

者
４

組
（
１
５

名
）

８
/
３

（
日

）
大

草
地

区
　

親
子

料
理

教
室

　
参

加
者

３
４

名
８

/
９

（
土

）
お

や
こ

料
理

教
室

　
参

加
者

１
１
名

（
５

組
）

１
１
/
1
6

(日
）
穴

山
地

区
　

み
ん

な
の

料
理

教
室

　
参

加
者

１
２

名
１
２

/
６

（
土

）
お

や
こ

お
せ

ち
料

理
教

室
　

参
加

者
１
２

名
（
４

組
）

引
き

続
き

、
市

と
各

町
で

の
お

や
こ

料
理

教
室

を
実

施
し

て
い

く
。

5
（
3
）

４
地

域
人

材
活

用
の

推
進

地
域

で
幅

広
い

経
験

や
知

識
を

有
す

る
人

材
を

講
師

と
し

て
招

き
、
農

業
や

音
楽

（
合

唱
・
琴

等
）
、
踊

り
等

の
指

導
を

受
け

る
こ

と
で

、
児

童
・
生

徒
が

い
き

い
き

と
学

ぶ
機

会
を

つ
く

り
ま

す
。

教
育

課
A

小
中

学
校

の
総

合
的

な
学

習
の

時
間

や
学

校
行

事
の

中
で

、
地

域
で

幅
広

い
経

験
や

知
識

を
有

す
る

人
材

を
講

師
と

し
て

招
き

、
教

育
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
地

域
で

幅
広

い
経

験
や

知
識

を
有

す
る

人
材

を
講

師
と

し
て

招
き

、
児

童
・
生

徒
が

い
き

い
き

と
学

ぶ
機

会
を

つ
く

っ
て

い
く

。
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